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講演者プロフィール（敬省略） 

 

■溝上 慎一 

学校法人桐蔭学園 理事長 

桐蔭横浜大学 教授  

大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、京都大学助手、講師、准教授、教授を経て、

2019 年学校法人桐蔭学園理事長。桐蔭横浜大学学長（2020-2021）。京都大学博士（教育学）。 

日本青年心理学会理事、大学教育学会理事、河合塾教育研究開発本部顧問、東京大学大学院

教育学研究科客員教授、文部科学省初等中等教育分科会教育課程部会臨時委員、日本学術会

議連携委員、電通育英会大学生調査アドバイザー。日本青年心理学会学会賞受賞（2013 年）、

日本教育情報学会論文賞受賞（2023 年）。 

 

 

■石井 英真 

京都大学 大学院教育学研究科 准教授 

日米のカリキュラム研究、授業研究の蓄積に学びながら、学校で育成すべき資質・能力の中

身をどう構造化・モデル化し、それらを実質的に実現しうるカリキュラム、授業、評価をト

ータルにどうデザインしていけばよいのかを考えている。小・中・高の教育現場の先生方と

一緒に、授業づくりや学校改革にも取り組んでいる。 日本教育方法学会常任理事、日本カ

リキュラム学会理事、文部科学省「今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の在り方に関

する有識者検討会」委員。『中学校・高等学校 授業が変わる学習評価深化論』（図書文化）、

『教育「変革」の時代の羅針盤』（教育出版）、『高等学校 真正の学び、授業 の深み—授業

の匠たちが提案するこれからの授業』（学事出版） など著書多数。 
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■橋本 有司 

福井県立若狭高等学校 校長 

1990 年 4 月に福井県立学校教員に採用。2021 年度に母校、若狭高校に教頭として赴任。

2023 年度より校長として「生徒を主語にする学び」の実現に向け、探究学習を中心とした

教育活動、全教職員一丸となり学び続けるコミュニティの形成、家庭や地域との協働による

学校づくりなど、高校の魅力化に取り組んでいる。若狭高校の教育目標である「異質のもの

に対する理解と寛容の精神を養い、教養豊かな社会人の育成を目指す」をモットーにその具

現化に努めている。 

 

■小坂 康之 

福井県立若狭高等学校 教諭 

「楽しいから学ぶんだ！」をモットーに、海の教育や探究的な学習に取り組む。昨年までは

進路部長として探究とキャリアの接続に従事、現在 SSH 研究部部長。著書に「さばの缶づ

め、宇宙へいく」「宇宙食になったサバ缶」、文部科学省優秀教職員、福井県授業名人、優秀

教員表彰受賞。 

 

■本間 朋弘 

横浜創英中学・高等学校 校長 

横浜創英中学・高等学校校長。早稲田大学教育学部卒業後、神奈川県の公立高校に 29年間

在職し、最後の９年間は神奈川県立柏陽高校、横浜翠嵐高校の学力進学重点校で進学体制の

構築に励むとともに、日本史の受験指導に邁進。Z 会から『解決センター日本史』『ハイス

コア共通テスト攻略日本史』など参考書を多数執筆。今から 12年前に県職を退職し、私学

に転身。進学体制を構築するとともに、学校改革を推進。現在は、学びを生徒の主体に移譲

し、社会とつながる実学的な学びを重んじたカリキュラムを構築。学校が変われば社会も変

わることを信じて、教育を本気で変える学校改革に取り組んでいる。その一方で、働き方改

革を、「目的である学校改革を為すための手段にすぎない」と位置づけ、学校改革の前段と

しての組織的な働き方改革を進めた。学校にとどまらず、自治体や民間の教育機関など, 積

極的に講演活動を行い、新しい学校像の共有に努めている。2025 年１月に時事通信社から 

「働き方を変えて、学び方を変える 学校改革」を刊行する。 
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■前川 修一 

福岡県立ありあけ新世高等学 主幹教諭/キャリア教育部長 

教員歴 30 年目。私立高校に 24 年勤務ののち公立高校に転じ、本校定時制課程に５年間勤

務。閉課程とともに本年４月より全日制に異動する。現在キャリア教育部総合学科推進主任

として全学年の「産業社会と人間」および「総合的な探究の時間」の授業設計・実践に携わ

る。定時制での教育活動に触れた「『教える』『教わる』の逆転～教師のマインドセット～」

を河口竜行他編『学びとビーイング・４』（みくに出版，2024.4）に寄稿。著書に『歴史教

育「再」入門』（梨子田喬，皆川雅樹と共編著）（清水書院，2019.12）などがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                      
2024/08/03 

 

 
4 

 

  

もくじ 
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～教科と探究はどのように繋ぐべきなのか、そもそも繋ぐ必要はあるのか、 

アクティブ・ラーニングの再考も交えて考察する～・・・・・・・・・5P 

学校法人桐蔭学園 理事長 桐蔭横浜大学 教授 溝上 慎一  

京都大学 大学院教育学研究科 准教授 石井 英真 

 

 

「探究と教科をつなげる若狭高校の取り組み」地域資源活用型探究学習の実践・・・52P 

福井県立若狭高等学校 校長  橋本 有司  

福井県立若狭高等学校 SSH 研究部部長 教諭 小坂 康之 
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福岡県立ありあけ新世高等学校 主幹教諭 前川 修一 
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セッション 1 基調講演 溝上先生・石井先生講演   

 

テーマ 

次の学習指導要領へ向けた課題として 

～教科と探究はどのように繋ぐべきなのか、そもそも繋ぐ必要はあるのか、 

アクティブ・ラーニングの再考も交えて考察する～ 

 

 

石井英真先生 講演 

 

 

 

京都大学 大学院教育学研究科 准教授 

  

石井 英真 先生 

 

 

 

はじめに 

１「探究」の現在地をどう見るか？ 

  ①探究の原点とは 

２ 探究の推進は教科学習の充実とどう関係するか 

①探究で生徒の視座を上げる 

②探究をカリキュラムに戦略的に位置づける 

③「出島」としての探究で先生も育つ 

④教師の教科観、学習観をアンラーンする 

⑤コンピテンシー・ベースの整理 

３ 教科において探究を追求するとは？ 

① 探究の学びの本丸：生徒主体で問いと答えの間が長くなる 

②「教科する」とは？ 
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次の学習指導要領へ向けた課題として 

～教科と探究はどのように繋ぐべきなのか、そもそも繋ぐ必要はあるのか 

アクティブ・ラーニングの再考も交えて考察する～ 

 

京都大学 大学院教育学研究科 准教授 

石井 英真   

 

 

溝上 セッション 1 の流れを説明したいと思います。桐蔭学園の溝上です。よろしくお願

いします。 

石井 京都大学の石井です。よろしくお願いします。 

溝上 今日は探究と教科をつないでいくことがテーマです。探究自体にまだまだ課題が多

いので、そこを考えることも大事ですが、今回は「教科も含めて全体で生徒を育ててい

く」ということを確認する時間にしたいと思います。 

まず石井先生からお話を 30分していただいて、私はその後に 30 分話します。 

テーマは一緒なんですね。今日は産業能率大学からいただいたテーマを受けて話をつく

っています。皆さんはどれぐらいご存知か分かりませんが、私と石井先生の関係はかなり近

くて、もうお互いによく知っているんです。ただ専門的なスタートは全然違うんですね。私

は心理学とか教育部門の高等教育とか高大接続とか、どちらかと言うと大学の方から高校

へ行ってきて、それで今、私は桐蔭学園の理事長をしていますので幼稚園から大学まで、子

どもたちを見ながら生活しています。 

石井先生は義務教育の真ん中、教育方法学と言ってしまったらちょっと狭いかなと思う

ぐらいですが、そこがご専門です。 

私は、義務教育は専門ではありませんが、今は幼稚園からずっと見てますし、指導要領に

も結構、関わっていますので、どうしても学習指導要領や義務教育がど真ん中です。そうい

う意味で、今日もそういうところから高校につなげた話にしたいと思います。とにかく二人

のスタートが違いますので、同じテーマをどういうふうにお互いに内容をつくってきたか

を見ていただくのは一つ面白いかなと思います。 

また、それぞれが話した終わった後の対談の時間は、皆さんからの質問やワークを入れな

がら進めたいと思います。 

じゃあ石井先生行きましょうか？ よろしくお願いいたします。 
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【石井英真先生 講演】 

 

ご紹介いただきました京都大学の石井です。よろしくお願いします。ここからトータル 2

時間ですが、最初の 30 分ということで、ポイントを絞って話したいと思います。 

 

はじめに   

 

普段だったら自己紹介のあたり（スライド 1）から始めますが、もうここは端折っていき

たいと思います。溝上先生は心理学、特に自己意識とか、青年期心理学の方からってことだ

と思うのですが、私は教育方法学、いわゆる教授学と言いますか、「学校教育って何？」「学

校って何？」みたいなことをずっと考えてきたという人間です。 

そして、私は専門医であると同時に町医者でありたいというふうに考えています。自分の

強みは足で稼ぐということです。この数週間も大概、足で稼いできたかなという感じですが、

これまで 47 都道府県はほぼ制覇しました。小中高全部行っています。いろんな種別も見て

います。足で稼いでいろいろ考えてきたというところです。 

そのときに基本的には、授業改善を軸にした学校改革、つまり面の授業改善、学校ぐるみ

で授業改善をどうやっていったらいいのかというところに、興味があってやってきました。

高校とか探究のこととかも、たまに書いたりしているのですが、割と運営指導委員や学校コ

ンサルのような感じのことをやっているわけです。 

そのように、いろいろやってまいりまして、コロナ禍以降に出版してきた主だったものを

挙げるとこんな感じです（スライド 2）。この「真正の学び」みたいなところが、教科にお

いても総合課題研究においてもポイントになってくる。それについての実践記録集『真正の

学び 授業の深み』には、ここにいらっしゃる先生方にも執筆していただきました。それぞ

れの先生方や学校の実践のエッセンスについて、5教科と総合、課題研究について載せてお

ります。ちなみに、評価の話については、スライドの下段の方に示しているような事例集も

まとめています。また適宜、紹介していけたらと思いますので、ご興味があればご覧くださ

い。 
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（スライド 1） 

 

 

（スライド 2） 
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 １「探究」の現在地をどう見るか？ 

 

今日はテーマは「教科と探究はどのように繋ぐべきなのか、そもそも繋ぐ必要あるのか」

ということですが、下記 3 つを中心に 10 分弱くらいずつ話していければと思います。 

１ 『探究』の現在地をどう見るか？（スライド 3） 

 ２ 『探究』の推進は教科学習の充実とどう関係するか？（スライド 5） 

３  教科において『探究』を追求するとは？（スライド 8） 

 

まず問題提起をして、その後 1 時間で議論してまいりますので、「ここをもうちょっと詳

しく」みたいなことがあれば、質問していただけたらいくらでも喋ります。いくらでも何が

来ても、どんなものも大抵返しますから、何でも出していただけたらと思います。 

では最初に、「『探究』の現在地をどう見るか？」というスライド 4です。 

 

（スライド 3） 

 
 

このスライドで皆さんにお伝えしたいことは「そもそも、繋ぐべき探究って何なのか」と

いうことです。今、特に総合的な探究の時間や、課題研究での探究ってどうなっているかに

ついての私なりの現状認識です。ちょっとした踊り場感があると思っております。カリキュ

ラム全体の 1 つの核として位置づけて回しているところもある。ちゃんと学校経営の核と

して位置づけて、しっかり生徒を育てているという学校もある。その一方で、そもそも全然

ちゃんとしていないところもある。「いっぺん形をつくって、それで終わってないですか？」

みたいなこともありますよね。ある種の二極化傾向。さらに言うと、実際、総合的探究とか
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課題研究を見ていると、大きくは地域創生型と学問研究型、この辺に分離しがちになってい

るということです。 

ここに書きましたが、山間部や離島に学校があると地域創生型、都市部で研究大学が近く

にあると学問研究型が盛んになりやすいということです。だから、SSH とかはだいたい学

問研究型です。１つ間違うと見栄えのいい高度な研究に走り勝ちですね。 

そして、何もないところで探究するのも難しいので、形を整えていく手がかりとしていろ

んな型やらツールもあります。しかし、探究のサイクルを回すこと自体が自己目的化しては

いないか。サイクル優先でやっていないかというわけですね。「これを、やっとけばいい」

とか、あるいは学び方や成果発表の形を整える、そういうふうになっていませんか。 

さらに、光と影があると思うのは、総合型選抜と探究との連結です。入試との連結が総合

的な探究の時間とか課題研究の推進力になっている側面もありますが、一方で部活動化、甲

子園化していないかと。ハイパー文化部みたいな。 

割と、学問研究型の課題研究、探究というのは文化部、科学部とかと連携させてやってる

と思うんですよね。だからそれで言うと、もともと文化部的要素は多分にあるということで

す。ちなみに、山間部等の地域創生型は社会活動型ですから、昔の若者組じゃないですけど

も、そういったものと割と親和性があります。高校生向けにいろんな発表会があることはい

いんですが、なんか甲子園化していないかと。 

発表ありきで、勝つこととか、見てくれの方にいってしまう。なおかつ、大学と連携とか

になってくると、より高度なものを求める方向で青天井化するんですね。例えば、海外で発

表するとなって、「そのためには英語も」みたいな話です。そうすると入学時点で英検二級

を求めますとかいうふうに、どんどこどんどこ、なんかすごい青天井化してはいないかと。

都市部においては特に、高校生活がとてもしんどいことになっています。つまり授業、部活、

塾もあると、それに加えて探究ガッツリ甲子園みたいなことになると、これは厳しい。公立

校のそこそこ進学実績を上げていこうと頑張ってるところだったりすると、余計に高校生

活が過密になってくる。そういった状況が結構、見られるのではないかということです。 

 

① 探究の原点とは  

 

システム化されて推進されているところもあるわけですが、改めて、原点はなんだったか

なっていうことを確認しておく必要があると思います。堀川高校の探究とかを見ていると、

やはり根本はキャリア教育だと思うんです。もともと荒瀬先生とかもそうですけど、伏見工

業高校のノリだと思っています。スクールウォーズってわかりますか？ 結局、何かと言い

ますと、真の進路指導とか市民形成と書きましたが、探究も、いい研究にとどまらない迫力

のある探究っていうのがあるんですよ。 

それは何かというと、「I」を主語にしている。これは文系だけじゃなく理系の先生もそう

いうふうに言ったりする。とある高校の探究の発表会に行ったときに、理系の先生が言った
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んですよ。「いや、ここはやっぱりいいよね。なぜかというと『私が』っていうふうに『Ｉ』

を主語にしてめっちゃ喋ってるね」って。自分事にしてるということですね。 

 結局、何かといいますと、予想に対しては結果、仮説に対しては考察、問題意識に対して

は私見。「なんでそのテーマ選んだの？」と、「そのテーマに興味のあるあなたは、何者？」

という掘り下げがあるかどうかって大事です。これがあるかどうかで全然違う。ただ、ちょ

っと意地悪かもしれませんけど、大学生みたいに専門的な研究をしている高校生に、「すご

いことやってるね」「ちなみに、そもそも何のためにやってるの？どういうところが面白い

の？」とか言うと、「え？」みたいな感じで「何聞くの？この人は」みたいに見られること

があるんですが、逆に迫力のある探究をやっているような学校だったら喜んで答えてくれ

ます。 

 

（スライド 4） 

 

実際、生徒に個別に指導している様子を見たらよく分かりました。やっぱりいい研究でと

どまりがちなところは、先行研究の整理やテーマ設定をきれいにするところから入る。なん

でそのテーマにしたのか、という問題意識を掘り下げるような問いかけがなされていない。

これは明確です。問題意識があれば、おのずと「私は」っていうことを掘り下げてるから、

私見がついてくる。だからその辺ですね。もともと高校における探究的な学びの意味は、青

年期教育ですよね。 
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２ 探究の推進は教科学習の充実とどう関係するか 

 

① 探究で生徒の視座を上げる 

 

だからその原点をもう一度、再確認していくことが大事なんじゃないかなということを

書いています。一皮剥けた経験じゃないですけど、探究のサイクルを回して現実と対峙する

ことが重要。社会の本物と一緒に同じものを見るという経験の中でぐっと視座が上がるわ

けです。 

それがパースペクティブの変容っていうふうになるわけですけど、この視野が広がって

というか、視座がグッと上がる感じです。人生で、若いうちに一回、視座が上がったら随分

違うということですね。 

そういったことを改めて確認しておく必要があると思いますし、視座変容はそんな簡単

に起こりませんが、それでもそこを意識して探究的な学びを考える。「あなた何者？」と、

アイデンティティ形成に関わる働きかけがあると、それが青年期の発達課題に答えること

になるし、その結果しばしばあることですが、探究をカリキュラムの核に位置づけて進学実

績までグッと上がってきましたという学校も出てくるわけです。それは明確にキャリア意

識や「なりたい自分」とか、この辺の意識や意欲の高まりが大きい。 

最近、定期試験対策すらも全部パッケージ化されて、「授業をしない」をうたい文句にす

る塾などが現れています。自分で参考書を選ぶこともできないくらい、全部パッケージ化さ

れている。「あなたは何者？」という、自分が何をしたいのか、自分は何者かということを

探る機会もない。そうなるとやっぱりどこかで人間はポキッと折れちゃうところがあるん

ですよね。 

だからそこで、特に「どうせ俺たちなんて」「どうせ私たちなんて」と思ってる子が「結

構、いけるやん、自分もやれるやん」と思ったら、ぐっと変わりますよね。人間ってものす

ごい可能性あるからね。だから、学業や部活等も含めて、さまざまな実績につながってくる

ということもあると思いますし、社会、世界に働きかけて手応えを得るというところが、教

科の学びにおける目的意識とか積極性とか、あるいは粘りとかにプラスの影響が生まれる

というようなことはありますすね。だから、視座が上がれば、それなりに認識と学力も引き

上げられてくるというところが 1つあります。 
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（スライド 5） 

 

 

② 探究をカリキュラムに戦略的に位置づける 

 

でも、そうした探究の可能性を具現化するには、総合とか探究を、カリキュラムという面

で、戦略的に位置づける必要がある。 

一言でいうと、育ちの舞台としてちゃんと位置づける。カリキュラムマネジメントといい

ますが、いまひとつ分かりづらいので、教科課程経営ではなくて、教育課程経営と考えると

よいでしょう。 

つまり、日本の学校って全人教育なんですよね。 教科、総合、特活等があるわけですよ。

そのカリキュラム全体で、教育課程全体で、人を育てる。学びどころか、育てる。育ちがあ

るか。だから先生方ね、生徒たちを見て、「育ってるな」って思う瞬間がありますよね。そ

れって「学力が高くなったな」じゃないんです。「育ったな」って思うでしょ。その実感。

なんで先生方が部活に入れ込むか。育ちを見れるから。なんか育ったと思うからですよ。そ

こに立ち会えるからです。探究に本気でのめり込む先生って、そこでしょう。「育ったな」

と思うからですよね。 

だから、その「育ったな」っていうことの中身、さらに「育ったな」ってことを感じる場

面が、学校教育目標と連結してると強いわけです。それこそがビジョンです。「こういう生

徒を育てたい」っていう学校教育目標がありますが、それが育ったかどうかって、どこで見

ていますか？廊下ですれ違う生徒の姿からも見えますし、行事でも見える。でも探究を軸に

めざす生徒の姿や育ちがよく見える核となる舞台を設定して、そこで皆で生徒の育ちを味
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わい合う。そこをうまいことやるのがカリキュラムマネジメントだと思います。だから「育

ちの舞台」をどうつくっていくのかというところですね。こうして成長保障に向けた教育課

程経営というふうに探求を戦略的に位置づけることによって、カリキュラム全体で生徒を

育てる。まあ強い部活をつくるのと一緒ですよ。強い部活って、なんで強いかというと、カ

ルチャーをつくるからですよね。 

高校 2 年生が探究の成果や物語を発表するその姿をオープンスクールかなんかで中学 3

年生が見ると、「ああ、これ 2年後に自分がここに立って話しているのか」と思って入学し

てきて、それで文化をつくっていく。さらに言うと、例えば、さっき触れた堀川高校は、う

まいことデザインされてますよね。「自立する 18 歳」って、やっぱりビジョンが明確。ビジ

ョンっていうのは口癖にならないといけないわけですよ。みんなが諳んじてるとかね。だか

ら、「わが校の学校教育目標は」とかって、資料や生徒手帳やらをめくってたらアウトです。

口癖になってない。堀川高校では「自立した 18 歳」が、みんなの中で口癖になっていて、

文化になっている。その姿の具体が一番見えるのがいわゆる探究です。 

だから、そこでの生徒の姿を見たら「育つ、ってこういうことか」みたいなことが、生徒

の姿で定義される。この形がつくれると、割と強いわけです。それが学校経営の核になって

くると、この生徒の育つ姿で勝負できる学校になってくる。そういう形で学校経営の観点か

ら位置づけていくということも大事なんですね。 

  

③ 「出島」としての探究で先生も育つ 

 

さらに言うと探究は「出島」だと思います。つまり、教科とは別のところで、人とか物と

かを割と大胆に流通させることができるわけです。ポイントは、別様な学びを経験できると

いうこと。教科や、普段とは違うモードになれるわけです。 

昔は文化部みたいなところで割と先生方がしていたと思うんですよ。文化部だから、「こ

っちが正解を持っているんじゃなくて、一緒にこの問題を追求するよ」みたいな、同じもの

をともに見る、共同注視とかって言いますけど。そういう関係性があったわけですが、そう

した支援者、伴走者的な関わりを経験できる。そしたら、普段の授業の関係性みたいなもの

と違うポジショニングで生徒と関わることになる。その立場、ポジションの違いが先生の視

野、視座を変える。たとえば、特に小中学校の研究開発学校を見ていると、縦割りや総合と

かカリキュラム開発とか、いろんなことをやるんですよ。それ自体の意味もさることながら、

その中でね、ダイナミックにやればやるほど、普段と違うモードを経験したり、学習観や教

育観が問い直されたりして先生が育つ。ここが重要です。 

だから「出島」としての総合的な探究の時間というのは、私からすれば先生が育つ時間だ

と思っています。そこで学習観が変容することで、結果として教科の授業にも影響が出るか

な、みたいな話ですね。だから、そこが先生にとって学びのある場。つまり、通常の高校の

授業や学びとは別様な学びの時間、中身と空間と関係性の中で、教師の学習観、教育観のア
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ンラーンが起こって、自ずとなんかちょっと教科にも影響するかな、みたいな話です。だか

らこの辺を学校経営においては意識して行くと、学びのモードが繋がってくるかなと思い

ます。 

その上で、でも、昔から卒業論文書いている高校とかも、教科の授業を見たらものすごい

一方通行みたいなことが多い。もう探究は卒論でやってますからって。でも、それは全然、

出島になっていません。外国みたいです。出島ではさまざまなものが流通して外国の文明を

本体の方にもちょっと入れてこないといけないですよね。その時にポイントなのは教科観

まで学びほぐすことです。例えば理科とか数学とかにしてもそうですが、課題研究とかやっ

てますと「本当の学問的探究ってこういうことだよな」とかって思う。 

「それって教科の中でできないかな？」と考えてみること。あるいは、SGH とかもそう

ですが、社会問題の解決とかになると、これは社会科が結構関係するんじゃないか、ネタ発

見みたいな。さらに、そこでまとまって論述するってことをやりますよね。ここから「言葉

の力ってこういうことじゃないか」とかっていうふうに、教科の「観」を学びほぐす、 そ

こがとても大事だと思います。 

 

④ 教師の教科観、学習観をアンラーンする 

 

最近は、既存の枠の中での授業改善に陥っていないかって思うんです。私は、いろいろな

自治体、特に広島やら大阪やら、割と長いこと高校の授業改善などに関わったきたんですが、

その中で思うことです。今から十年ほど前だったら、授業改善は学びの変革への展望があり

ました。でも最近は授業を改善するに閉じている。なんかちょっと違いますよね。学びの変

革って、飛躍や挑戦があるんですよ。「今までと少し違う教科の学びを目指していこう」「こ

ういう教室の風景を目指していこう」ってちょっとした飛躍があった。授業をちょっと改善

するとか、ちょっと上手くなるというのと違うものがありました。でも最近は授業改善なん

だなっていう感じです。 

それは何かと言えば、教科の「観」が豊かにならないと、新しい教材や学び等の提案は多

分、出てこないんだと思うんです。これまでと少し違う教室での学びの風景とか、教科の本

質とかね。だからその辺は改めて、その教科の本質とか、あるいはその学習観を学びほぐす

ということが大事なのかなと思いますね。 
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⑤ コンピテンシー・ベースの整理 

 

この間の改革は、「資質・能力」ベースと言われたりして、それは世界的に展開してきた

コンピテンシー・ベースの改革の日本バージョンなんですが、それは、「○○力」を直接的

に目指すこととか、コンテンツフリーを意味するものではない点に注意が必要です。コンピ

テンシー・ベースでカリキュラムを改革するとは、社会で求められる実力につながるよう学

校で育てるべきもの学ぶべきものを問い直すということであって、それはむしろ、コンピテ

ンシー・ベースでカリキュラムを改革するとは、社会で求められる実力につながるよう学校

で育てるべきもの学ぶべきものを問い直すということであって、それはむしろ、成長目標ベ

ースだというふうに考えていただいた方がいいのだと思います。 

つまり、一人前を育てるとはどういうことか、ということです。18 歳の段階でどこに立

たせていたいのかなということを考える。これがコンピテンシー・ベースということです。

そのプラスとマイナスの両面をまとめたのがこのスライド 6 です。 

 

（スライド 6） 

 

 

資質・能力ベースにも関わって、近年、「非認知的能力」の育成が重要といったことをよ

く耳にするようになりましたが、日本の学校はもともと全人教育である点を再確認してお

く必要があります。スライド 7 を見てください。これは日本の学校のカリキュラムで育て

ているものの全体像をマッピングしたもので、表の下の方を見ると非認知や社会情動的ス

キルと言われてるものがかなり網羅されていることがわかるでしょう。 
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（スライド 7） 

 
（スライド 8） 

まさに教科課程ではなく、教

育課程であるという、日本の学

校のカリキュラムの全人教育的

側面、総合と特活のポテンシャ

ルを最大限に生かしていくこと

が大事だと思います。さきほど

言いましたが、目指す生徒像を

もろに受けとめて育ちの舞台を

準備する核となる領域について

は、従来は特活が割とそうなっ

ていたかもしれません。それに加えて総合です。各学校で○○力のような学校教育目標があ

るとして、総合でも教科でも○○力を直接的にねらおう、それで総合と教科をつなげようと

する発想もしばしば見かけますが、教科のほうは直接的にではなく指導上の留意点的に間

接的にねらったほうがよいでしょう。教科で、資質・能力や〇〇スキルみたいなものを直接

落とし込んではいけません。煩雑になるだけですからね。むしろ問いと答えの間が長くかか

るような活動をやってたら、自然とプロセスの中に、○○力という言葉でねらいたいような

ものがいろいろと入ってきます。そう考えていく方がいい。プロセスが豊かな学習活動が生

まれたところを、後付けで○○力の育ちに気づく発見するという話です。それぐらいの運用

の仕方がちょうどいいということをスライド 8は表しています。 
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３ 教科において探究を追求するとは？ 

最後に、教科において探究を追求するということについては総合、課題研究での学びの特

徴が探求のサイクルのような形で捉えられてしまうと、教科でも「サイクルを回せ」みたい

なことになるわけです。結果として回ったならいいですけど、教科は総合とは違いますから

ね、スパンも。自分で課題を立てているかどうかも違う。自分で課題を設定する経験等につ

いても、カリキュラム全体の中で、トータルに考えていけばいいという話ですね。それなの

に、教科において探究をって言った時に、サイクルを回すみたいなことになって、形式的な

話になってしまったら、「これは教科なんだか特活なんだかよくわからんね」っていう話に

なる。「さあ、今日からこの一単元どういうふうにやっていこうか、みんなで考えよう」み

たいな。部活で練習のメニューを決めるのだったらいいんですが、教科でそんなのしなくて

もいいと思いませんか？ たまにあってもいいかもしれませんが、学びの中身が空洞化し

ないように注意が必要です。 

 

（スライド 9） 

 

 

① 探究の学びの本丸：生徒主体で問いと答えの間が長くなる 

 

それで言うと、もともと探究的な学びを追求することの本丸は何かと言えば、生徒主体で

問いと答えの間が長くなるかどうかです。 

だから結局、探究的な学びを追求していくということは、生徒主体で問いと答えの間が長

くなるように学びをデザインすること。そのためには単元というようなスパンで考えてい

く必要があるし、その時に内容単元というよりも、むしろ主題単元として考える。つまり問
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いやテーマ、パフォーマンス課題みたいなものもありますが、それでなくても、例えば明治

時代っていう内容よりも、日本は果たして近代化したのか、あるいは日本における近代化と

は、みたいな大きな問いの単元を貫いて考える。あるいは『史記』の「鴻門の会」っていう

古典を読む時に、それを実際に演じてみる。そのために原典にも当たって、テキストに掲載

されている本文の前後も含めて読む。それでナレーション等を付ける。内面の声ですね。そ

れが空想でないことをちゃんと証明するために、前後のテキストの読み取りが非常に重要

になってくるわけです。そういう形で、大きめの単元を貫く主題や問いや課題といったもの

を設定しながら、内容単元から主題単元的に考えていくことが大切だろうということです

ね。 

どんな形であろうと、最終的に生徒主体で問いと答えの間が長くなると、先ほど述べたよ

うに、そこにはいろいろなプロセスが入ってきますから、〇〇力なんて言わなくても、そう

いう力が自然と育つわけです。改めて、1時間主義を超えて単元というスパンで考える。さ

らに言うと、その時に学びにおいて真正性とか有意味性という観点から教科の本質を捉え

直していく。 

たとえば、バスケでいえばドリブルとかシュートが練習で上手だからといって、試合でう

まくプレイできるとは限らない。当たり前です。 

そして、これまで 5 教科では、ひょっとしたら「ドリルやってもゲームせず」みたいなこ

とになってたのではないでしょうか。生徒が「これ何に活きるの？」とかね。実際、試合で

使いこなして初めて自分のものになっていく部分もあるわけです。だから本物の経験をし

てましたか、という話です。これが真正の学びということです。学校外とか将来の生活で遭

遇する本物の活動と書きましたが、これは実用だけではございません。だから、大人になっ

ての市民活動の中での本物もそうだけども、例えば大学で行うような研究活動の中で本物

の経験をさせていますか、ということです。 

 

②「教科する」とは？ 

 

改めて言うと、「教科する」って、教科の本質的な学びを動詞で考えるということです。

科学する、数学する、市民として判断する、その中で大人の本物の経験をさせていますか。

どうですか？ たとえば、文学研究科で修士に来ている学生で古典をめっちゃ研究してい

る子がいたんですよ。「楽しい！」と言ってました。私が「昔から好きやったん？」と聞く

と「違う」と言います。「高校までは古典が大嫌いやったけど、大学に入って学んでいるう

ちに『あ、こういうことなんだ、古典を学ぶってことは』と気づいて、めっちゃ好きになっ

た」と言っていました。こういう例は割とあるんですよ。 

これはどういうことか。その教科のおいしいところを子どもたちが本当に経験してるか

ってことです。歴史を学ぶということの意味、面白さとかを経験してるか。高校っていうの

はある種の完成教育としての側面も持ちますよね。そして、そこでその教科の学びが終わっ
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ちゃう子も多いわけですよ。その段階で「もう 2 度と数学やるもんか」「2 度と社会とか歴

史とかやるもんか」っていうふうにその教科の学びを終わらせてしまったらもったいない

でしょう。人生のまだ所詮、20年弱ですよ。その先に長いこと生きるんですよ。 

本当は人生の学びのピークは、もっと後に持ってこないといけないわけです。その時もう

1 回その教科に関連する学びに戻っていけるようにね。だから、やっぱりその教科の美味し

いところを、ちょっとでも味わって「美味しいな」と思って卒業してもらったらいいかなと

思います。その教科の本質的かつ美味しいところを経験する。それが真正の学びということ

であるし、それを教科に即してやっていくということが、「教科する」ということかなと思

います。だからちょっと話を戻すと、その教科の真正性とか有意味性を追求するとは、子ど

もたちにとって本物かどうか、意味あるかどうか、学び甲斐があるかどうかです。それぞれ

の教科の醍醐味っていうのは、そもそもどういうものなのでしょう。数学は単に計算するだ

けじゃなくて、やっぱり論証することが醍醐味でしょう。教科の面白さを子供たちが経験で

きるように、その教科の美味しいところを考えてみる。 

実験するという活動してて、そこで科学してますか。実験手順を正確にたどるというふう

な「作業する」だけになっていませんか。「科学する」とは「？：ハテナ」があるというこ

とです。 

実際は教科書も捨てたもんじゃなくて、展開の中でハテナを生み出すような工夫をして

るんですよ。今の教科書は確かに工夫しないと使いにくいというのはあります。でも一応う

まく使えば、ハテナを導き出すヒントも入っています。例えば、これは中学校ですが、理科

で木片とスチールを燃やします。木片を燃やすと軽くなりました。スチールを燃やすと重く

なりました。これは酸化です。こんな順番でただ実験するだけだったら、「作業する」です

よ。でも木片を燃やしたら軽くなった、「じゃあ、スチールを燃やしたらどうなるかな？」

って投げかけてみる。いきなり実験するんじゃなくて、問いかけてみて、かつ少し間をおい

てみる。ちょっとだけでいいんです。ほんの数分間ですよ。それでぽつりぽつりとつぶやき

やらが聴こえてきたらしめたもの。両論ができてきます。「軽くなる」「どっちかな？」と思

ったところで、「じゃあ確かめてみようか」と実験する。ちょっとしたことです。ほんの数

分です。そういう投げかけや、間の取り方を工夫して、そこで矛盾の構造かどうかっていう

のが、授業の腕の見せ所です。授業は「流す」じゃなくて「流れる」んです、自ずと生徒た

ちの学びや思考というのは流れ始める瞬間がある。だから、その感覚を掴めるかどうかが、

とても大事だと思います。 

教科で探究を追求するってどういうことかというテーマですが、改めて教科の本質を追

求することで、結果としてアクティブになる、というように捉えていくことが重要だと思い

ます。私からはここまでで終わらせていただきます。 
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セッション 1 基調講演 溝上先生・石井先生講演   

 

テーマ 

次の学習指導要領へ向けた課題として 

～教科と探究はどのように繋ぐべきなのか、そもそも繋ぐ必要はあるのか、 

アクティブ・ラーニングの再考も交えて考察する～ 

 

溝上慎一先生 講演 

 

 

学校法人桐蔭学園 理事長 桐蔭横浜大学 教授 

  

溝上  慎一 先生 

 

はじめに  

１ 資質・能力を育てる教育実践はどのように実現するか 

①資質・能力の３つの柱 

②汎用的な資質・能力を育てる 

 ③資質・能力は領域固有でしか育てられない 

④汎用性に持ち上げていく構造としての「習得・活用・探究」 

⑤パフォーマンス課題による真正な学び 

⑥学習成果の可視化 

⑦学校目標とアセスメント 

２ アクティブ・ラーニング再考 

①「個別最適な学び」「協働的な学び」との関係 

② 自由進度学習をどう捉えるか 

③「主体的・対話的で深い学び」をベースに考えるべき 
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次の学習指導要領へ向けた課題として 

～教科と探究はどのように繋ぐべきなのか、そもそも繋ぐ必要はあるのか 

アクティブ・ラーニングの再考も交えて考察する～ 
 

学校法人桐蔭学園 理事長 桐蔭横浜大学 教授 

溝上 慎一   

 

 

はじめに   

 

本日は 2つの課題について話します。 

課題１ 資質・能力を育てる教育実践をどのように実現するか 

課題２ 「主体的・対話的で深い学び」「個別最適な学び・協働的な学び」との関係は 

今どうなっているか？ 

 

私の話は、石井先生とすり合わせをしていません。この同じテーマに対して私が考えたこ

とを 30分でお話ししたいと思います。特に教科とつなぐあたりですね、多分そこが今回の

大きなポイントになる。これが 1つですね。 

それから、アクティブ・ラーニングの再考を交えて、再考っていうテーマがなぜ与えられ

たのかはよくわかりませんが、 より発展していくことはあっても、これがなくなるという

ことは多分ない。むしろ、今日のこれだけだと話が弱いと思い、私は課題の 2 を付け加えま

した。 

けれども、1 つ目の課題というのは、いただいたテーマの「教科と探究はどのように繋ぐ

べきなのか、そもそも繋ぐ必要はあるのか」に答えようと思って、 この課題 1に立てまし

た。資質・能力から見ていきたいと思います。  

2 つ目の課題です。アクティブ・ラーニングっていうのは、大学では今も使っているので

すが、高校以下の学習指導要領では、「主体的・対話的で深い学び」と置き換えられていま

す。置き換えた方が分かりやすかったのか、置き換えたことによっていろいろ難しさが増し

たのか、アクティブ・ラーニングのように、いろいろなものを一言にまとめ上げるのでは現

場は通らないのか。今回の指導要領の改訂の時には議論があって、どちらもあったと思いま

すが、ただ次の指導要領に向けては「個別最適な学び」が併走していますので、どちらかと

言ったらアクティブ・ラーニング再考どころか、もっともっと先鋭化していく。そこに対し

てアクティブ・ラーニングを結構、前線で主唱してきましたが、かなり危惧しています。少々

行き過ぎというところは抑えないといけないという考えを持っていまして、その辺りは今

日、皆様に問題提起したいと思います。ただ、この行き過ぎの部分は、実は高校に関しては

まだ議論がほとんどなされていなくて、この話は大方小学校あるいは義務教育です。私の立



                                      
2024/08/03 

 

 
23 

 

  

場から見えているところもあって、義務教育だけが変わって高校は変わらないなんてあり

得ない。義務教育で育った子供たちが高校を受けていきますので。 

「自立した学習者」とか聞いたことありますか？ いや、本当に自立した学習者なんて育

てられてしまったら、高校は要らないという話になります。いや、こんな笑い話が本当にあ

るんですよ。それでなくても、今、通信制とかいろんな形で通学の負担が少ない高校の割合

が増えていて、こういう教育が進めば進むほど、しんどくて耐えられない子供たちが増えて

いく、という大きな課題に直面しています。 だから、そういう意味では、教育課程とか学

習指導論のいわゆる本丸あたりの議論だけでは済まない。 

 

１ 資質・能力を育てる教育実践はどのように実現するか 

 

① 資質・能力の３つの柱 

 

まず 1 つ目は、今日のフォーラムタイトルにダイレクトに答えた内容です。確認しまし

ょう。 

 

（スライド 1） 

 

 

私の目から見たら、今回の学習指導要領を、資質・能力を前面に出して 3 つの柱にまとめ

たことは、かなり思い切った方向だったと思います。つまり、資質・能力の 3つの柱、これ

は教育基本法の学力の三要素に対応して、文科省は絶対ゆとり教育が失敗だったとは言わ
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ないわけですけれども、ゆとり教育を見直して、習得・活用・探究の流れに持っていき、広

い意味でコンピテンシーとか、あるいは PISA（学習到達度調査）に相当するような教育の

取り組みに修正していったわけです。私はかなりうまく修正していったと思います。ただ、

さまざまな見方がある。資質・能力の 3 つの柱は、いわゆる基礎的な教科のところで身につ

けていく「知識・技能」、それから「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性等」

で構成されていますよね。 

1 番目の「知識・技能」（教科）を資質・能力の 1 つの柱とするのは、かなり乱暴な無理

やり感があります。(スライド 1) 

しかしながら、ここを分けないで 3つの柱として教育課程全体をまとめ上げたところは、

ひとつの意地みたいなものがあります。つまり、旧来の教科をベースにした「知識・技能」、

基礎的な習得活動を、大きな資質・能力の流れに放り込んだわけです。基礎は大事ですが、

目指すのは資質・能力、あるいは社会に開かれた教育課程。こういうことが現行の指導要領

の大きなポイントだったと思います。  

 

② 汎用的な資質・能力を育てる 

 

ここから条件を加えていきたいと思います。まず 1 つ目に、汎用的な資質・能力がスライ

ド 2 の①～③の 3 つです。資質・能力の 3 つの柱は、私の理解では汎用性を伴っていると

思います。いろんな活動、いろんな領域で、この 3 つの力を総合的に育てていきたい。①の

「知識・技能」は、ちょっと微妙ですが、「思考力・判断力・表現力」がある特定の領域で

のみ育てばいいなんて誰も思っていない。さまざまなテーマ、課題で、凸凹があるにしても

汎用的に伸びていく。だからこそ、いろんな教科でやるわけです。 
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（スライド 2） 

 

 

けれども、ちょっと押さえておかないといけないポイントは、 汎用的な資質・能力は、

例えば OECD(経済協力開発機構)、社会人基礎力、日経連も含めていろんな形で示されて

きましたが、汎用性、汎用的な資質のある子というのは直接育てられない。だから、大学の

例がわかりやすいのですが、キャリアセンターがコミュニケーション力の育成講座を立て

て学生を集めます。で、セミナーをやる際には、学生たちには必ずお題を与えます。「いじ

め」とか「貧困」、「エネルギー問題」等、なんでもいいんです。そうして、そのテーマにつ

いて議論する中で、コミュニケーション力はもちろん育てるのだけれど、やはり人っていう

のは、領域固有性っていう能力や思考の特徴を持っているので、 その知識があれば議論で

きるけれども、知識がなかったら議論できない。だから、いじめについてすごく考えていた

ら、たくさん話ができるけれども、エネルギーについて何も知識がない中でコミュニケーシ

ョン力を育てることはできない。つまり、このように汎用的な資質・能力を育てようとセミ

ナーを立てても、必ずそこでの課題はローカルに落ちる。領域固有でやらざるを得ない。 

 

③ 資質・能力は領域固有でしか育てられない 

 

さて、 教育心理学的には、いろいろな領域固有で育てられた資質・能力を転移させて

いくという言い方をします。学習転移と言いますが、ああいう話はずっとあって、確かに

転移はありますが、実証的に突き止めるのはなかなか難しくて、ほとんど失敗していると

言っても言い過ぎではないほど、うまくいきません。 
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 それは、どこに転移するかが分からないからです。人が情報処理する中で、いろいろな

ものが繋がっていてネットワーク化している中で、こう繋がりやすいとか、繋がっている

ことがあるのは分かるけれども、どこに繋がるかは操作できないわけです。 私たちが教

育実践的に言えることは、まず 1つは、汎用的な資質・能力を育てることが目標だとして

も、必ず教科とか、いろんな活動、特別活動も含めて、ローカルに落としていくしかな

い。そして、転移を操作できないのであれば、どこの領域を一生懸命勉強したからといっ

た話はできない。そういうことであれば、いろんな領域で満遍なく、バランスよく、やら

せていくことに話は尽きる。これを最初に確認したいと思います。 

ですから、汎用的な資質・能力を育てたいというところで、アクティブ・ラーニングと

か探究とかさまざまにやっていくんですけど、私はこのスライド 2の図の真ん中に線を引

いています。これは水準を意味しています。個別、抽象、一般的と、このように私は水準

を設けるんですけれども、皆さんの教科活動や、あるいは観点別評価で評定しているとこ

ろは、かなり個別的水準の中で個別と抽象を行ったり来たりしている。ちょっと抽象を上

げていくところがあっても、やはりかなりローカルなところでやっている。 

 そこからどう構造的転移や体系化に向かうかはわからないけれども、理論的にあるいは

形式的に求めているものは一般的水準であって、この図の点線より上の部分は なかなか

操作できない。後でも言いますが、私たちができるのは、とにかくスライド 2の下方のロ

ーカル水準ですね。 

 

④ 汎用性に持ち上げていく構造としての「習得・活用・探究」 

 

次に、こういう話の中で文科省の施策がどうこれに取り組んでいるかです。文科省は、特

段こういう対応で説明はしていませんが、私は、文科省はさまざまな視座でこれまでの施策

を見直して、 しっかり対応を取っているなと思うところが 2 つあります。1 つは、石井先

生の言う意味とは違いますけど、「習得・活用・探究」です。 
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（スライド 3） 

 

いわゆる「習得」が基礎的な事実や概念理解をベースとするとすれば、そこから普通の教

科の中でパフォーマンス課題等も含めて活用へと広げていって、いろいろな知識や領域を、

教科をベースとしながらも繋げていく、広げていく、こういうところを狙っていくのだと思

います。そして徹底的に広げていくところとして、探究がある。探究のテーマを学校で与え

たりするところがあって、ここら辺が 1 つ議論のポイントになるかもしれませんが、基本

的には子どもが課題を設定したり、それに基づいて情報を収集したりと、子どもをベースに

して、世界やさまざまな人々の暮らし、地球規模の問題を探究させる。いろいろなところに

学習の領域を広げていくという形で取り組んでいる。これがローカルをベースにしながら

も、汎用的に持ち上げていく 1 つの構造としての「習得・活用・探究」だと思います。 

 

⑤ パフォーマンス課題による真正な学び 

 

そして、2 つ目はパフォーマンス課題です。スライド 4は石井先生、西岡先生らがよく出

されている図で、私もよくこういうところで使っております。 

この図の上段の 1番下の層に「事実的知識」「個別的スキル」とありますが、これはもう

どちらかと言ったら答えがある、非常にワン・オン・ワンで「こうだ」と覚えていくような

ものです。そこから一応形式的には「転移可能な概念」「複雑なプロセス」というプロセス

を経て、最終的には原理一般化まで上げていくところで、パフォーマンス課題ですね。 
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特に図の中の②のような課題は、個別的スキルで比較的答えがあるものですが、自分の文

章、自分の言葉で書いていく。例えば、「アメリカの工業の特色はどのようなものでしょう

か。地図帳の統計資料、工業製品の種類で種類や輸出量を調べてまとめてみましょう」とい

う、比較的教科書の範囲ですが、いろいろなところの情報を集めて、自分なりの理解、論理

的な推論をつくり出していく。 

アクティブ・ラーニングも基本的なところでは、こういうことを重ねていくのだと思います。 

 

（スライド 4） 

 

 

③の課題、「あなたは、ある自動車会社の海外事業展開部のチームの一員です。あなたの

会社では、電気自動車（EV あるいは PHEV）の生産、販売において、海外進出を計画して

います。この度、あなたはどこの国に事業展開していくかを提案することになりました。産

業の特徴、生産力や消費力、住みやすさ（自然、環境、政治・経済、文化の状況、人口）、

日本との結びつきなどの視点から会社の利益はもちろんのこと、進出する相手国の持続的

な発展、その国に進出するメリットとデメリットもふまえて提案書を作成しなさい」とあり

ます。いいですよね。比較的この教科書、単元のベースにありながら、かなりいろいろなと

ころに広げて調べ学習もさせ、基礎的な知識の確認を行いながら、世界に広げて、必要とさ

れるところを調べて、まとめて、提案して、質問を受けながら自分の考えの是非を他者に見

られた中で問うていく。このように、だんだんパフォーマンス課題の抽象度が上がっていき

ます。 
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④の課題、「地域の人々がより幸せに暮らせるための企画を考えます。地域の特色や課題

についてフィールドワークで調査したうえで、グループで企画を考え、提案してください」。

「地域の人々の幸せ」ですから、逆に言えばなんでもいいかもしれない。けれども、自分が

これから生きていく社会生活、そして課題をいろいろと踏まえながら、教科書の単元を基礎

にしつつ広げていく。パフォーマンス課題と呼ばれていますが、これが私の理解するところ

の石井先生の「真正な学び」ですが、ここまで広げれば、かなり教科を横断していきますし、

もっと言えば、もう教科に収まらないですね。 

 

そして、こういうことが、今、例えば GIGAスクールでの端末配布とかも含めて、よりダ

イナミックにできるようになっている。こういう形で色々と教科からスタートするけれど

も、教科の範囲、領域をどんどん、この図（スライド 5）で言えば縦に広げて、 縦に進み

ながら拡張していくという流れがあります。だから、真正の学びの私のイメージは、教科の

ボトムのところにポジショニングをして、そこから上にあげているイメージです。上に向け

ていったからといって汎用的になるかは分からない。これについては、この後で補足します

が、でも上に向かっていくしかないのです。実践とはそういうものなのだから。これが 2つ

目の話です。 

 

（スライド 5）  
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⑥ 学習成果の可視化 

 

で、問題はスライド 5 に赤で書いていますが、実際のリアリティのある社会とか人々の

暮らしとか、あるいは差別的な課題とか、そういうところに上げたからといって、そこで本

当に資質・能力、汎用性が育っているかどうかはわからない。そっちに向かって育てたいと

いうだけで、本当に育っているかわからない。これは高等教育の中で、実は課題になっても

う 10 年過ごしているわけです。皆さんもお気づきかもしれませんが、大学教育の中ではこ

れは「学習成果の可視化」と呼ばれているもので、DP（ディプロマポリシー）ですね。DP、

CP、APと 3 つの方針と呼ばれている中の、DPは学位授与の方針とか単位認定の方針です

から、124単位であったり、あるいは大学を卒業するために、こういうことができていれば

認める、その方針が DP です。そして、そのために 4 年間とか 6 年間のカリキュラムがあ

るわけですが、その 1 つひとつのカリキュラムの成績とか評価は個別的水準でやられてい

るわけです。 それを総体として、本当に大学が資質・能力として期待するところの、例え

ば問題解決能力、いろいろな人と議論する力、異文化に対応していく力等が身についている

かを、最後にアウトカムズをして出口評価をしましょうというのが学習成果の可視化です。

こういう課題が、これから多分、高校以下にも下りていくのだと思います。 そういう意味

で、いただいている課題はほぼここら辺で解決でしょうと。 

 

⑦ 学校目標とアセスメント 

 

それで、私の方でちょっと付け加えていきます。石井先生がおっしゃる「カリキュラム・

マネジメントいう言葉は分かりにくい」というのはちょっと置いといて、やはりカリキュラ

ム・マネジメントのポイントは学校教育目標だということです（スライド 6）。マネジメン

トするためには目標が要ります。これはもう教育の基本です。目標が先立ちすぎて活動が縛

られるとか、そういう批判はさておき、それでも今、私たちが確認しないといけないのは、

教科の目標や学習指導要領の流れももちろんあるけれど、学校としてあるいは福井県とし

て、大きく「どんな子どもたちを育てていきたいのか」ということです。いろんな活動を通

して、4 つか 5 つに分けて表現された学校教育目標があると思います。それが汎用的な資

質・能力なのですが、そこにちゃんと到達しているかというアセスメントが別途必要だとい

うことです。 

いくら「真正の学び」で目標に向かっていると言っても、本当に最後に向かったかどうか

は分からない。そういう意味で、そこをダイレクトにアセスメントするというのは、多分、

高校以下では私の知る限りではなされてないと思います。けれども、今後こういう流れで進

んでいくのだとしたら、多分ここから先で課題になってくると思います。大学の方では、も

うこれが 10年ほど課題として取り組まれています。 
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（スライド 6）  

 

 

私はいくつかの高校で指導していて本がもうすぐ出ますので、その取り組みを 1 つだけ

紹介します。スクールポリシーの話です。皆さん、スクールミッション、スクールポリシー

が「令和の答申」に出てきたのはご存じだと思いますが、アセスメントの話がまだしっかり

出てきていないので、アセスメントをダイレクトにしていくことが必要です。今日は頭出し

だけで、あまり詳しい話はしませんが、ここでは品川女子学院で指導していたいわゆる長期

的ルーブリックについて紹介しています（スライド 7）。 

この学校は中等教育学校だと思ってもらっていいと思います。6 年間、中学校から高校ま

であります。品川女子学院では、特に育成を目指す資質・能力に落とし込んで、「問題発見

力」「共感力」「発信力」「内省力」の 4 つを掲げて、6 年間のカリキュラムをつくっていま

す。そして年度初めに、学校の取り組みはこうで目標はこれだということをきちんと示し、

生徒たちもそれを理解していきます。子どもたちは入学してから 6 年間、毎年毎年この目

標やルーブリックでの自己評定について説明させられます。それにより、学校が何を目指し

ているのかということを何回も何回も確認する。  
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（スライド 7）  

 

 

そして、まだここまではできていませんが、カリキュラム・マネジメントということを前

に出せば、 その目標に基づいて各教科のいろんな単元とか教科の活動がこの目標とどこで

繋がって取り組んでいるかということも研修課題になっています。例えば西岡先生の逆向

き設計との関連で言えば、 いろいろな授業の始めのところで、「この単元でやる活動にはこ

ういう目標があるんですよ」と示していきながら子どもたちを育てるということも本には

出てきます。細かい話はあまりできませんが、ポイントは、ここで言えば、問題発見力とは

何なのか、共感力とは何なのか、発信力、内省力とは、どういう状態であれば学校として「で

きているな」とアセスメントするかです。私はルーブリックによる自己評定レベルでいいと

思います。むしろそれぐらいでやめておいた方がいい。もっと標準テストとかあれこれつく

っていく人もいっぱいいますが、続きません。続かないのでこれぐらいでいいと思います。

自己評定を批判する人もいますが、これだけ生徒にね、学校教育目標を説明して共有し、自

己評定させていくと、自己評定力や評価力も高まっていきます。そういう自己評価力っても

のすごく大事で、単にアンケートのように、「なにか身についた」というような意味での主

観的な自己評価ではなくて、しっかりと何を目指しているかが理解された上で、自分がどの

あたりにいるかという評定を自分でしていく。それを繰り返しやりながらチューニングし

ていくということは、評価論ではものすごく大事なこととして考えられています。私はここ

を、非常に大きな次のステージの課題だと思っています。 
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２ アクティブ・ラーニング再考 

 

① 「個別最適な学び」「協働的な学び」との関係 

 

ただいたお題から横に行きます。アクティブ・ラーニングの先鋭化とは個別最適な学びで

すが、そこの話はまだあまり世の中に出ていませんので、話せる範囲でお話しします。 

 「個別最適な学び」「協働的な学び」の一体的な充実ということが、各県の教育センター、

教育委員会の研修テーマとして前面に出ています。 私はこれ自体は結構、面白いと思って

見ているんですが、学習指導要領で立てた「主体的・対話的で深い学び」がどこに行ったん

だと思うことがよくあります。中央で誰かが操作しているのではないかと思うのですが、も

うみんななんか「個別最適」と「協働的な」になってしまう。でも、これは実は難しいんで

すよ。学習指導要領が施行されたその年にコロナが始まって、GIGA スクールが始まって、

予算をいろいろ取らないといけなくなった。補正予算で最終的には 4,600 億円でしたが、 

元々の計画では最初の年は 2,300億円ぐらいで、4年間かけてやるというものだった。それ

を 1年で終わらせるために、補正予算が出ました。そういうものと併行して、「令和の答申」

が出されました。 

「令和の答申」を出す時も、もうとにかく場当たり的かもしれないけれども、いろいろ仕

方がない事情がたくさんあった。私もそこにはある程度絡んだので見てきましたが、「令和

の答申」を読み直したら、私たちが捉えているほど、そんなにおかしなことを言っているわ

けでもない。学習指導要領も出たばかりですし、個別最適や ICT と絡めて、いろいろ個別

学習を進めていくのも大事などと書かれてあって、それはその通りなんです。ところが、今

年から次の学習指導要領改訂の審議が始まります。私もそこに委員として入っていますが、

「元々の指導要領はどこに行ったんだ」っていうのは、内部でもみんなわからなくなってい

るんです。そして、「『令和の答申』は上書きだったのか」など、 そういうことも実は結構

グレーです。私は、そしてこういうことをきちんと考えている人の多くは、やはり指導要領

がベースであり「令和の答申」はあくまでもそれの補足というか追加だと考えている。とこ

ろが「令和の答申」こそが、これからの学習指導要領級の内容であって、これを次につなげ

たいと思う人もいる。で、私は、どっちに転ぶのかわかんないので、「どっちに転んでも現

場を見失うなよ」という指導をしているのですが、私個人は指導要領がベースだと思ってい

ます。先ほどの石井さんの言葉を借りれば、これまで日本は全体で、家族的に全人教育をし

てきたわけです。個別も大事だけど、まずは全体で「主体的・対話的で深い学び」にしてい

こうと。一斉講義の中での発問ベースなんていう世界的に日本が誇れる授業法というのも

あります。それをベースにしながら個別学習、ICT を入れていくのは大賛成です。けれど

も、順番を間違えてはいけない。 

義務教育、特に小学校でスライド 8 のような取り組みがなされているというのは、私の

見る限りで一言にまとめると、たぶん多様な学びのスタイルの実現です。 
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（スライド 8）  

 

 

こういう画一的な授業で、いくら「主体的・対話的で深い学び」でグループワークとかが

あっても、結局はやはり全体主義ですよね。 そうすると、そういうやり方についていけな

い子どもがいる。不登校も出てくる。こういう話から、いろいろな子どもたちの学び方があ

るということを、もっともっと尊重しようと。 誰 1人取り残さないという no one left behind

の政策も入れてくる。ここまではいいですよ。 

で、それを子どもの授業に入れていきましょうと。学習者中心という流れがありますから、

こういう言葉自体は全然、間違ってないんだけれども、具体的に何が提案されていくのかっ

て言ったら、ここら辺が私としてはもうびっくりです。  

 

② 自由進度学習をどう捉えるか 

 

1 つは、単元内自由進度学習と言われていますが、その単元の一部を、例えば 7限あると

すると、そのうちの 2 限か 3限分ぐらいを、子どもたちが、自分たちで「どこからやってい

くか」「どのように、誰と組んでやるか」など、 とにかくいろいろなものを自分たちで考え

て取り組んでいく。確かに、こういうのも面白いと思いますよ。そして、皆さんもびっくり

だと思いますが、単元を丸々、先生が教えない。先生が教えない授業が最高なんだ。こうい

う言葉をばっと出されたりもしますね。私は、いろいろ教材開発とかワークブックとかをつ

くりまくって、やりたい人がやるのはいいと思います。そういうのをやってもいいと思いま

す。でも、これが指導要領に入っていくとは思いません。しかし授業の中に入ってくるので
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はないかっていう流れがあるんです。いや、先生が教えないなんてあり得ないのだけれども。

で、こういうのを進めている中でも、ちゃんと先生が教えるところはあるのだけれども、や

はり言葉とかテーマの前での立ち方っていうのは怖いですね。 

それから、「年間授業時数の取り扱いの弾力化」は、昨年、新聞でも報道されました。こ

れは目黒区の小学校の取り組みが有名です。東京都もですが。45 分の授業時間を全部 40 分

にするんです。そうすると年間で 100 時間ぐらいができます。それをわかりやすいイメー

ジで言ったら、水曜日の午後などに振り分ける。やり方はいろいろあるのですが、例えば自

分が 1 週間授業を受けて、「もっとここがやりたい」とか、「ここが分かんないから分かるよ

うにしたい」とか、できる子どもはもっと発展課題に取り組むとか、まさに個別学習のいい

事例ですね。でも、本当に 45 分でも時間が足りないと思っている全国の小学校の先生たち

が、40 分にできるのか。目黒区の子どもとは違いますので。それはもっと議論されると思

います。でも一応こういう大きな方法が提案されています。（スライド 8） 

文科省の公式見解というのは、先ほど言ったように、無いと思います。文科省の中でさえ

はっきりとは整理されてはいないのではないか、多分、今年の指導要領改訂の議論が進む中

で整理していかなければという状態が多分、現実だと思います。荒瀬先生は中教審会長です

が、こういう言い方をしています。「『令和の日本型学校教育』で示された通り、子ども達の

学びが『個別最適な』 と『協働的な学び』によって『主体的・対話的で深い学び』を実現

するのならば教師の学びもそうあるべきだ」と。この話では、「個別最適な学び」と「協働

的な学び」によって「主体的・対話的な深い学び」がといっています。これは大変なことで

す。個別学習をベースにして全体をつくるなんて、そんなことをやったら個別に取り組まな

い人たちが続出なので。 

自由進度学習に取り組まれている先進校の事例は、私は見ていてものすごく面白い。子ど

もたちが、本当に自分たちで、いろいろとプランを立てるんです。教科の活動だけど、自分

たちで探究的に課題を設定して、何をやったらいいか情報を集めて、場合によっては、いろ

んな友達に聞きに行ったりして。このことを指して「協働的な学び」と言うのかとびっくり

しましたが。 
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（スライド 9） 

 

 

③「主体的・対話的で深い学び」をベースに考えるべき 

 

でも、「個別最適」と「協働的」で全体が学ばれているという、このロジックは大問題だ

と思います。これから議論していかないといけないと思っています。 

私は今、鳥取大学の附属小学校を指導しています。ここは昨年、石井先生も指導されまし

た。「もう 1回行こうか」と石井さんと言っているのですが、今年は私が集中的に指導して

います。そこが「自由進度学習をやりたい」と言うから、「いいんじゃないですか」と答え

ました。だけど、「主体的・対話的で深い学び」をしっかりと示して、これを乗せるという

形でやらないと後で大変なことになるので、もう 1回基本に戻れという指導をしています。

簡単な話ですね。 

これ面白いですよ。めちゃくちゃ面白い。スライド 10 は、いろいろな学年の授業をまと

めているのですが、「どこでやってもいいよ」っていう話が出るんです。私は教室の後ろで

写真を撮ろうと思って、カメラやノートを持っていたんですが、子どもたちみんなが机をわ

らわらと動かして、廊下にいって自分たちでグループを組んでもいいし、1 人でポツンと座

ってやっている子もいる。それだったら廊下に出る必要あるのかという気もするのですが。

で、教室の中に残った子でも、1 人でやっている子もいますが、ICT ベースで一生懸命ノー

トをつくって、自分で教科書読んで、まとめをいっぱいつくっています。最後のゴールはあ

るんだけれども、どっちでもいいですよ。要は、ゴールのアセスメントをやって、プロセス

評価はもちろんしていくんだけれども、いずれにしても、こういうことが自由進度学習の結
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構わかりやすいイメージです。この子たちを許すんだったら、これが 1番、気持ちがいいん

ですよ。  

 

（スライド 10） 

 

 

うん、いいじゃないですか。でも、これをいいと言うんだったら、ちゃんと全体学習をや

らないと、仕事社会に出てこんなのをやれませんから。やれる人もいるけれども、これでし

んどくなる人も絶対たくさん出てきます。だから、基本的なグループワークや「主体的・対

話的で深い学びを」ベースにしながら、個別的学びに入らないとダメじゃないかっていうの

は、私の意見として示しておきます。何故かという理屈があるのですが時間が過ぎてしまっ

たので、後で議論になればお話ししたいと思います。 

単元内自由進度学習で、2～3 限ぐらい与えて、ここまで自由にやるのですが、そんな話

だったら自由進度学習なんて言わなくて、「パフォーマンス課題やってます。でも、好きな

ところでやっていいよ」ぐらいに言ったらいいじゃないですか、これまでの延長上で。私は

できるだけ新しい言葉は使いません。新しい言葉で現場が振り回されていくのが見ていら

れないと思っていて、それは最小限にしたいと思っています。 

自由進度学習や個別最適は石井先生の専門に非常に近いところなので、この後、補足して

いただきたいと思います。私の話は高校についてはありません。高校の話をどうするかは皆

さんと一緒に考えるということです。ただ、指導要領が出てきた時には皆さんに影響を及ぼ

しますので、今の時点ではこういうのが裏で走っているぞというのを、軽く頭に留めておか

れたら今日は十分だと思います。ありがとうございました。  
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セッション１ 対談・質疑応答 

 

溝上 ここから対談の時間となります。5 分差し上げますので、今日のテーマや先ほどの講

演等について何でもいいですから議論していただいて、その後、質問を 2 つ 3 つ受けて、

私から石井先生に振っていきます。では、自由に議論してみてください。お願いします。 

＜5分間 フロアで議論＞ 

 

溝上 はい、皆さんありがとうございます。では私たちの対談の前に皆様から質問を 2つ 3

つ受けたいと思います。 

 

１ 先生と生徒の「共同注視関係」 

 

質問者１ 茨城県の県立高校から参りました。石井先生に質問させていただきたいのですが、探

究のところで、「迫力のある探究」は「私」が主語になって語られるという話だったと思います。

石井先生が今まで足を使って、いろんな学校を見られてきた中で、「私」を主語として探究を進

めていく際に、最終的には生徒が自走できているからこそ、そういう姿が出てくると思いますが、

なかなか自走にこぎつけられない場合に、教員の支援がどのように学びを支えるか。 

私は意図的に「指導」じゃなくて「支援」って言葉を使っているのですが、うまく自走できな

い、「私が」っていうところに最後にこぎつけるために教員としてどういった支援をされている

のか。石井先生が見てきた中で、共通点や最大公約数などの特徴について、お話しいただければ

と思います。よろしくお願いいたします。 

 

溝上 ちなみに、今、先生のおっしゃった探究は、スタートが生徒が自分で課題をつくって

いくタイプなのか、学校として大きくテーマを与えて「この中で考えましょう」っていうタ

イプなのか、どっちですか。 

 

質問者１ 自分の想定している探究は前者です。 

 

石井 基本的にテーマは自分で決めていいよっていうことですね。興味があることや好きな

こととかを挙げていきながら、掘り下げられそうなことを探っていくというのもあるでし

ょうが、掘り下げるってどういうことなのかがイメージ付かないとか、そもそも何の引っ掛

かりや疑問もないという生徒も多いと思います。当たり前のことに引っ掛かりを感じたり、

疑問を投げかけたりできるようになることが大事で、たとえば、地域を課題にする時だった

ら、町歩きから始めるのとかは有効でしょう。当たり前のところを歩いてみると、特に一人
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でなくてみんなで歩いたら何か気づきがあったりする。これは小学校の先生がちょいちょ

いやる社会科や総合の指導の際の鉄板みたいなものです。 

実際、今、ダイワハウスさんと、社会教育活動をやっているのですが、そこでも街歩きの

重要性は言われます。ダイワハウスさんも一緒のこと考えてるな、やっぱりプロはちゃんと

現実を見てると。足元を見て、そこで気づきが生まれる。「私」が主語になることが大事だ

からといって、自分の内側を見つめるだけではむしろやりたいことは見えてこなくて、外界

を見たとき接したときに感じたことを大事にしていくのが大事だと思います。 

 

 

 

学びを「支える時」は、基本、共同注視関係とよく言いますが、三角形の関係を意識すると

いうこと。学ぶこととか授業も全部そうなのですが、同じものをともに見る。親子で読み聞

かせをしている関係性をイメージするとよいでしょう。だから、伴走者っていうのは子ども

を見てる人とは違う。子どもと一緒に同じものを見てる人です。子どもが何かを探ってる、

「何を見てるかな？」みたいな、それを見ながら、子どもが出してきたものについて、「こ

こはどうなっているの？自分はここが面白いと思うけどな」みたいな形で、同じものを一緒

に見ながら考えていく。それが、共同注視の三角形の関係ですね。 

例えば授業とか探究の最初の方であれば、左上の図です。「これ面白そうだよ」っていう

感じで誘う関係。立ち位置としては教室の正面に近いかもしれませんね。でも、だんだん「こ

れ面白そうでしょ」って子どもたちが没入してくると、先生は教室の隅っこに行く。それが、

共同責任。「なるほど、そう思うか」「もっと聞かせて」みたいになる。さらに探究だったら、

うまく自走している段階は、この左下の図ですね。 

普通、教科で一番いいのは、教師と生徒が競る関係です。たとえば、数学の問題とかであ
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ったらね、論証とかそういったものを黒板に書いて説明してね、子どもたちみんなうんう

んとうなづいて「分かりやすい」となる。そこで先生が「ほんまに、分かってる？」「こ

こはどういうこと？」と指さす。こう揺さぶる。「飛躍ない？」みたいな。そう先生に言

われてみたら、子どもたちも「ううっ」となるみたいな。それで、教師と生徒が競る関

係。「よくやったね、でもまだまだ甘いね」と。そしたら、「お、すげえ。やっぱりプロ

や」と思うわけです。でもね、例えば、町の商店街をどうするかというような問題だとど

うか。また、生徒が自分のこだわりがあるっていう場合もある。そしたら、先生よりも子

どもの方が前にいるかもしれないわけです。その時のポイントは、子どもと一緒に同じも

のを見ながら、「何が面白いか聞かせて、いろいろ教えて」「でも、これも面白いんじゃな

い」という感じで、とにかく生徒のやっていることを面白がって、一緒に同じものを見な

がら考えたり素朴な疑問をなげかけたりする。 

それから、もう 1 つ。自立した人って、一人ぼっちとは違いますから、誰かと一緒にそ

の世界を見てるんですよ。例えば将棋やったら将棋で、「あの先輩みたいになりたいな」み

たいに必ず見えない伴走者がいます。そこと繋げていくと、どんどん学び続ける。1人ぼっ

ちじゃ学びません。だから、自走するっていうことは見えない伴走者が「かっこいいな」み

たいな人と巡り会っていくこと。そういう人たちを見つけたら、対象自体の手応えもあって、

世界の方から課題を次から次へと投げかけてくるから、そこまで行けば言うことはない。 

最初は横並びで、「何か面白いもの、なんか興味あるもの持っておいで」「そうか、これ教

えてよ」「これどういうことなん？」とかいうように、一緒に同じものを見ていく。そした

ら、何か見えてくるかもしれない。だから、伴走とは三角形、同じものをともに見るという

形で考えていくといいかなと思います。 

 

２ 探究指導の学習塾設立目指す産業能率大学学生の質問 

 

溝上 ありがとうございます。もう 1つ質問をいただきます。はい、どうぞ。 

 

質問者 2 こんにちは。産業能率大学の 3 年生です。僕は先生ではないのですが、 近々自分で

探究学習をメインにした学習塾を設立したいと思って、大学の先生にもいろいろと協力いただ

いて、この場に来させていただいております。 

 溝上先生に質問です。社会へ向けて資質を伸ばすという項目の中で、汎用的な資質は、特に知

識がないと議論はできないということをお話しされていたと思います。そのお話しに共感する

一方で、学びたいと思える人は別なのかなと思っておりまして。 

自分の体験談をもとにお伝えをすると、1 か月前くらいから教育に関しての知識を入れ始めま

した。独学で始めて、ChatGPT で検索をかけたり、google で見たり、先生に聞いたりという

ことをしながら、教育に関する概念やアクティブ・ラーニングに関して、かなり知ることができ
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ました。今は、習得した知識をビジネスとくっつけるという形で学びを深めているので、こうい

うことは知識がゼロの状態からでもできるのではないかと思っています。 

それを踏まえた上で、自分でやりたいと思ったことを、ゼロからでもできると確信を持って、い

ろんな場に学びを深めに行く子どもを育てるには、どのような教育をするべきなのかと。またそ

ういった子どもを育てていくことが、今の日本の課題なのかなということを改めてお伺いした

いと思ったので質問させていただきました。 

 

溝上 ありがとうございます。皆さん、拍手を。あのね、私は、あなたの言ったことには 違

和感がなくて、むしろ、今は学校全体の中でもそういうことをどこかの視点として持ちなが

ら進めていると思います。知識がなかったら議論ができないからと言って、じゃあ例えば

「知識をしっかり身につけてから探究をやりましょう」という先生や学校ってあるんです

よ。かつてはもっとあった。そんなことを言っていたら、「いつになったら探究をやるんで

すか」って、そういうことになりますよね。そんな習得のところをまずしっかり身につけて

なんて、そんなもん上位校でもなかなかありませんから永遠にできない。だから習得はこれ

まで通り基礎的な知識・技能をベースに、いわゆる教科の授業をやりますけれども、他方で

探究の授業をやりますよね、ちょっと活用に飛ばしますが、活用をやっていくと、やっぱり

知識がないとできないよねってなってくるポイントが出てくると思います。あなたの例で

言えば、教育の知識がなくて、今ここで、この話がこれだけできて、私は今の時点では素晴

らしいと思いますよ。だけど、この感じでいろいろ学校で指導をされたら困りますよ。それ

には、もっと勉強してもらわないといけない。それで、文科省とか世の中的には、探究をや

ったら習得の意義とかも分かってくるようになる。だから、メタ認知が変わってきて、やは

りもう少しきちっと評価もやっていこうというように、こういう感じで回っていくものな

んです。だから、どこから入ってやっていくかっていうのもありますし。 

まとめると、あなたが言っていることは、私はいいと思います。別に知識がなくてもどん

どんやろうぜと、やる中で必要なところに戻っていくのでも良い。 

まだまだ人生は長いので頑張ってください。みんな勉強していますので。 

もう 1 つ質問を受けますけどいかがですか。 

 

３ 発達段階における ICTの活用をどう見るか 

 

質問者 3 千葉県にある高校の教員をしています。数学科です。個別最適な学びのところで、現

場の教員と喋っていると、「最適」っていう言葉が、ICT や AI を想起させるようで、そうする

と、なんでもかんでも ICT を使う方向に行ってしまうんじゃないかなと自分自身が思っていま

す。 

今の学校が中高一貫校なので、中学 1 年生を含む義務教育のところで教えているのですが、

そうするとまだ早い発達段階のところで、 なんでもかんでも ICT を使う、例えば手書きがどん
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どん減っていって、卒論も、「大学生はみんなもうワードで出してますから」などと言って、中

1 でも、「では調べ学習は全部パソコンにしましょう」ということになっています。本当に、そ

れで発達段階の子どもの成長に繋がるのかっていうところが、非常に不安というか、もやもやし

ています。この点について自分はあんまり専門ではないので、心理学の観点で、お聞かせいただ

けたらと思います。 

 

溝上 ありがとうございます。私がど真ん中で懸念しているところですね。もうこれだけ

ICT導入が進行している。やはり技術革新なんでしょうね。体系だった教科書とか観点から

出てくる教育活動じゃなくて、例えば「ICTの利活用が必要ですよね」と。で、「子どもた

ちも端末に慣れていかなきゃいけませんよね」と。それで教科書がデジタルになります。そ

れがどういう影響を及ぼすかなんて、検証している時間はないです。それで、さまざまなこ

れまでの知見を合わせて考えるところは、みんな有識者が出します。 

けれども、ICTには非常に大きな金が絡む。これは大変なインセンティブで、国も金が得

られるから本当に悪いんですよ。そういうところが前に立って、私が思う最悪のシナリオと

しては、キーワードとして「これから個別最適は ICT で行こうぜ」みたいになる。 

そういうのが出てきた時に、皆さん、じゃあどうしますか。これは現状の課題としてある

と思います。それで、私は大きな視座として、こういう指導をしている文部科学省の学習指

導要領は、対応をちゃんと立てていて、現場の取り組みに文句を言えないっていう問題もあ

るんですね。だから、無視はできない。法的規制も結構ありますからね。だけど、「自分た

ちの学校ではこれを受けてこうやってます」「この割合でやってます」「他との関連は、こう

やってます」と説明ができたら誰も文句を言えない。しかも私学でしょ。教育委員会が上か

ら押し付けることはできない。だから、ちゃんと踏まえて対応してやったらいいと思います。 

 

発達の問題が抜けているというのは、これよく私たちの中でも言われている話です。例え

ば ICT が大事だって言いますし、大人の世界ではもう手書きなんて無くなっていると言い

ますが、私はこう理解しているんですよ。子どもの発達っていうのは、やはりアナログでい

ろいろと感覚的にやって、手で書いて、ぐちゃぐちゃやっていってというところを、最後に

デジタルに置き直して効率化を図っていくっていうのはあると思います。けれども大人も

そうだからと言って最初からデジタルで、というのは違う。発達というのは、できなかった

ことができるようになっていく過程です。特に小学校や中学校とかは。私は、政府の取り組

みについて、そんなに間違ったことは言っていないと思います。だけど、多くの人は全体で

受け取ってしまうから。例えばうちの桐蔭学園では、小学校では ICT は 3 割に抑えようと

言っています。手書きは絶対やめるなよって。 

だけど、これは私の考えていることで、それを全国でそうしましょうとはとても言えませ

んし、こういう話が出てきた時に、各学校、各県がどう取り組んでいくかは、政府との対応

だけはしっかりやった上で、あとはもう自己責任です。政府の人たちも責任取ってくれませ



                                      
2024/08/03 

 

 
43 

 

  

んからね、本当に。東京都やある都市の ICT 推進が激しいところでは、子どもたちの手書

きがどんどん無くなっているというのは有名な話で、絶対に揺り戻しが来ると私は思って

いますが、 誰も止められないし誰もダメだと言えない。専門家も言えない。なんか状況

が・・・。石井先生なにか補足というか、違うご意見があればお願いします。 

 

４ 書字を体系的に学ぶ意義とは 

 

石井 いやいや、溝上先生がおっしゃっているようなことだと思います。最近、授業が軽く

なっているというようなことは、小学校、中学校で、めっちゃあるんです。このままいくと、

この 10 年から 15 年ぐらいの間に、中高は塾の下位互換になり、これからもうちょっとし

たら小学校は自習塾の下位互換になるだろうと。そういう状況になりかねない。その先には

教師要らずです。例えて言うとスマホに子守りをさせるのでいいじゃないかみたいな、そこ

にいくかどうかの分岐点だと私も思っています。 

今、私も国の有識者会議みたいなのに参加しているのですけど、その中でも「コンテンツ重

要でしょ」「アナログも大事でしょ」みたいなことを言っているのは、下手すれば私を含め

小数かもという状況です。ICT 推進を正面から止めにくい雰囲気が感じられます 

 

溝上 言えない、言えない。私はその部会にはいないけれども、別の部会にいるんですが、

言うのはこの 2 人ぐらいしかいないかもしれない。 

 

 

石井 ですから私は学校に行ったり教育委員会やセミナーで話したりといろいろな場面で、

板書とノートはやっぱり大事ですよと意識的に言ってます。なぜかいうと「板書」を大事に

するとは黒板を写すことではないんです。「板書」とは黒板じゃない、板書技術の核は何か。

それは授業の計画性です。スクリーンでは覆い切れない横長の黒板というスペースをどう

使うか。タブレットになると、特に子ども任せでやってしまうと、教師の側の計画性が落ち

がちになる。さらに言うと、手元がいい加減になって、ノート指導が弱い。ノート指導とい

うことは、「ノートを写す」じゃなくて、「ノートをつくる」です。 

最近で言うと、聞き書きの指導とか、そういったことをあまりしませんよね。だから、メ

モが取れないんです。小学校段階からの聞き書き、聞いて書くみたいな、この指導はちゃん

とやった方がいい。皆さんはちゃんと手書きのスキルを、長いことかけて身につけています

が、こういった書字というのは、ある程度体系的に学ばないと身につかないんですよ。それ

こそ溝上先生がおっしゃったみたいに、今、都市部において全部タブレットやパソコン上で

やってしまおう、となった時に、これはこれで 1 つのメディアですから、学んだらいいと思

うんです。でも、デジタルだけに習熟して、逆にアナログにスイッチできなくなるのは問題。 

目的はスイッチですよ、結局。好きな時に選べることでしょうね。今、先生方は手書きし
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ていますよね。タブレットの人もいます。でも、書字がまったく使えなかったら不自由です

よ。だから、自由を拡大しようと思ったら、逆にデジタルだけじゃなくアナログの書字も体

系的に学んでおかないといけないと思います。 

何より、人間というのは身体を離れては生きられませんからね。だから、もっと言うと、

身体を離れても、無能化してもいいということだったら、もう書字も諦めたらいいと思いま

す。でも、書字やアナログに手を動かすことを抜きに、学んだことを定着させていったり、

思考力を鍛えたりすることは困難を伴うでしょう。 

そして、この ICT も個別最適もそうですが、改革のスローガンとしては、子ども中心主

義や進歩主義教育を実現するものとして、新教育として推進されています。そうした子ども

中心主義の方に向かうのは結構。でも、新教育は昔からある意味旧教育の再評価なんですよ。  

例えば進歩主義教育の代表的論者のデューイが言っていることは、都市化が進んだ時に、

「体験が大事」とか、産業化される以前の生活や共同体の中での無意図的教育のよさの再評

価という側面を含んでいます。今、アナログな教育に対して ICT が新教育と思われがちで

すが、まわり回って、デジタル化が進んでいくと、アナログのよさが再確認されて、それが

進歩的な新教育になるかもしれません。たとえば今、都会において自然が豊かなところに住

んでるってことは割と贅沢なことです。それと似ています。アナログは旧いように言われが

ちですが、むしろいま当たり前のように学校で提供されているような、アナログ体験やスキ

ルにアクセスできる層が限られた人になってしまうような状況を私は危惧しています。 

だから、やっぱりここは溝上先生もおっしゃっていますが、ぼくも同じ考えで、「〇〇の

学び」というのはこれ以上増やさない方がいいですね。これ以上、学習面の何かを増やさな

い方がいい。現行の学習指導要領の趣旨を熟成するということになればいいと思っていま

す。逆に、こうやって、なんか個別最適な学びに振れるような動きを、もう 1 回戻したら、

結果として、主体的・対話的で深い学びというコンセプトに現場が改めて出会い直して、学

習指導要領を改訂したような感じがしませんか？ 私は、そんなふうに思っています。 

溝上 指導要領を改訂する最大のポイントは、改訂しないことだと本当は思うんですよ。も

うあと 5 年ぐらいでやりたい。だけど、新しいのを出さないと改訂って言えないですね。

で、これ、お金を取ってくることが関連してるんで、なんか新しいことがまた出てくると思

いますけど、あまり振り回されないように、学校の現場の基盤をつくってほしいと思います。 
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石井先生が今、おっしゃった書字の問題とか含め、私は週 2回程度 YouTube でいろんな

先生へのインタビューをアップしています。1 番左のところに QR コードもつけています。

いろんなテーマがありますから、皆さん、月 1回ぐらいでも、面白いなと思うのがあったら

勉強してください。そして今の話ですが、なぜ ICT だけでいくと能力が発達しないのか？ 

本当は分からないことがいっぱいあるんですが、多少、議論できているところはありますの

で、そちらはぜひ Youtube も見てください。 

実は自由進度学習や多様な学びスタイルに関して補足していただこうと思ったんですけ

ど、今日は皆さん探究に非常に関心を持って集まっていらっしゃるので、私から石井先生の

お話を聞いていて、確認も含めて質問を 1つしたいと思います。 

 

５ 社会的必要性という説明を超えて探究に取り組む意味とは何か 

 

溝上 私が探究を考える時に、まず最初に問題意識として持つのは、専門家がいないという

ことです。つまり皆さんは教科の専門家として免許をもらって、子どもたちの前に立ってい

る。それが、特別活動とかいろんな教科外の活動、クラブ活動だったら話は簡単なのだけど、

これだけ前面に出てきている探究をどう担っていくのかっていう議論が結構、弱いですね。

「必要だ」「必要だ」「みんなでやろう」というのはあるけれども。 

実は、この探究が勝負だと思うんです。仕事社会の上で、プロジェクトとか課題ベースで

どんどん進んでいる現状がありますから、チームで、あるいはいろんな方々と共同でプロジ

ェクトに取り組んでいくところが、私はもう最後のいわゆる戦場だと思うんです。だからそ
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こができないと、いくら教科のそれぞれの点数や、能力が高くてもやはりダメだと。 

私は京大で 20 年ちょっと教員をやってきて、やはり頭のいい人たちはいっぱいいたけれ

ど、なんかこう、1 人は得意だけどみんなとはできないという人を結構見てきて、その人た

ちがしんどい思いをしてきたのを見てきました。そういうのが得意だったらなんとかなる

世界でもないけれども、そういうのができなかった時のしんどさも見てきたんです。 

だから、そういう意味ではもうバランスだと思うんですね。 プロジェクトをやる上でも、

やはり知識が問われてくる。基礎、基本は大事ですよ、知識、教科とかね。だけど勝負どこ

ろは探究となっている。こういう話を教員研修などで落としていく時に、探究の意義をただ

社会と繋げるというだけで説いても、なかなかスイッチが入らない先生が多い。 

そこを、今日、石井先生は 授業改善の視点っていうふうにおっしゃったんですね。つま

り、教科の中だけで、教科知識コンテンツに基づいた、教科教員としての発展っていうこと

は、ある一方で、こういうコンピテンシー・ベースとか、 あるいは世の中と関わる課題を

設定して、特にパフォーマンス課題とかやっていくのが、これ自体が探究ですよね。教科の

中の探究的な学び。 

こういう言い方は多分、今度の指導要領でも結構、出てくるかもしれません。教科の中だ

けど探究的な学びで、これはもう実は習得・活用・探究のサイクルを回せって言ってるんだ

から焼き直しなんだけれども、そこで石井先生に聞きたい。教科の専門家としての先生たち

に探究の意義を語っていく時に、社会課題、社会に必要だから以上の話を多分していかない

といけない。その時に教科の真正の学びの話をされたと思うんですよ。そこら辺を、今、言

った文脈でご意見いただけませんか。 

 

６ 掘り下げが浅く、立ち止まって考えられなくなっている 

 

石井 なるほど。結局ですね、私はカリキュラム全体の中で、領域ごとにそれぞれ担うもの

があるだろう、だから役割分担で考えていくことが大切で、主体性と言ったってグラデーシ

ョンがあります。だから、カリキュラム全体でここではどのレベルの主体性が、と考えてい

けばいいと思っているんです。探究っていうのも、カリキュラム全体の中で考えていく必要

があると。その上で、教科とか総合もそうですけど、最近やっぱり深さ志向が弱くないです

か？ 掘り下げが浅い。根本においては最近の入試対策が、やり方網羅主義が強くなってい

るんですよ。見た問題を増やす系です。見た問題を増やして、それで安心する。で、それを

学校外の塾などでやってる子たちが、学校でも塾みたいな授業をしてくださいって言う。そ

れに一定の影響を受けているところが、私は相当にあると思います。そうすると、この問題

さえちゃんと深くできていたら、他も同じようにできるのになという「立ち止まり」がなく

なってきてる。これが 1番の問題だと思います。 

だから、実は受験勉強が効率性を追求しているように見えて、実は非効率になってはいな

いかということを最近感じるんです。その証拠に、授業だけではなんともならないから、最
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近は「授業しない塾です」などというものが出てくるわけですよ。中学校までだったらテス

ト対策、内申点対策のために、中間、期末の対策まで塾がやってくれていた。しかし、高校

に入ってそれがなくなったり、テスト対策や内申点対策まで塾がしてくれなくなったりし

た時に、はたとどうやったらいいか困る。そこそこのレベルだったら、自分で学ぶ力を持っ

ているからいいのですが、中間層あたりで結構、どう学んでいいかわからないっていうのが

多くないですか？ 自分でテスト対策ができなくなっている、みたいな感じで。それくらい

萎えさせられてると。 

この状況は極めて不経済です。だんだんみんなそうなってきているから、その中で相対的

に勝ち負けを争っているだけであって、 そのゲームにずっと乗りすぎてしまうと、全体の

学びのレベルが落ちてしまうし、社会としてもうまくいかないんじゃないかと思います。だ

から例えて言うと、筋トレのための筋トレみたいなことになっている。それで乗り切った人

たちは、筋トレのための筋トレで結局ボディービルダーになってしまっている。食べ物だっ

たら、早食いのための早食いみたいになって、食べ物自体を味わえなくなっている。とにか

くだーっと進めてしまうから、高校の古典とかも読んだ気がしない、こなした感じしか残ら

ない。 

それは結局、不経済ではないですか。だから、あらゆる場面でもうちょっと深く、昔だっ

たら自分で深められる子もいたと思うのですが、今は生活の中でも、自分でものを何かに見

立てたりして遊んだりすることがない。全部パッケージ化されていますから、自分で工夫す

ること、見立てることがないんです。 

見立てることが 1 番の遊びなんです。おもちゃなんていう形でなくても、見立ててしま

えば全ておもちゃなんですよ。だから、見立てるという経験がないと、全部おもちゃとして

与えられなければ遊べない。「ここは公園ですよ、ここで遊びなさい」という形で全部与え

られる。合理化を進める近代化の病理ですね。自分で工夫するとか、深めていくみたいなこ

とが元々弱くなっているところに、さらに学校がそれをもっと弱める方向に進めてしまっ

た。ちょっと具合が悪いですね。そこは深める方向にいく必要がある。深めるとはどういう

ことか知らないと ChatGPT にも負けてしまう。生成されたテキストに引っかかりを感じら

れないから。だから、浅さ志向に対して深さ志向っていう方向に舵を切らないと、いろいろ

と大変じゃないですかっていうのが現状の見立てです。 

 

７ 大学の研究とは異なる高校の探究の在り方 

 

溝上 はい、ありがとうございます。では次にいきましょうか。 

もう 1 つ、探究に関して私が大きく問題関心を持っているのは、石井さんの言葉で言え

ば、「天井をつくれ」ってやつです。「青天井になってないか」ということです。SSHや、国

際科とかグローバルとかに繋げていった時に、大学と連携していきますよね。 

この会場には大学の先生があまりいないかもしれないけれども、大学の先生って、さっき
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の発達段階的な言い方をすると、「高校生なんだから、これぐらいでやったらいいよ」とは

あまり思っていません。自分たちのいいと思うことを高校生もやることが大事だと思って

いますから。統計などの高度なところや、高度な実験器具が必要な実験は制約があるから無

理だと思っているでしょうが、制約がなかったら本当はやらせたいと思っているんです。  

でも早くからやることがいいことかっていう問題があって、私なんかは「青天井にするな」

「天井をつくれ」って言い方をしています。だけど、大学行ったら上から与えられた課題の

中から選べとなります。高度な研究ってそういうものなんですよ。自分の身近な世界から出

発して問いを立てるとか、最初はそのようなことを言ったとしても、本当にちゃんとした研

究課題にしようと思ったら、どこかでジャンプさせて、「この中から近いのを選べよ」って

言って、その学生を教えていくんです。そういうことをどこら辺からやるかは大学によって

違うのだけれども、私は大学の研究ってそういうものだと思っています。 

そこでさっきの自己の在り方とか、生き方とかからテーマを決めるというところに話を

戻すと、これは私の桐蔭学園や私の見ているところでの実践の話ですけれども、高校生の時

ぐらいはいいじゃないですか、そんなに学術的にならなくても。だけど子どもたちが疑問に

思うところをしっかり投入して、そしてあとは情報の収集とかまとめ、表現で探究していく。

そういうことを徹底的にやってほしいわけです。だから桐蔭学園ではこの話に徹底的にフ

ォーカスして、とにかく大学のミニ研究にはならないようにしている。子どもたちでとにか

くやって発表して、探究リテラシーには結構、力を入れていますので、課題をどうやって設

定していくかというところには時間をかけていく。 

ポイントとなるのは、それをもっともっと大学と繋げて高度にやりたいという生徒もい

ますが、「それは放課後でやれ」と言っています。そこに多少、学園として支援していくよ

うな仕組みもありますから、1 割ぐらいの生徒は支援を受けつつさまざまなコンクールに出

て、賞も取っています。それはそれで、どんどんやったらいいんじゃないか。そういう人た

ちには、大学にもどんどん繋げてあげます。だけど、カリキュラムとしては天井をつくって

いるのです。 

 

そこで石井先生に質問を投げかけていきますが、自己のあり方や生き方をベースにとい

うことは、すごく大事だと思っているんです。ところが、それを阻むものがいっぱいあって、

例えばデータサイエンスですね。データサイエンスが大事だと言いすぎるばかりに、 統計

を早くから教える。場合によっては数学も、大学に追い出したような行列なんかも教えてい

るところもある。数学計算とか、統計の高度な処理とか、高度と言っても私たちから見たら

全然、高度じゃないんだけど、「高校生ではここまでやらんでいいだろ」みたいな処理を教

えることに一生懸命です。私も SSH の指導をしていますので、そういうところで見ている

と、子どもたちは「私」をベースに課題を立てるというところはちゃんと受けてくれている

のだけど、他方でデータサイエンスをばしばし入れたいっていう欲が走っている。データを

入れて「数値になればいいんでしょ」みたいな感じです。身近なところから出発して問いに
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はするのだけど、例えば「うちのバスケ部はなんでこのジャンプがこれだけ足りないか」「い

や、ジャンプも大事なんだけど、もうちょっと社会に繋げた問いの深さっていうのを見せて

くれ。それでは、身近すぎて面白くない」というやり取りがあって、そこに数字が現れても、

「だから何？」みたいに本人は感じますね。「私」をベースにするのは大事なんだけど、そ

こからスタートしても、このように邪魔するものがたくさんある。 

そこでですが、石井先生は探究はキャリア教育だとも言ってくれた。いや、よく言ってく

れました。私も探究というのは自己のあり方、生き方、文科省的な言葉で言えば、社会に自

分がどう繋がっていくかを考える 1 つの機会だと。ここは徹底してほしい。大学のミニ研

究にし過ぎないことが大事。大学に行ったら、もっとやれるんでね。だから、繋げるという

視点を高校には持ってほしい。高校だけで完成してほしくないと私が言ったら、石井先生は

何て答えます？ 

 

８ 活動としての探究の成功が、学びの成功とは限らない 

 

石井 それは同意です。やっぱり青年期教育ですし、そもそも教育的価値というのは、人が

育つということにあります。だから、活動としての成功が学びとしての成功とは限らないと

いう、この 1点だと思うんです。さらに言うと、研究や活動のクオリティに目を向けがちな

先生方も、実際、生徒の姿について話していったら気づきます。「そうだよね。元々何のた

めにやってきたかな」ということに気づきます。それは、「そこに学びや育ちがあるのか？」

ということです。 

結局、データサイエンスとかもそうだけど、見てくれを高度な感じにしないと、総合型選

抜でもコンクールの受賞歴がなかったら一次選考が突破できないのではないかっていう、

その辺があって、そこを目指すというのがあると思うんですよ。その気持ちは分かります。

しかし、最終的には大抵、口頭試問で見るわけです。最後の最後にそこで見たらすぐわかる。

本物かどうかが。だから、それを突破するためには、やっぱり本当に「自分ごと」にしてい

るかどうかです。もっと言えば、今はスマホもあるじゃないですか。スマホってもう時間泥

棒みたいな感じです。それからディフェンスするためには、スマホよりも凝るものが子ども

たちにあるか、です。凝るものがあるかどうかって、とても大事だと思うんです。凝るもの

もないから、スマホに全部時間を奪われていると。だから、これからの生活指導等について

考えた時にも「凝るものを 1つ持っといたらいい」と私は思いますし、総合等での探究はそ

れを見つける一つのきっかけになるように思います。 

 

溝上 あと 3～4分残っていますけど、ここまでで何かもう少し聞いてみたい方がいらっし

ゃったら質問受けます。 
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９  個別最適化を自己目的化する誤り 

 

質問者 4 大阪府で国語を教えています。個別最適化についてお伺いします。個別最適化に対す

る危惧をおっしゃっていただいたかと思うんですが、そこはまだ十分に理解できていないとこ

ろがありまして、 私の学校では、中学校の時に国語科で「作家の時間」という形の授業をして

おります。生徒がそれぞれに自分で書くことを決めて、みんなバラバラのことを書いています。 

読みの方でも「読書の時間」というのをやっていまして、それぞれバラバラのものを読んでい

るということがあるんですけども、 そういう授業をしていることが先生の危惧していらっしゃ

る個別最適化のデメリットに当てはまってしまうのかというところが気になりました。 

 

溝上 ありがとうございます。最後に個別最適の概論をお願いしようと思っていたところに

繋げていただいたので、ちょうどよかった。私への今のご質問への回答は、その活動自体は

私はいいと思います。とても素晴らしいと思います。そしてちゃんと、いわゆる全体学習も

やっていますという、その位置づけですね。だから、そこだけ聞いたら誰もダメだと思いま

せんよ。基本的なところを踏まえた上で、それをやっているんだったら。では、石井先生も

お願いします。 

 

 

石井 個別最適化や自由進度とかって、わざわざラベリングしていることが問題で、溝上先

生がおっしゃったように、パフォーマンス課題やプロジェクト型にしていたら自ずと登り

方はいろいろとあるわけです。結果としてなんか個別最適っぽくなってるんですよ。 

まさに作家の時間というのは、作家する活動なんです。オーセンティックな活動であれば、

必ず柔軟性がある。作家というのはそれぞれ自分の書きたいものを書く。書きたいところで

書くじゃないですか。オーセンティックなことを追求すると、自ずと自由さやインクルーシ

ブな部分が入ってくる。だから、わざわざ個別最適とか言わない方がいいと思います。 

では、「個別最適な学び」は何かと言ったら、令和の答申の究極の目的、究極の価値、政

策理念を考える必要があります。それは何かと言ったら、生きづらさ問題どうするかだと思

います。子どもたちが生きづらいから不登校が増えてるんでしょ。多様性が拡大してるって

ことが、ベースにありますよね。揃いにくいのが前提、だからと言って揃えないではない。

揃いにくい前提という中において、生きづらさをどう克服するかですが、それで言うと個別

化したからといって生きやすくなるとは限らないということです。 

イエナプランにしたって、ベースには幼稚園のような極めて親密な関係性がある。それを

見ないで、その形態だけ見てはいけない。やっぱり協働的ってことでセットなんですね。そ

れで言うと、オーセンティック、本番のあるプロジェクト型の学びじゃないですけど、そう

いったものがあるんだったら、自ずと柔軟になってくる。オーセンティックさを追求したら、

個人差に応答するディファレンシエーションが当然入ってくるというぐらいのことだと思
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うんです。だから、それをなんか個別最適化自体が目的だと考えた瞬間におかしくなる。こ

んなふうにオーセンティックとインクルーシブを結合させていくことが大事だと常々、思

っているとところです。 

 

溝上 鳥取大学の附属校を指導していて秋に公開研究会があるのですが、私の指導のポイン

トは、自由進度学習をやりたいんだったら鳥取大学だからそれでもいいですと。だけど、そ

れと並行して主体的・対話的な深い学びをどのようにやってきて今になっているかを、もう

1 つ見せるべきだと。両方を見せるべきだと。こういう感じの指導をしています。 

時間がないからここで終わりますが、いずれにしてもこういう新しいものとか新しい施

策、要望、多分これからもどんどん出てきて、もう皆さんも大変です。私たち専門家でもと

ても大変ですから、皆さんはもっともっと大変。だけど、最後はね、非常に抽象度の高いと

ころで走ってる言葉たちなので、やはり勉強しないとわからないっていうことです。だから

勉強はやっぱりしないといけない。その上で自分たちの学校あるいは教科、実践で、それを

どう引き受けていくかという対応を、ぜひ自分で考えてください。政府は責任取ってくれま

せんから。でも対応付けさえちゃんとやっていたら怒りませんから、ここの関係だけは理解

して、ぜひ皆さんの実践が発展していくことを期待しています。今日はどうもありがとうご

ざいました。 

 

 
  

 

 

 



                                      
2024/08/03 

 

 
52 

 

  

セッション３ 授業実践＆報告  D  探究  

 

 

 

 

福井県立若狭高等学校 校長  

橋本 有司 先生 

福井県立若狭高等学校 SSH研究部部長 教諭 

小坂 康之  先生 

 

「探究と教科をつなげる若狭高校の取り組み」 

地域資源活用型探究学習の実践 

 

 

 

はじめに  

１ 若狭高校の概要 ①～⑥ 

２ 若狭高校の探究はどう発展してきたか  

３ 探究と教科を繋げる検討が行われる３つの場 

①３つの場の具体例 

②３つの場以外の教科会と学区力向上委員会 

４ 課題設定を重視し、ビッグデータを活用した進路支援へ 

５ 探究で培った教育観が進路指導に生きる 

６ ハウツーで一致するのではなく、生徒をどう育てるかで一致する 

７ システム、マニュアルづくりではなく教員間の対話を 
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「探究と教科をつなげる若狭高校の取り組み」 

地域資源活用型探究学習の実践 

 

福井県立若狭高等学校 校長         橋本 有司   

福井県立若狭高等学校 SSH研究部部長 教諭  小坂 康之 

 

 

はじめに   

 

橋本 皆さん、こんにちは。福井県立若狭高等学校の校長の橋本有司と申します。令和 3 年

から 2 年間、本校の教頭と定時制の教頭をし、そしてそのまま本校の校長ということで、昨

年から 2 年間勤めています。こうやって本校で全職員が取り組んでいる探究の紹介ができ

ることは、ありがたい機会だと思ってここに立たせていただいております。よろしくお願い

いたします。 

小坂 こんにちは、小坂です。探究の SSH 研究部という部署がうちにはあるのですけれど

も、そちらの方で部長をしています。若狭高校自体の探究の最初期の頃から SSH の立ち上

げをしていました。昨年度まで 4年間、進路部長もしながら、探究と進路を繋げる仕事もし

ています。今日はよろしくお願いします。 

 

１ 若狭高校の概要 

 

橋本 それでは、まず私から若狭高校の学校概要について説明させていただきます。福井県

立若狭高等学校は、福井県小浜市にあります。福井市は県内で北の方にあるのですが、本校

は福井県の中でも南で、さらに一番西の県立高校になります。特にこの地域のことを若狭地

域と呼んでおりまして、近隣 4 市、若狭町、小浜市、おおい町、高浜町から進学してくる生

徒が非常に多いです。この学校が存在している小浜市というのは、古来から「御食国（みけ

つくに）」という歴史を持っており、京都に海産物などを運んでいる鯖街道がここにありま

す。若狭地域は割とコンパクトシティで、高校も小浜市には 2校しかありません。もう 1 つ

は総合産業高校の若狭東高校で、高校も限られているため、地域行政との関わりが非常に持

ちやすいという特徴があります。 

 

① 45年間続いた「縦割りホームルーム制」の伝統 

 

本校は全国で唯一ホームルーム制という制度をとっておりました。縦割りホームルーム

制というのは、全学年、全学科をバラバラにして、全員を 35 のホームルームに分けます。

そのホームルームが生活のベースになっていて、クラスというのは授業だけ、あとは学校行
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事もお昼の食事も全てホームルームに帰って異学年、他学科の生徒と一緒に行うという方

向性を取っておりました。このスライド 1の写真がその当時のようすです。 

 

（スライド 1） 

 

 

私は若狭高校出身ですが、その当時から 1 年生の時には 3 年生の先輩からたくさんいい

こと、時にはちょっと悪いことも教えてもらったのを未だに覚えています。そのような生徒

の自治を大切に重んじていた学校でした。 

ところが、45年間続いたこのホームルーム制が、平成 5 年に時代の流れで廃止になって

しまい、今はホームルームが解かれてクラス制になりました。しかしながら、そのホームル

ーム制時代の 1949 年に、「異質のものに対する理解と寛容の精神を養い、教養豊かな社会

人の育成を目指す」という教育目標が立てられ、現在に至っています。地域の若狭高校の出

身者なら、この「異質のものに対する理解と寛容の精神」は誰もが言える教育目標になって

います。これは縦割りのホームルーム制にその端を発しているよき伝統です。 

 

② 令和６年度の努力目標 

 

そして、本校の今年度の努力目標（スライド 2）ですが、1つ目が「国際的な科学技術イ

ノベーターを育成する地域資源活用型探探究学習発展カリキュラムの開発と評価」という

ことで、本校は今年 SSH第 3 期の文科省指定を受けましたので、そのテーマを基にして探

究学習発展カリキュラムの開発と評価に取り組んでいるところです。 
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2 つ目は、「Student Agency と Co-Agency の育成」です。Agency はやる気、主体性とい

うところから取り上げていて、責任を持って社会を変革していくような姿勢を持った生徒

を育てたい、またそれを背負っていける教員集団もつくっていこう、という目標を掲げてい

ます。 

3 つ目は、「ウェルビーイングの実現」です。それぞれの個人の生徒、あるいは教職員、

そして地域の幸せ、自分たちの生き甲斐を感じられるような社会と学校をつくっていく。こ

れが今年度の努力目標です。 

 

（スライド 2） 

 

 

若狭高校は全校生徒が 798 名。地域の学校なので、難関大学から地元の公務員の就職ま

で幅広い進路状況になっています。学科については、国際探究科が 1クラス、 理数探究科

が 1クラス、普通科 4 クラス、海洋学科 2クラス、定時制が 1クラスで、1 学年は全日制が

8 クラス、定時制が 1 クラスという学科を持っています。 

次に、学校改革の歩みと主な研究指定のことをまとめてあります（スライド 3）。2011 年

に SSH の第 1 期が始まりました。ここから探究が少しずつ始まっていきました。2012 年に

は文理探究科を設置しました。文理探究科は 2 年生になると国際探究科と数理探究科に分

かれます。そして、そこから少しずつ色々な取り組みをして、例えば「地域の方から学ぼう」、

「互見授業」という、事業をスタートしてきました。これは後ほど説明します。 

そして、2021 年の令和 3 年には文部科学省のマイスターハイスクール事業指定を受けま

した。地域の水産業の人材育成のためのカリキュラム開発に、海洋学科が 3 年間取り組み

ました。 
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また、 生徒がスクールミッション・スクールポリシー等の策定にも関わっています。こ

れも後ほど説明します。 

そして、昨年、令和 5 年より「地域みらい留学」で各学年 6 人ずつ、各学科 2 人ずつを

全国から生徒募集しています。さらに今年、令和 6 年からは SSHの第 3 期の指定を受けて

スタートしています。 

 

（スライド 3） 

 

 

③ 地域資源を活用した探究活動 

 

それでは、この探究活動について説明します。まず教科の学習が探究になるということ、 

そして探究的な要素をどう授業に取り入れて入れていくのかを主に説明します。 
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（スライド 4） 

 

 

まず、 本校の探究カリキュラムのポイントは、地域資源を活用した課題研究を通して課

題設定能力を養うということです。地域の自然科学遺産を活用した取り組みでは、例えばス

ライド 4の左の写真のように、湖の底にある層、年縞を用いて年代測定をしています。この

地域には「鳥浜」という場所がありますが、課題設定の出発点としては、自分たちの地域で

人の定住化が始まった時期を特定したいということで、この地層を粘り強く調べて花粉や

微粒体の分析をし、どの年代にどういう地殻変動があったか、自然活動があったかというこ

とをまとめて発表しました。これは日本地球惑星科学連合で優秀賞をいただきました。 

真ん中の写真は特産物である杜仲茶を使った商品開発です。「高校生ビジネスプラン・グ

ランプリ」でベスト 100 プランに選出されました。 

右の写真は若狭名産のサバを用いた宇宙サバ缶の開発です。これは、JAXAの宇宙食に採

用され、国際宇宙ステーションで宇宙飛行士の野口聡一さんに食べてもらい、地球にその情

報を伝えていただきました。それがドラマ化もされました。12 年前に小浜水産高校が統廃

合で若狭高校の海洋学科 2 クラスになっているのですが、その小浜水産高校の時代から受

け継いできた課題研究の成果が、この宇宙サバ缶に結実しました。 

このように若狭高校では地域資源を活用した探究学習を進めています。 

 

 

 

 



                                      
2024/08/03 

 

 
58 

 

  

 

④ 地域社会からの協力と還元 

 

また、このカリキュラムを地域に開いて成果を地域社会に還元することで、 多くの地域

の人に関わってもらっています。行政、あるいは研究者の方が毎日のように学校の方に来て

くださっています。私自身も、「今日はどこのどなたが来ていらっしゃるのか？」と迷う時

もあるほどです。このように協働的に探究を行っていますし、 校内外で成果発表を行って、

どんどん地域に出てなるべく地域社会に成果を還元するようにしています。数々のコンテ

ストで色々な賞も受けていますし、報道や雑誌でも取り上げられています。また、次にお話

しをいたします小坂教諭も宇宙食の歴史についての本を出版しています。 

わが校には雲龍丸という船もありますので、実習では地域の小学生が体験航海という形

で乗船しています。地域の子どもたちにも多くの学校の施設を公開しているということで

す。 

本校は、すべての教育活動において探究的な学びを中心としています。特に地域資源を活

用した探究学習で、まず 1 年生の時に基礎科学という実験中心で科学的なものの見方、考

え方を育成する科目を置いています。そして、探究の「課題設定能力を育成」し、1年次か

ら何度も探究のサイクルを回す。また、「授業改善の研修会」も定期的に行っています。あ

わせて「全教職員による互見授業」や「若手授業力向上塾」を行い、探究と授業改善を車の

両輪とした教育活動を行っています（スライド 5）。 

 

また、スクールポリシーに関してですが、本校は、生徒が主語の学校づくりを推進してい

ます。お手元の本校のパンフレット 1 ページ目を開いていただけますと、本校の教育目標

があり、そこにアドミッションポリシー、スクールミッション、カリキュラムポリシー、グ

ラデュエーションポリシーがあります。これは全て生徒が原案をつくって、 その原案を基

に教職員が保護者の方と一緒にミーティングを行って、私たちの学校というものを自分た

ちで考えてつくり上げたポリシーとミッションになります。 少し表現が稚拙になっている

ところもありますが、このポリシーあるいはミッションを元にして、生徒たちは日々の教育

活動に取り組んでいます。 
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（スライド 5） 

 

このように、生徒を主語とした学校づくりを推進していますが、データサイエンスに関し

ては、探究にデータサイエンスを入れながら進めています（スライド 6）。探究がより深ま

るように、 授業の中でも chrome book による指導の個別化や、1年生から単位制を導入し

て、学習の個性化を図っています。このように探究と教科をつなぐために、本校では多くの

取り組みの仕掛けをしているところです。  

 

（スライド 6） 
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⑤探究推進の核となった SSH研究部 

 

しかしながら、2011 年に SSH に採択された当初は、探究がまだ浸透していない時期で、

当時の学年主任に話を聞いてみると、 探究活動の指導について試行錯誤が続いていたそう

です。SSH が入ったということで、高価な機器を取り揃えて、高度な教育を教師主導で、自

分の研究してきたテーマを生徒に与え、そして研究していこうと進めたそうです。しかし、 

指示待ちの生徒であったり、あるいは深まりに欠けていたり、内容がそれ以上に発展しなか

ったり、学力向上にも結びつかない、また進路実現との関連性が希薄になるといった、思う

ような結果が出なかったということでした。 

それからこの SSH研究部が試行錯誤して、2016 年、地域の課題を解決できるように、

地域と社会に開かれた教育課程を導入していくことになりました。この若狭高校の危機的

な状況、つまり各教科の学習で学んだことが実社会と関連づけて考えられないとか、ある

いは自分自身で課題を発見して解決する力に乏しい、 若狭地域のことを知らないまま都

会の大学に進学して若狭を捨ててしまう、帰ってこない、ということがありました。その

ため、このような地域課題を自分たちで発見して解決していくことで、これまで学んだ知

識、技術を価値として発見して主体的に学習に取り組み、そしてさまざまな大人との協働

を通して実践的な課題発見・解決能力を培う。 地域の魅力と課題を知ることによって、

都会に出ても帰ってくる、あるいは地域のことを思うようになる、ということを期待して

2016 年から始めていきました。（スライド 7） 

 

（スライド 7） 
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まずは、地域の方から学ぼうということで、地元の小浜市はじめ地域の周りの住民の市

町村にお願いをしました。「地域の方から学ぼう」というこの 1回の授業では、大体 30名

近くの地域の方が講師として来られ、それぞれの課題について説明をしてくださいまし

た。いろいろな特殊なテーマについて説明をしていただいています。 

今年から「地域の方に学びに行こう」、それから「地域の方とつくろう」として、生徒の

主体性を少しでも育むような名称に変えていきました。このような形で地域課題を解決で

きるような生徒を育てているところです。 

課題設定・課題解決能力育成に向けたカリキュラムということで、スライド 8 のまとめ

ですが、 まず 1 年生の 6月から課題設定に取り組むことによって探究のサイクルを何度も

回転させています。また、先ほどありました、年 3 回地元の方に来ていただいて、時には大

学生などにも来ていただいてアドバイスをしてもらうなど外部の力をお借りしよう、また

コンテストなどのアウトプットで第三者に評価してもらい、振り返りとして外に出ていこ

う、という機会を持ってきました。そして探究のサイクルを何度も回していく、課題設定の

問いを何度も立てていくということです。 

 

（スライド 8） 
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まとめますと、地域資源、自分の身の回りの事象など、「我がこと」として考えられる題

材を課題として設定する。また、必ずしも課題の解決を目指すのではなく、 課題設定・解

決のプロセスにおいて、課題設定能力を育てることを目的とする、ということです。スライ

ド 9 のように、本校の学校設定科目の探究科目は 12 科目を設定していて、 昨年から普通

科の探究を 1 単位増やしています。どの学科の生徒も探究の学校設定科目を学びます。ま

た、この学校設定科目を進めていく上で、SSH 研究部が主幹となって、「次の時間はこうい

うことをしよう」ということで歩調をしっかりと合わせて、計画をしっかりと練って、 疑

問点あるいはつまずきポイント等を抽出してから授業に臨むというスタイルを取っており、

そこにさまざまな外部からの支援を受けているという仕組みが構築されています。 

 

（スライド 9） 

 

 

このように、どんどん地域に出ていって自分たちで出前授業をしたり、小中学校あるいは

特別支援学校等と連携を取って自分たちの発表をしたりすることで、自己肯定感あるいは

自己有用感を感じている生徒が多くなっています。 
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⑥高校生国際科学フォーラムの開催も 

 

また、世界と繋がりを持っていこうということで、今年 2 回目になるのですが、「高校生

国際科学フォーラム」を開催し、実際に本校にフィリピンと台湾から生徒を呼んで、研究の

マッチングをしてもらいました。それぞれ英語でテーマを設定し、今後、共同研究をしてい

くことになっています。また 2 月に中間発表をする予定です。 

さて、「探究と教科をつなげる若狭高校の取り組み」としては、通常の授業に探究の要素

を入れていく、教科の授業が探究になることを目指していますが、具体的にどのように進め

ていくのかは、本校の小坂先生からの話を聞いていただきます。 

 

２ 若狭高校の探究はどう発展してきたか 

 

小坂 今回の教育改革推進フォーラムのテーマ、「北陸新幹線は繋がったが、探究と教科の

学びは繋がっているのか」とありますが、実はまだ北陸新幹線は小浜と繋がっていないんで

す。だから結果として探究と教科は繋がってないということになるかもしれません（笑）。

私たちの住んでいるところは嶺南と言われて、敦賀からさらに車で 1 時間ぐらいかかるよ

うな繋がっていないところなのです。 

今日この後、私たちが考えていることを紹介しますし、今日、参加されている方々のいろ

んな要望があると思うので、全部でスライド 200 枚ぐらい用意してきましたが、全部をこ

のまま粛々と喋るのはやめておこうと思っています。 

まず最初に、探究と教科を繋げる試みを、皆さんはどのようにされていますか。逆に聞き

たい、勉強させてもらいたい。ちょっと周りの人と、こういう繋がりをもうすでに私はして

いるとか、いやまだできてないとかっていう話を 1 分ぐらいでどうぞ。 

＜会場 １分間ディスカッション＞ 

時間になりました。はい、よろしいでしょうか。どんな話になりましたでしょうか。ぜひ、

教えてください。 

 

 

（会場からの発言者１） 

このタイトルがあるから、とりあえず教えてもらおうという感じで参加しました。 

私は理科の教員です。とりあえず生徒と一緒にとか、投げかけてとか、学んだことが身の回り

にどう生かされているかとか、これを使ってどういうことができるかということを、課題設定を

中心に進めていこうとしています。ただ、教科横断的にとか、お金が絡んでくることまではまだ

到達できていないところがあるので、どうやっていけばいいかと思っています。 
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小坂 教科横断的なところの要素をどうやって取り込もうかというところですね。どうです

か。同じような方いらっしゃいますか。反応がないということは、他はみんな違うってこと

なので、全員に聞きますよ。 

 

（会場からの発言者２） 

探究と教科を繋げるっていうのは、前に高校でやった時は教科でもさまざまな課題設定をさ

せたりしていたのですが、今ちょっとうまくできないなと悩んでいる最中です。 

 

小坂 ありがとうございます。どうですか。 

 

（会場からの発言者３） 

県立大学の教員です。地元の高校に探究の授業に呼ばれたりします。私たちも高校と関わりた

いとは思うのですが、そもそも論で、ちょっとうがった後ろ向きな言い方をすると、探究のよう

なことは大学でやるから、高校では教科をしっかりやって送り出してほしいという考えもなく

はない。そういう考えもありなんじゃないかと。 

 

小坂 そう来たらこっちの人に聞くしかないような気がしてきた。石井先生教えてください。 

 

（会場からの発言者４ 石井英真先生） 

必要だから繋げるってここに書いてあるから、なんか考えにくいのかもしれないね。教科で学

んだことが探究で「ここで数学が生きてるんですよ」みたいな、そういうことでもないのかもし

れない。だから、探究は探究、教科は教科っていうように分かれてる状態、割り切った状態がど

うかということが私は問題だと思うので、それを繋げるって言葉で言うかどうかは置いておい

て。先ほどの意見については、高校までのところで教科の基礎というけれども、多分一方で、も

うそれでは持たない状況なんじゃないかと思うところもあって。だから、それこそ研究やったら

大学でやるから、研究とは異なる探究を高校でやることの意味を考えた方がいいかなっていう

ところです。 

 

小坂 石井先生と来たら、もうこっちに行くしかないと思うので。 

 

（会場からの発言者５ 溝上慎一先生） 

今の県立大学の先生のお話はめちゃくちゃ面白いです。でも、やっと高校から探究をやってる

子どもたちが、大学に入れるようになってきたんです。私なんかは、高校の時にそういうのをや

ってきてない学生たちを大学の入口でずっと見てきて、もう少し自分でものを考えるとか、社会

に関わって何やりたいかとか、そういうのをやれよと大学生に言ってきて、やれなかった。そう

いうところからすると、多分、先生の話はちょっと戻ってしまう。探究はやれるようになってき
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たけど、基礎知識が足りないからもっと教科やっといてくれと。だから、高校の現場の先生たち

は難しい問題に直面している。私は、これまでの探究の成果が今ちょっと表れていて、やめない

でほしい。だけど、やっぱり基礎知識があってこその探究だとかプロジェクトだっていうのは、

おっしゃる通りです。だから難しいですよ。バランスとしか言いようがないのだけど、でも、や

っぱり両輪を回すからいいんだと。だから私は、確かに、この言葉でどういうふうに考えていく

かはちょっと難しいという石井先生の指摘はあるかもしれない。でも、やっぱり、この通りなん

ですよね。そう思いますよ。 

 

小坂 ありがとうございます。だいぶ面白くなってきたので、実際そういうのもやられてる

先生、やっていらっしゃる人として、どうですか。 

 

（会場からの発言者６） 

それは厳しいよね。石井先生と溝上先生のあとだよ。そんなの無理だよ。でも 1 つ言うと、

私的には学びって全て探究が当たり前だと思っていたから、だから教科と繋げるっていうけど、

繋がってなければおかしい。だけど繋げられない人とか繋がらない人がいる。私は今年、新しい

学校に移ったんだけど、そこで学校のそういうところを修正してほしいとか、研修をやってほし

いっていう声もあって、今回その理論的基盤もしっかりしたいのでこちらに来させていただい

たんです。そんな感じです。 

 

小坂 ありがとうございます。「繋がってんだろ説」ですね。あともう 1 人だけ。探究をや

っていて、多分これから教科と繋げなきゃいけないだろうなっていうことで苦しんでそう

な。 

 

（会場からの発言者７） 

確かに今おっしゃっていた通りで、うちは授業に熱心な先生方が多いので、繋げようと思って

頑張っている先生方が多いんですけど、繋がっているのか繋がっていないのかよくわからない。

例えば、内容ベースだけ繋がっているんだけど、これ資質・能力に繋がっているのかな、学校と

して目指したいところに向かっているのかなとか、なんかいろいろな面で繋げようとすれば繋

げようとするほど不安になってくる。私は英語科ですが、頑張ろうと思えば思うほど、英語科と

して目指したいものが薄くなっていって、 そのバランスを 0 か 100 かで考える必要はないと

は思うんですが、そのバランスの取り方が難しいと悩んでいます。 

 

小坂 ありがとうございます。なんかこのまま深めていった方がいいような気もしつつ、若

狭の事例を聞きたいでしょうか。紹介します。 

 

 



                                      
2024/08/03 

 

 
66 

 

  

３ 探究と教科を繋ぐ検討が行われる 3つの場 

 

今、皆さんの話を聞いて、思っていることは皆それぞれで、多分、探究も始めたばっかり

の学校もあれば、教科との連携のところまで行ってる段階の学校もあると思います。 

若狭高校は、探究が始まって 10年ちょうどぐらいです。探究が始まってから、教科との

繋がりはずっと意識していましたし、先ほどの先生のように、「そもそもそういうものだろ

う」という意識を持たれてる先生もいらっしゃいました。「いや、ちょっとこれは違うんじ

ゃないか、基礎学力がもっと必要だ」というような話をされる先生もいて、結構、混在して

いたんです。 

そして、若狭高校では、さっき皆さんがそれをどう考えるか話してくださったように、少

しずつ、「探究と教科を繋げるってなんなの」「教科ってそもそもなんなの」という内容を対

話しながら、方向をつけているわけです。この 3 つのことを主にしています。①授業研究：

公開授業・相互互見、②若手指導力向上塾、③研修会です（スライド 10）。 

 

校長が先ほど説明したように、ステイクホルダーの方たちが当然、目標設定をして、うち

の若狭高校の生徒にとってはこういう力が必要で、文科省が出しているものと照らし合わ

せながら目標設定をしたり、評価をするっていうところは大前提です。そして目標が明確に

なったところで、この探究と教科をどうやって繋げてくかというと、「互いに授業を見合う

しかないよね」、また「それを見て対話していくしかないよね」と思っています。 

 

（スライド 10） 

 

 

我々は、探究そのものを教科の中に打ち込むというよりは、探究で培った経験で教員の教

育観の変容を少しずつ図っていっています。例えば、これも普通の授業研究会、公開授業で

す。ただ、ポイントは授業研究のテーマだと思っています。後ほど説明します。授業研究会
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が年に 2 回、互見授業というのは、前期を全部使って、いつでもやってみようということ

で、教科の枠を超えた形で同じ探究をテーマにしてやっています。 

 

ここでテーマの話を先にした方がいいですね。大テーマが「探究と各教科を接続する単元

デザインと評価」で、研究テーマが「一人ひとりが深く学ぶための授業づくり～深い思考を

誘う問いとは～」「学びの質や深まりをみとる評価とは」「主体性をはぐくむ指導と評価～も

の・他者・自己との対話を通じて～」です（スライド 11）。毎年テーマが継続する場合もあ

るのですが、多くの場合、年によって変わっていきます。ここがすごく味噌だと思っていて、

これを研究部で計画提案しています。 

 

（スライド 11） 

 

 

この研究テーマの「一人ひとり人が深く学ぶための授業づくり～深い思考を誘う問いと

は～」は（スライド 12）、5年ぐらい前だったと思うのですが、若狭高校にいた渡邉久暢先

生がつけたんです。当時は、課題設定能力を身につけよう、 自分たちで問いを立てて解決

してこう、それが探究であると考え、問いを生み出すという点で、教員たちも問いを生み出

したり、深い学びに誘うような問いかけとは一体なんだろうと言うところから設定されて

います。 

次に、「学びの質や深まりをみとる評価とは」ですが、課題設定能力が探究の中で育って

いく中で、評価に注目が集まってきました。そのフェーズになった時に、評価に注目しよう

ということで研究テーマにしました。 

そして、これが今年の研究テーマなんですが、「主体性をはぐくむ指導と評価～もの・

他者・自己との対話を通じて～」ということで、主体性という部分、情意とか情動と言わ

れてるようなところにも注目して、どうやって対話を使っていくといいんだろうかという



                                      
2024/08/03 

 

 
68 

 

  

ことでテーマ設定しています。これは、SSH の第 3 期のテーマが「持続的課題深化力」

「持続的に粘り強くやろう」で、その根源は一体なんだろう、情意や情動から来るところ

が大きいのではないか、ということでこのテーマにしています。当然、校訓やスクールポ

リシーを意識して、これをみんなと共有するってことをしているんですね。 

 

（スライド 12） 

 

 

① ３つの場の具体例 

 

それを、このような研究会、互見授業、教科の枠を超えてやると、教科にとらわれない状

態で、生徒たちがどんな姿勢で学んでいるか、どんな目で集中して授業を受けているかを見

ることができます。これは全ての教科を横断して、先生方が見られる授業の時に見るという

ことで、4 月から 8 月にかけて 5人 1 組でやっています（スライド 13）。 
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（スライド 13） 

 

 

それから若手指導力向上塾です（スライド 14）。これは新採用から 3年目ぐらいまでの先

生と、ベテランの先生をペアにして、9 月から 12 月までやりますが、ベテランにも授業を

していただいて、たまに校長や教頭にも授業してもらって、若い人が何を言ってもいいって

いうことにしています。「こういうふうにしたらどうですか」と校長も言われたりしていま

す。お堅い会ではないのです。「先生のさっきの問いは本当に良かったですよね」「先生のさ

っきのプリントは、こうやって課題を自分たちで見つけるっていうところで、よかったです

よね」と、テーマに沿って一緒に議論をしています。 

 

（スライド 14） 
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職員研修会を開催すると今のご時世として当然「時間が取られてしまう」と言われるんで

すが、うちの管理職が英断をして、職員会議は 30分ぐらいで終わるようにしています。そ

れで残りの 30 分で、こういった研修会をするわけです。7 時間授業をやめていて、土曜日

の課題ももう一切やっていません。そういった時間の中で、当然、教員同士も対話できるし、

生徒とも対話できる時間が確保されています。 

ここにいらっしゃる皆さんは探究をされていたり、興味をお持ちだったりするので、とて

も対話的だと思うんですが、本校は以前はそうでもなかったんです。教員同士は生徒を通し

て見ると一致できるんですが、方法論やハウツーの部分になると、かなり激しくぶつかる。

でも、いつかはぶつからなきゃいけない時がある。じゃあどうやって話したらいいんだろう

ということで、「スキルとしての対話」を推奨しています。これによって教員も変わってき

ていると思います。 

こういう振り返りの機会を通じて、 全職員がチームとして探究の充実や各教科の授業

改善を図ることにより、 教員間の教員コミュニティが醸成されてきているのを感じてい

ると先生方もアンケートに答えてくれています。ポイントも先ほど説明した通りですが、

まずはテーマでポリシーを一致させておく。そして次に教員研修会で、どうしてこういう

テーマ設定にしたのかを、みんなで議論します。 

そして、これは職員会議で石井先生のスライドを使わせてもらって議論しました。対話っ

て難しくて、どこのなんなのっていうのが分からなかった。主体性ってどの領域のものなの

かが分からなかったので、これを説明するというよりは、みんなで読み解くというか、「こ

れ、なんだ？」って言いながら読み解いて、「こういうことじゃないか」というやり取りを

していきました。 
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② ３つの場以外の教科会と学力向上委員会 

 

次は教科会で検討する点です（スライド 15）。教科会の中で、研究テーマについて話し

合い、教科としての目標、評価の基準や方法、授業の方策を考え合っています。また本校

には学力向上委員会というのがあって、名前の通り学力を上げるのですが、当然、受験

校、進学校なので、受験のことも相談するんです。とても素敵なのは単純に詰め込む方策

とかそういうのではなくて、評価とか探究の目指す目標や、その本質的な部分をちゃんと

教科の中で話し合いましょうということで、「教科会をちゃんと機能させよう」と提言さ

れています。 

 

（スライド 15） 

 

 

教科会は多くの場合、連絡事項だけが並んで終わってしまうものですが、本校だと例えば

国語科がすごくいい教科会をしている。目標に準拠した形で教材をみんなでつくっていく

し、教科書だってこことここを教えればいいんじゃないかと、そういう相談がされていたり

します。それをシェアしたりして、教科会での機能強化を推進しています。 

それから先ほど言った、生徒そのものをみとるという、教科の枠を超えた互見授業がある

というところですね。そして当然これらは、先ほど言った土台であるカリキュラムの上に成

り立っているわけなんですが、こういったことが、本校がうまくいっている秘密です。 

時間が中途半端になったんですが、皆さん、どうですか。教科と探究を結びつけるという

部分もそうだと思うんですが、探究の困りごとを教えてほしいって方も事前にかなり聞い

ていて、ここからは探究を支えるヒントのようなことをいっぱい用意はしているんですが、

時間が足りないかもしれないですね。とりあえずここまでで何か質問がありますか。教科と

探究を結びつけるというところで何かありますか。ではどうぞ。 
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（会場からの発言者８） 

質問ですが、最後の方に学力と探究活動の相互関係という話があったと思うんですが、 実際

に保護者から見た探究活動は、受験においてどういう評価を受けているんでしょうか。例えば、

受験をするにあたって、探究活動で本当に学力が伸びるのかという意見が少なからずあると思

うんですが。そういった問題を学校はどう捉えているのか、そして、どういう感じで親保護者に

は解釈をさせているのかを 詳しくお聞きしたいです。 

 

小坂 ありがとうございます。困り事になるだろうなっていうことで、ちょうど用意してき

たんです。私たちも困っていたからです。 

 

（スライド 16） 

 

 

探究と進路をどうやって繋げるのかっていう部分ですが、先ほど前半で石井先生が話さ

れていた時に、探究=キャリア教育じゃないかと言われました。私たちもまさにそう思って

います。「自分の動詞探し」と呼んでいるんですが、探究では、うちの学校は最初に自分た

ちから湧いてくるもの、そもそも自分は何が好きとか、そういうことをまずはっきりさせる。

自分自身を知るということをします。そして、そこを起点に地域資源と結び付けたり、何か

の事象と結び付けたりしています。そして、探究ではさらにそこから 1 歩踏み込ませる。そ

の自分が価値を感じたり、やっていて心地いいことを探すんです、探究では。そういう意味

で、自分の動詞探しを 1～2年生では徹底してやっています。 
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４ 課題設定を重視し、ビッグデータを活用する進路支援へ 

 

話が長くなるんですが、課題設定に力を入れています。課題解決には振っていないんです。

自分たちで課題を設定するというところで、極端な話を言うと、止めてしまっている。大学

の先生からは、「仮説検証ができていないじゃないか」と言われるんですが、でも、これは

やりすぎると天井がなくなってしまうので、本当にずっとやることになってしまう。 そう

じゃなくて、私たちは思い切って課題設定をする力を育てればいいと割り切った。その過程

で、自分を見つめ直してもらう。だから、かなり「好き」がはっきりするんですよ。 

昨年まで進路部長だったから分かるんですが、「好き」がはっきりすると、生徒の大学の

選び方がまず変わります。偏差値とか大学の名前で選ばなくなるんです。やりたいことで選

ぶようになる。当然、偏差値がありますから、1 番上の大学、その次の大学ってあるんです

が、偏差値で見るんじゃなくて、やりたいことはここの先生でもできる、ここでもできる、

ここでもできるという形で選んでいくようになる。そしてそこに集中する。当たり前のこと

ですが、自分がやりたいから勉強するんですよ。勉強時間も当然増えていて、成績も上がっ

てくる。 

それだけじゃなくて「指導から支援へ」というところに効果が生まれていたりします。進

路支援のテクニックですが、DX という形でビッグデータが今は使えるので、そのデータを

徹底的に使って進路支援をしています。探究をやると推薦で受けることにもなるんですが、

推薦だけで受けるパターンと、推薦と一般入試を使って受けるパターンを過去のデータか

ら調べて、いつぐらいから始めなきゃいけないのか、自分はどっちのパターンを選ぶべきか

を、1人ひとり分析しています。実は、うちの学校は探究を始めてからが最も高い国公立大

学の合格率になっています。国公立合格だけがいいと思っているわけじゃないんですが、一

般入試の合格率が大体 30 パーセント台だったのが、今は 60 パーセント以上になっている

ということで、これはちゃんと生徒たちが選択できているということなんです。 

先ほど言った「自分の動詞を見つける支援」ということに関してですが、スライド 17の

写真は進路指導部です。こういう対話ができるような椅子を置いてカジュアルに話してま

す。昔だったら先生が威張って「お前ちょっと勉強せえ」みたいな関わりだったと思うんで

すが、それを変えてきています。 
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（スライド 17）  

 

 

５ 探究で培った教育観が進路支援に生きる 

 

ここが 1 番大きいと思うのですが、受験における支援観が変化してきていると感じてい

ます。生徒 1人ひとりを丁寧に見ようとする姿勢、これも探究で培ってきたのですが、その

姿勢が進路指導にも結びついてきていると感じています。大学選びが 1 人ひとり違う。進

路指導をされている先生は分かると思うのですが、学年ごととか学校全体で比較するのは

古いやり方で、そういう指導をされる人も多いと思うのですが、今は本校は個別です。これ

が個別最適な部分の 1 つかもしれないのですが、生徒がどれだけ伸びたか、その生徒がど

れだけ変わったかということを見るようにしています。そういう意味で、うちは科目担当者

会議というのがあって、先ほど会場で質問があったのですが、デジタルや AI で勉強させる

のではなくて、1人の生徒がどういうことをやりたいか、今どういう状況でやっているのか

を、担当者全員集めて、そこで生徒 1 人ひとりに関する議論をしています。進路もこういっ

た努力があって成果が出てきていると、保護者への進路説明会でも説明しているというの

が現状です。 
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（スライド 18） 

 

 

他はどうですか。こんな感じで困り事的なものでいきましょうか。はい。じゃあ皆さん、

1 分間、周りの方と相談していただいて、感想のリフレクションを共有するのでもいいです

し、これ困ってる、これ若狭はどうやってやってるんだろう、というような点を教えてくだ

さい。1分間だけ周りとシェアしてください。 

<会場 １分間のワーク＞ 

小坂 ではよろしいでしょうか。では質問をお願いします。 

 

 

（会場からの発言者９） 

茨城県の公立高校から参りました。授業研究に関して質問させてください。たまたま自分も今

年、校内の授業改善に関わる仕事のチームリーダーをやっているので、当事者意識を持って考え

ていたのですが、授業改善するためには学校としてのビジョンをすべて教員に浸透させて同じ

ベクトルを向いていかないと前に進んでいかないと思うんです。しかし教員にもいろんな方が

いるので、学校としてのビジョンや SSH 研究部で提案した考え方を素直に受け入れて前進して

いこうという方もいれば、ちょっと自分のやり方と相いれないというか、それこそ教育観、授業

観を変えないという同僚も中にはいるかと思うんです。それが実際に授業研究を学校として進

めていく上での壁になると思うんですが、その壁を学校として、あるいは小坂先生として、どの

ように乗り越えられたのか教えてください。 

あとは、授業観や教育観が変わった先生は、どういう経験がきっかけでそれが変わったのかと

いうところも小坂先生が見た印象でいいのでお話いただけたらなと思います。よろしくお願い

いたします。 
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小坂 今、答えに近いものとして言えるのは、意見が一致しないというのは、多々あること

だということです。そして、これは担当者としてすごくプレッシャーかかるんですよね。「う

わ、なんで聞いてくれんのやろ」って、私も経験しました。だけど、やっぱり正面から「な

んでそう思うんですか」と聞くのが 1番シンプルでいいと思っています。私も、これは探究

の黎明期の若狭高校の教員から出た、このまんまの質問なのですが、なんで探究するんや」

と言われました。でも、そこには何かの思いがあるんですよね。 

それで、よく聞いてみると「そもそも指導方法が分からん」とか、「探究で得られる学力

を明確にしたい」とか、「評価をどうしていくべきか、やる以上はちゃんとやりたい」とか、

そんな意見が出ました。あと、本校は進学校なので、「進学実績にこれが繋がらなかったら

意味がない」という意見もありました。でも、これらの意見や疑問は活動を広げるための、

すごく大切なキーワードだと思っていて、わたしのスタンスはこれ（スライド 19）です。 

 

（スライド 19） 

 

 

でも、いろんなやり方があるので。でもそれでも反発して喧嘩するという時もありました。

また、私がずっと部長をやっていたわけじゃないので、いろんな人のやり方っていうのはあ

ったと思うんですが、私のやり方で言うとこういうふうに「なんで、そう思うんですかね？」

と聞いてみると意外に素直な意見が返ってくる。 

 

６ ハウツーで一致するのではなく、生徒をどう育てるかで一致する 

 

あともう 1 つは、 生徒を一緒に見るのが 1番だと思っています。我々、教員というのは、

横ではハウツーがどうしてもぶつかるんです。でもそこで学んでいる生徒を通して見てい

くと一致できる、と長年感じていて「先生の授業のやり方はめちゃめちゃで、なんかちょっ

とと思うけど、生徒がすごい集中してるね」とか、「姿勢すごい前のめりでやってるね」と

か、そんなことがやれるといいのかなと思っていますし、それで変わる先生もいます。また、
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進路実績に繋がるんだいうことが分かって変わった人もいます。 

評価のことで、「あ、ちゃんとこういう力がつくんだな」というのは分かった。意外に、

探究では「失敗させちゃいけない」という人が多いのですが、評価の研究をちゃんとやると、

失敗しても学びが深まっていたりするので、それに気づいて、「失敗してもいいんだったら、

もう少し楽にできるな」と変わられた人も、だいぶ前の話ですが、いました。こんなところ

でどうでしょうか。次の質問がありましたらどうぞ。 

 

（会場からの発言者 1０） 

今のことと関連するのですが、教員集団を動かしていく、学校を変えていく時に、初めどのぐ

らいの規模のチーム、何人ぐらいのどんな動きから始まっていったのかというところが、多分、

私も含めていろんな学校の参考になるかなと思うので、教えていただけたらと思います。 

 

小坂 平成 23年から SSH が始まっていて、最初は 3人でした。私が 25 年に入ったのです

が、それで 5人です。5人ぐらいで変えていった。今の SSH 研究部は 13人です。 

ただ、いろんな代があって、代ごとのやり方があるので分からないのですが、初期の頃は

SSH に 1 番反対する人を研究部に入れました（笑）。すごく反対してくる教員。「こんなの

受験と関係ない。」と反対していた教員を「じゃあカモン！」と入れて、「もう SSH しかな

いっす」という状態になったら出すというふうにやっていました。 

また、「やりたい人が来なさい」と部署に招き入れて、希望制にしたこともありました。

そこでやりたいことができると、また次の部署に行って、そっちで働くという感じです。 

今は割合安定しているので、新採用の教員たちがうちの部署に入ってきて、全体を動かし

たりするところで失敗したり成功したりしながら、一緒に取り組んでいく状態になってい

ます。 

 

（会場からの発言者 1１） 

話が通じる人でチームをつくってやった方が早いじゃないですか。最初に反対する人を入れ

ると大体、結果が分かるし、お互いにとってストレスなのかなと思うのですが、それのいい面と

は何だったんですか。 

 

小坂 やっぱりこれですね。何で反対しているのかが分かる、拾える。それを 1 個ずつ潰

す。その人を潰すんじゃないですよ（笑）。僕らは先生方を信じているので、生徒の成長を

促すというところは共感できると思っているんです。だから、先生方が困っていること、何

に先生がつまずいていて、1歩前へ進めないのか、というところを一緒に探していくという

ことです。他方で、教科それぞれで違う形で育ってきていたりするし、教え方も違うので、

方法で押し付けることはしないということを意識しています。こういう方向に生徒を持っ

ていきたいんだっていう目標の部分では、なんとか一致できると思っています。 
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本当にいろいろとやりました。東大、京大の先生の言うことならば聞きそうだという時代

は、東大や京大の先生を連れてきて、生徒にアドバイスしてもらったりとか、教員向けに話

してもらうとか。 

 

（スライド 20） 

 

 

これは京大の先生を呼んだ探究共同会議の最初のころの写真です。外の人たちに対して

も、「どうか本校の生徒を一緒に育ててもらえませんか」とお願いして、講師に呼んでいま

す。それもすごく効いていますね。自分たちだけじゃないんですよ。外部の人たちを、最低

年 3 回呼んで一緒に子どもたちの変容を促しましょうとお願いし、そういうマインドがあ

る人と一緒にやっているというのは、大きかったと思います。 
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７ システム、マニュアルづくりではなく教員間の対話を 

 

最後に一番力を入れてきた点を説明して終わります。 

今、私らが大事だなと思っているのは、教員はシステムをつくりがちということです。探

究システムと進路システムのセットでやれば、なんとかうまくいくと考えている。そして、

これをつくるのがみんな得意なんです。それからマニュアルをつくるんです。でも、この２

つのシステムを通しても、2～3 人は引っかからない生徒がいるんです。その 2～3人の生徒

をなんとかするには、こっちの情動の部分がどう動いているのか把握したい。把握してどう

するというところまでは行っていないんですが、どう思っているかは知りたい。 

実は、この辺りのことは、多分、今まではベテランの先生しかできなかった。教えるのが

上手な人がこの左側の部分をうまくやっていたんです。でも、それを多くの先生ができるよ

うになるには、1つは対話を重ねることだと思っています。それで、A or B じゃなくて、A

＋B＝Z になるようなコミュニケーションとはどんなものなのか。うちの学校は、「異質な

ものに対する理解と寛容の精神」というのがベースの校訓としてあるので、これを具現化す

る 1 つの方法が対話だと思っています。先ほど先生をどうやって動かすかという話もあり

ましたが、先生も人なので、ワンダーや自分の思いを潰さてしまうと主体的には動かないで

すよね。そういう先生方の湧き上がってくるものを、一緒に「これ、どうなってるんだろ

う？」「先生、そう思ってんだ！」というのを、やり取りできる職場が、創造性や多様性に

繋がっていくのだと思っています。 

 

（スライド 21） 

 

 

そこで、我々は今、p4c（philosophy for children）とか、ワールドカフェとか、対話の形

にはこだわらずさまざまな対話を導入して、その先生方に合ったやり方をやってもらえば

いいと思っています。これに関しては、生徒がすごく反応してきていて、伝統ある討論大会
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を、去年、生徒が対話の大会に変えてしまいました。 

多様な生徒全員を一人で受け止められるのはスーパー先生だとは思うんですが、スーパ

ー先生はそんなにいません。だから、多様な生徒を受け止めるためには教員も多様であって

いいと思います。その多様性で、なんかこうジグザグしたところで、うまくはまっていけば

いい。対話を通じたコミュニティの形成を、今、本校では非常に力を入れてやっているとい

う現状です。最後に校長先生、どうですか。 

 

橋本 本当に対話が多くなってきて、本校の教職員にもなるべく外に出ていってもらう機会

を持っています。何か情報を聞きつけたら、国内のいろんな先進校へ見に行っていただいた

り、あるいは海外もハワイまで研修に行ってもらったりという感じで、先生方自身が楽しん

で学んでいます。 そういう姿が生徒にも波及していると感じています。学び続ける学校文

化を形成したいという思いで、全教職員で一丸となって、また地域の方、そして保護者の方

も一緒になって学校文化をつくっているというところが、今日、話しきれなかった部分です。

詳しく知りたいことがあれば、連絡していただければ共有できると思います。今日はありが

とうございました。 
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未来を見据えた本気の学校改革 

横浜創英中学・高等学校 校長  

本間 朋弘 

 

 

はじめに 

 

私は 29年間、神奈川の県立高校におりまして、最後の 9 年間は学力進学重点校で進学実

績を上げるための体制をつくってきました。ちょうど今から 12 年前の夏の時期に、横浜創

英から 1 本の電話がありました。ミッションは明快でした。横浜創英の進学実績を上げる

ことに協力してほしいということでした。それから 11 年ちょっと過ぎて、一定の実績を上

げたと思うんです。希望する大学に合格するってことは生徒の夢の実現なので、それを支え

る責任を学校は負っています。ただ、この数年、私の中で違和感が生じ始めました。その違

和感は何かというと、 自分の頭の中で生徒と社会が繋がっていないんです。生徒を大学に

入れたら終わりで、大学に入ってから生徒はどうなって社会で活躍をしているのかという

ことについては、ほとんど関心を持ってこなかったことは反省せざるを得ないと思います。 

 

うちの助言者である植松電機の植松努さんが、中学生にこう語っていました。「人口急減

期の仕事の選択は、人の役に立つのか、社会の役に立つのか、という判断をしていれば間違

いは起きない」と。さらに加えるなら、「困難と不採算に立ち向かえ」って言ったんですね。

困難を簡単にできるように工夫をする。不採算を儲かるように工夫する。じゃあ、この困難

と不採算に立ち向かう力が今の青年にあるかって。 

この表 01が最近、よく出てくる。本当に若者は国や社会に対する課題意識が脆弱ですか? 

私は今の若者には十分な可能性があると思っています。社会課題を解決して新たな価値を

創造できる力をみんな持っている。問題があるとすれば、若者ではなくて学校ですよ。学校

が社会で必要な経験の場をカリキュラムに落とし込んでいないっていうことが 1 番の課題

なんです。 
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１ 学校改革 

①どういう人材を育てるか 

 

（スライド 1） 

 

 

アメリカの教育実践家が、 教育の本来の目的はこういう人材を育てることだって書いて
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いました（スライド 1）。うちの中学校の説明会で、小学校 6 年生の児童に「1 つでもいい

から『とんがり』を持ってる子、手を挙げて」と聞くと全員ほぼ挙げるんですよ。そして「お

父さん、お母さん、手を挙げてもらっていいですか」と聞いてもパラパラしか挙がらないで

す。40 代以上ってこういう教育を受けていない。私たちの時代って、私は 63 歳ですけど、

要は高度成長という工業化社会を基盤に今の学校教育は構築されていて、それを引きずっ

ているのが私の世代だと思うんですね。あの時に重要視されたことは何かっていうと、大量

生産を支えるために規範意識を持った標準的な子どもをつくることが学校の大きな役割で

した。その役割を果たすために一斉授業が効率的とされ、そして教える内容も指導書たるも

のをコピーして、たらい回しにしてきたわけですよ。 

私が幼少の頃に大人は子どもにみんな同じこと言っていました。「早くしろ」「ちゃんとし

ろ」「いい子にしろ」。 私はちゃんとしてるんです、毎日。でも毎日「ちゃんとしてない」

と言って怒られる。「ただひたすら覚えろ」と言われました。小学校の時に「考えろ」と言

われた経験を私は持っていないんです。 

それは、当時の産業界がそういう人材を求めていたからですよね。今は高度成長期が終わ

った成熟した社会なので、誰もが認めるが肝心の正解はありません。で、そういった時代に

求められる力というのは、たった 1 つの正解を探し出す力ではなくて、 自分の知識や経験

や技能を組み合わせて、自分なりに考えを導き出す力だと思うんです。 

昭和や平成の初めであれば、受験勉強を一生懸命がんばって一流大学に入って、定年まで

一企業に勤めるっていう選択は合理的だったと思います。でも、今後は今ある企業の多くは

なくなるだろうし、形を変えていきます。40 年前、私の学生時代に花形だった業種は今 1

つも残ってないですもんね。人口の多い時代であれば、儲かっている企業の真似をすればよ

かった。でも暖簾分けという言葉は死語になりました。今は誰もやっていないことを自分の

頭で考え、そして実行する力がなければ、この社会を生き抜くことはできません。日本の受

験制度、あと 10年でしょうね。もたないですよ。みんな分かっているからです。 

社会に出れば、偏差値とその人の社会的価値がリンクしないってことはみんな分かって

います。ちょうど 1年前の文科省の試算では、15 年後の大学の進学者が今の 63万 5,000人

から 50万になる。13 万 5,000人減ると、定員 500 人規模の私立大学 270 大学分です。とい

うことは、15 年後に今ある私立大学の 4 割は姿を消すということです（スライド 2）。とな

ると、当然、大学は優秀な人材を確保するために入試の時期を前倒しにするだけです。そし

て、入試形態が推薦に移行していくというのは誰もがわかることです。2023 年の入試で、

年内入試、推薦の入試で入学した学生が半数を超えました。これはあっという間に 6 割、7

割までいくでしょう。だって、東北大が東北大独自の AO 入試で全部の学生を入学させる

と言っているわけです。2015 年に早稲田が今から 20 年かけて推薦の合格者を 6 割に上げ

ると言っていましたが、もう 6 割です。となると、学校は教科学力と同じぐらいの比重でコ

ンピテンシー・ベースの教育活動をつくっていかないと、 子どもたちの未来が開けないと

いうことですよね。 
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（スライド 2） 

 

 

大人はもう気づいているんですよね。皆さんも分っていますよね。今の学校の画一的な学

びでは社会に通用しないとみんな分かってますよ。もっとリアルな学びをして子どもと社

会を繋げなければ、子どもの未来像は描けないってみんな分かっていますよ。みんな分かっ

ているのに動こうとしない。社会がこれだけ流動的になっているのに、学校だけが時間を止

めています。教員は変化を躊躇しています。 

それならば横浜創英が日本の教育を変えるモデルになれないかと、結構本気で我々は考

えています。正解のない時代だからこそ、自分は何が強みで、何を実践したいのか、そして

社会にどう貢献していくのか。そのことを横浜創英で発見できる教育システムをつくって

きたし、これからもつくり続けていきたいと思っています。 

 

②横浜創英の改革の指針と学校改革の最上位目標 

 

私たちが指針にしたのは、2020 年に内閣府が設置したこのワーキンググループのソサエ

ティ 5.0 の政策パッケージです。スライド 3の左側の真ん中に書いてあるように、学校で教

師が「同時に」「同一学年の児童生徒に」「同じ速度で」「同じ内容を」教えるという枠組み

では、多様な子どもたちに対応した教育は提供できない。そして、これに基づいて 2017 年

の改訂時に指針を示したわけですよね。教師主体の一斉授業から子ども主体の学びに変え、

学年を超える学び。空間も教室からどんどん外に出していきましょう。評価も一元的ではな

く、横断型あるいはタンク型に移行していきましょう。そして、教師の役割は teaching か

ら coaching へ。 
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これ（スライド 4）を、実は 2ケ月くらい前に見つけたんです。かなり感動しました。こ

れ横浜創英で全部やったじゃん。これはおかしな話で、今回の学習指導要領に組み込まれて

いるのに、どの学校もやってないってことはどういうことだ、ということが問われているわ

けなんですね。 

 

（スライド 3） 

 

 

私は最初、特例を取ろうと思っていました。でも、あえて特例を取らなかったのは、 最

初に学習指導要領の総則を読んだら、いかに弾力的に教育課程がつくれるかっていうこと

が分かった。上手にさばけばなんでもできる。あえて特例を取らなかったのは、「横浜創英

だからできるんですよ」ではなく、「どこでもできますよ」としたかった。首都圏だろうが

地方だろうが、公立だろうが私立だろうが。 
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（スライド 4） 

 

 

（スライド 5） 
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次に、学校改革の最上位目標についてです。今、我々が最終目標に置いていることはこの

2 点です（スライド 5）。 

「生徒の当事者意識を育てながら、学校運営と学びを生徒主体に移譲していく」、「リアル

な学びで生徒と社会を繋げ、社会に貢献できる人材を育成する」。この最上位目標は絶対に

ぶれません。これは戦略なんです。これに沿って全て戦術が動いています。学校運営を生徒

主体に移譲するというのは、結構、肝なのでお話しすると、学校の主人公は校長でもないし、

教員でもありません。ましてや現場から遠く離れて日常的に生徒と向き合うことがない教

育委員会でもないし、 法人事務局でもありません。主人公は生徒です。 

私は人と人との関係の橋渡しには「信じる」という行為が不可欠だと思っていて、相手が

自分を信じてくれるから、自分も相手のために生きよう、動こうと思う。そういった気持ち

がにじみ出る穏やかな環境が学校には不可欠なんです。管理する管理される、罰する罰せら

れる、という対立軸の中では、信ずるという行為は生まれません。だからうちは対立軸をな

くすために校則はゼロベースに近いものにしました。 

学校行事も全て生徒主体で運営していて、6 月に体育祭があって、実行委員長が私のとこ

ろへ来て、「校長先生どこで話されますか？」と言うから、「私は話さないよ」って言いまし

た。「私を出さないことが体育祭を成功させる上で 1 番必要なことだ」と。「最初の話も表彰

も講話も全部やればいいじゃない」と。だから体育祭の 1日は 教員は誰もマイクを握らな

かったんです。 

修学旅行も、行き先、プログラムの決定、業者とのやり取りを全部生徒がやります。今、

高校 2 年生が 442 名いるんですが、修学旅行委員がどれぐらいいると思いますか？ 大体

1 クラス 2 名で 20 人ほどになりますか。442 名でなんと 166 名が修学旅行委員なんです。

どういう学校なんでしょう（笑）。3 分の 1を超えてるじゃないですか。それで 20ぐらいの

グループができて、自分たちで行き先を決めて、プログラムを決めて、プレゼンをして、生

徒を募るんです。 

入学式もこの前、生徒に任せました。入学式の司会を生徒がやり、運営を生徒がやり、企

画を生徒がやり、新入生を迎えるにふさわしい雰囲気を子どもたちがつくってくれたなと

思います。学校の文化は教員が継承していくものではなく、生徒が継承できなければ必ず終

わります。学校の文化の継承は、子どもの言葉の成熟度によってどんどん強くなっていくな

と思います。 

人権って、人間が当たり前に生きる権利のことです。人が人として当たり前に生きる権利

のことです。もし、学校の中で 生徒が当たり前に生きることができない環境があるなら、

学校は変わってもらわなきゃいけません。子どもの権利条約を教員の 3 割が読んだことが

ないという記事が載っていて、私は相当ショックだったんですけど、あれを読むと今の学校

の矛盾が浮き彫りになります。「12 条 子どもの自由に自己の意見を表明する権利を確保」

とあります。大人は自由に意見を言ってるじゃないか。子どもにそれを認めていますか？ 

「31 条 子どもの休息、余暇についての権利」。大人は休むじゃないか。飲んだら次の日



                                      
2024/08/03 

 

 
89 

 

  

が二日酔いで年休を取るじゃない。なのになんで子どもには部活の次の日に「片付けだ、な

んだ」と来ることを強制するのか。私が言っていたことなので自戒を込めて言えば、「どう

せ無理だよ」と言って、子どもの可能性、夢、希望を摘んでいないか。協調性を第一義とし

て子どもの価値、多様性、個性を潰していないか。「起き上がれ」と叱咤して子どもの休息

を奪っていないか。 

「校則は守るもの」と論拠のないこと言って、子どもの人権とか人間性を否定していない

か。よく大人は、「今、我慢すれば、今、忍耐力をつければ必ず将来、役に立つから」と言

います。ふざけんな、でしょ、本当に。今、大事なのは、子どもにとって大事なのは「今」

であって、今この時間を生き生きと過ごすことができる学校をつくっていきたいという気

持ちは年々増していきます。 

学びを生徒主体に移譲するという視点でお話をすれば、AI の発達によって社会や学校の

あり方は大きく変わっていきます。知的労働や知識の伝達は、もう AI がやってくれる。孫

泰蔵さんが「AI が教育を陳腐化する」と言っています。それはそうですよね。ChatGPT を

使えば小学生でも大学に受かる。その知識の伝達だけに注力する 12 年間にどういう意味が

あるんですか、ということですよね。でも AI には解決できない社会課題があります。これ

からの学校は、知識伝達と課題解決の部分を明確にしていく必要があります。 

工藤勇一さん（横浜創英中学・高等学校前校長）はこう言っています。「日本の探究型の

学習は総学の時間でアクセル踏むけども、それは 10 パーセントにしか過ぎない」と。「残り

の 90 パーセントは教科の一斉授業でブレーキを踏んでいる。これ全部 100 パーセントにな

らしていこう」と。 

 

③カリキュラム改革：自由選択制の大幅な拡大 

 

（スライド 6） 
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それで、我々が考えた新しいカリキュラムの柱がこの 2 点です（スライド 6）。①自由選

択制の大幅な拡大、②学年制を柔軟に運用。要は、学びを生徒主体に移譲するということと、

社会と生徒を繋げるということをカリキュラムに具現化するには、私はこれしかないと思

ったんです。 

 

（スライド 7） 

 

 

1 つ目に関しては、必修科目は最低限にして、カリキュラムの大半を自由選択科目で組も

うと思っています。学びを生徒主体に委譲するっていう最上位目標があるので、選択する自

由が与えられなければ、生徒の主体性は育ちません。我々は全校生徒が 1,600名いれば 1,600

通りの時間割りをつくると言い続けてきて、メディアもこのことを盛んに言います。「でき

るわけないじゃん」と言われます。でも、その「できない」からスタートしますか？ 生徒

の興味、関心、知の方向性は全員違うんだから、そういうシステムをつくるのは学校の役割

だと思います。 
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④カリキュラム改革：学年制を柔軟に運用 

 

（スライド 8） 

 

 

学年制を柔軟に運用するということについてです。社会に出れば同一の年齢の人とだけ

仕事をするわけではありません。学校だけですよね。だから、学校も同一学年で授業展開す

る必要はないんじゃないか。中学校 1 年生で英検 2 級持っている子が、なんで教科書の順

番通りにアルファベットからやらなきゃいけないんだ。高校の授業に飛ばすだけの話です。

高校 1 年生で英検 1 級を持って入ってきたら、多分英語の教員より力はあると思います。

その子は英語の授業を 3年間、高校で受ける必要ありますか。ないですよね。ならば、自分

の英語スキルを使って研究をし、社会に向けて発信するなら、高校 3 年間の英語の単位は

認める。大胆にカリキュラム改革をするには履修主義を飛ばして修得主義に切り替えるし

かないんです。 

履修要件は出席の 3 分の 2 というじゃないですか。でもどこにも書いてありませんから

ね。 教員が子どもをコントロール下に置くために決めた勝手な履修要件です。飛ばしちゃ

いいだけの話なんですね。 
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（スライド 9） 

 

 

スライド 9 についてです。今、中学校の英語の 5 単位のうち 2 単位は次のように回して

います。A 教室は教員が教える部屋で、定期テストもないんですね。単元テストでやってい

るんですが、今月の単元テストの内容が現在完了であれば、現在完了を教わりたい生徒はこ

の部屋に来ます。 

B 教室は対話して学ぶ部屋で、コミュニケーションとかスピーキングといった相手が必

要な部屋です。C 教室で学ぶのは、もう放っておいてかまわない生徒。教材はなんでもいい。

塾の教材でもいいし、生徒は自分ひとりで学ぶ。D 教室にはベルリッツとマインクラフト

の民間を入れています。 

これは学びの主体性への転換かなと思います。毎回、場所を変えて構いません。1 時間の

間でも場所を変えて構いません。よく教員は小集団とか習熟度別を個別最適な学びと言う

けれど、 だってそれは教員が分けているんでしょ。そして、分けた生徒を対象に教材を与

えているのは教員だよね。個別最適な学びというのは、子ども自身が学び方を選択するとい

うことだと思うんです。これを来年度、全ての教科に移行していこうと思います。 

「学年を壊す」ということに関しては、1年前期は必履修科目が並んでいるのでクラスの

時間、3 年後期も当然、受験に絡むところなので、これも 3年独自の時間割。でも 1 年後期

と 2年後期、2 年前期と 3 年前期は学年壊せばいいんです。1 年後期はまだ必履修が半分ぐ

らい入ってくるので、今回は踏み切れませんでしたが、2 年と 3年の前期の科目は 2年 3 年

という学年がありません。前期という科目で自由に取ってください、となっています。 

教育課程は科目の内容の配列です。カリキュラムは学校の目標に応じた教育活動全般で

す。実はコアの教育課程より外堀を埋める方が結構大事で、さっきの学年を壊すとか教科横

断とかという理念は、外堀の方がやりやすいんです。 
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⑤社会と繋がる活動 

 

「社会に繋がる活動」（スライド 10）に関しては、ここで詳しくは説明できませんが、1

つ言えば、トップランナーたちとの連携があります。今 40 人ぐらいの世界の一線で活躍し

ている講演者がいて、中 1 の 1 年間は彼らの言葉のシャワーを浴びます。中 2 でテーマを

決めて、中間報告を繰り返しながら高 2 年で社会に発信していく。 

 

（スライド 10） 

 

 

「コラボレーションウィーク」は今度 9 月にやるので、この会場にも来られる方が何人

かいると思うんですけど、高 1、高 2の異学年でやる合教科授業です。1週間授業を潰せる

かどうかという覚悟があるかどうかだけの話なんですが。 

「高大連携」は多分 1 番、今のうちのあり様を理解できるんではないかと思うのでお話

しすると、今、9大学と高大連携協定を結んでいて、この夏に 2 大学の学長と会うんですが、

将来的には 20 大学にまでは拡大できるかなと思っています。偏差値とか指定校推薦は関係

ないです。我々と同じように実学的な視点で探究活動をやる大学、産業能率大学はまさにそ

うなんです。で、新しいカリキュラムでは、高 3 は必履修は 1つもありません。体育を除け

ば全部自由選択です。その時間を利用して、朝からでもいいし、午後からでもいいんですが、

大学の時間ともバランス取らなきゃいけないんで、そこだけちょっと大変なんですけど、

「どうぞ勝手に大学に行って探究型授業を受けてらっしゃい」と。その大学で履修したこと

を高校の単位として認めてあげます、と。 

だから、高校の卒業に必要な修得単位は 74 単位ですが、高 2 までに 60 単位取れば、残

り 14 単位は 1 度も学校に来なくていいか、履修主義は関係ないので 14 単位を高校で取る

のか大学で取るのかは、どうぞ自分たちで選択してくださいっていうことです。今は生徒に
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は各大学が提供する集中講座に参加をしてもらっています。 

私たちは生徒に社会をデザインしてほしいと思っています。多くは、学校というのは学校

の枠組みの中で完結しなきゃいけないと思っていますし、教員もそうしなきゃいけないと

思っています。でも、中学校、高校の段階から社会との接点を持たなければ、 子どもたち

は社会をデザインすることはできません。学校を軸として生徒を社会に解き放す。そのシス

テムをどんどん広げていきたいと思っています。 

 

⑥学校改革は満点を求めず、思いつきからスタート 

 

学び方改革や学校改革は思いつきからやればいいんですね。完璧に 100 点満点からスタ

ートしようとするとスピードが鈍いんです。大体、満点からスタートするとあとは減点され

るだけなので、 子どもも教員も疲弊するんです。私は、51 点からスタートすればいいと言

っています。51 点からスタートして、みんなの力で加算していけば、どうせ 100 点なんか

いかないんだから。51 点から 60点になるだけでもいいよって。 

 

（スライド 11） 

 

 

カリキュラムマネジメントは、つくって動かして修正をするという繰り返しです。ただ、

今回のカリキュラム改革は単なるスタートにしか過ぎないので、あとは先生方がまたいろ

いろと修正を加えていくだろうと思います。この前の 6 月に中 1 に私が 100 分授業をやっ

たんです。そこで最後にこう言いました。「人生は自分の景色の大きさに比例するんだよね。

小さな景色しか描けない人は、その景色の範囲内の人生しか歩めない。人生で描く景色はで

きるだけ大きい方がいい。君たちが大きい景色を描く、その礎をつくる。それが我々の仕事

だよ」と。 

よく大人は、「社会が変わらなければ学校は変わらない」と言うけれども、でもせめて私
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たちは「学校が変われば社会も変わる」と信じていいんじゃないかと思うんですよ。大人で

も自分 1人の力で大きな変化を生むことはできません。でも、1人ひとりの小さな変化は小

さな変容を生み、そしてその蓄積が必ず大きな変化を生んでいくと思うんです。私は子ども

たちを信じています。子どもたち 1 人ひとりの小さな変容、変化が必ず社会を変える。大き

なうねりになる。もっと言えば、社会を変えることができるのは学校以外は変えられません。

それぐらいの軸を持って今、改革に取り組んでいるところです。 

 

２ 働き方改革 

①働き方改革は学校改革の手段 

 

残り 20分で、働き方改革の話をしたいと思います。 

教育の現場というのは、教職を仕事に選んだ人たちが教師という役割を通して生徒と一

緒に成長する場であって、そしてその営みが社会への貢献につながっていく。こんな崇高な

場所はないと思うんです。生徒には希望を持って確かな未来を築いてほしいと思います。 

 

（スライド 12） 

 

 

希望というのは、言葉を変えて言えば、人のため、社会のため、もっと言えば自分自身の

ために崇高な理想を持ち続けるということです。希望を持って確かな未来を築くためには、

居場所とやりがいを持つということだと思うんです。自分が学んでいる学校は自分にとっ

て安心できる居場所であり、そして自分が学んでいる学校でやりがいを持って取り組んだ

ことが社会に繋がっていく。そういう学びをつくっていきたい。学校が生徒の未来に向けた

道標の場所であるならば、教師の仕事もまた未来に向けて希望の持てる環境に変わらなく

てはいけません。 

私は、学校改革は働き方改革とセットでないと成立しないと思っています。負担が増える
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改革は必ず失敗します。スタートの時に私は職員にこう言ったんですよ。「我々の仕事の忙

しさが是正をされないのは人のせいではない。学校が組織として持っている仕事量が多い

ことが理由だから、人を責めることなく組織としての仕事量を減らしていこう」と。これを

本当に 1 年でやったんですよ。3 年前までは 6 時 7 時までほとんどの教師が残っていると

いう状態でした。 

こうも言いました。「教員は働きがいをつくるのは上手だけど、生き甲斐をつくるのはち

ょっと不得手だよね。働くことのやりがいと、ゆとりから生まれる生き甲斐、その両方が共

存するような職場をつくっていこう」と言ったのは 2 年半、もう 3 年ぐらい前ですかね。

2021 年 6 月に私は働き方改革プラン 6000 字を超えるものをまとめました。その最後のと

ころでこう書きました。最後のところですが、「改革とは、従来の前例や慣心を捨てて、ま

っさらの状態から新しい価値を生み出すことである。これから実現しようとする『働き方改

革』は、文字通り改善ではなく、改革ではあるが、本来の目的ではなく手段に過ぎない。そ

の先に本来の目的がある」と。 

 

（スライド 13） 

 

 

「働き方改革」のテーマで講演してくれと言われることが結構、多いんですよ。でも私は

「やりません」と言います。なぜならば、働き方改革は目的ではなく手段なので、働き方改

革の先に学校を変えたいという本来の学校改革という目的がある。その目的を達成するた

めには、教員のゆとりと能力が必要なんでしょ。そのための働き方改革ですよね。その先の

本来の目的がないところで語ったって意味がないので断ります。 

今、うちの学校改革が円滑に進んでいるのは、手段としての働き方改革はもうすでに終わ

っているからです。このカリキュラム改革を全て教員の負担を減らすためにやっていると

分かっているんですよ。ゆとりを持って働くということは、どういう変化を生むのかという

ことを分かっています。 
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②組織改善と組織マネジメント、それぞれの 3 つのポイント 

 

（スライド 14） 

 

 

組織改善のポイントは 3つしかなくて、「①最上目標を妨げている活動はないか」、「②目

標を見失った活動はないか」、「③非効率、無駄な活動はないか」です。それを吟味して、大

胆にやめて減らして、価値のあるものだけ残して精度を上げていく。中教審が示したこれら、

「登下校の立ち番」「家庭訪問」「地域清掃ボランティア」「休み時間の見回り」「教員が現金

を扱うこと」「帰りの SHR」「清掃は生徒の自主性に移譲」は中教審がやめろと言っている

んだから、やめたらいいんです。  

教師と医者が 1 番面倒くさくて、「教師は生徒のため、医者は患者のためという崇高な理

想があるので、長時間労働は当たり前だ」と言います。でも、生徒のためと言っている限り、

私たちの長時間労働がなくなることはありません。 

私たちは生徒の未来に向けた道標を築く仕事ではあるけれども、生徒に未来永劫、寄り添

うことはありません。どこかで生徒を手放すんです。もっと言えば、家族を愛する以上に生

徒を愛するなんてこともあり得ません。 

もし、家族以上に生徒を大事にしてるという教員がいるなら、部活をやってる人によくい

ると思うんですが、生徒に依存している自分の生き方にこそ気づくべきです。まず家に帰っ

て家族を本当に愛することができる人間だから、生徒を愛することができるんだと思うん

ですね。 
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（スライド 15） 

 

 

次に組織マネジメントのポイントはこの 3 つで、この 3 つ（スライド 15）に沿ってうち

の働き方改革の具体をお話ししたいと思います。 

まず 1 つ目の①「責任と権限の所在を明確にする」に関してはトップの役割が重要で、管

理職には限りません。分掌部長、学年主任、小さなグループのトップ全てです。このトップ

が戦略を構築して語ることができなければ、改革を共有するなんてことはできません。 

 

（スライド 16） 

 

 

戦略というのは、時代や社会の潮流を読んだ明確な方向性なので、これをトップが構築で

きなくて、変革もくそもないんですよね。戦略を共有できたら、そこに至るまでの戦術や方

法論は組織に委ねます。戦略の真逆を行っていたら「待った」をかけるけれども、沿ってい

ればノーということはありません。さっきの最終目標の学校改革はこれに沿って動いてい
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る。私は、校長だった 4か月で 1度も「待った」をかけたことはありません。任期何年とは

言えませんが、おそらくその間に私は多分、「待った」と言わないと思います。それだけ私

はしっかりと戦略を語って構築して語って、職員には落としていると思っています。あとは

トップがこの戦略は断固実行するという強さと、最後は自分が責任を取るという覚悟を持

って「責任は俺が取る」と言えるかどうかだけの話です。一流と一流半の違いは何かってい

うと、一流半の人は自分がリーダーのときは一生懸命やるけれども、フォロワーのときは手

を抜くんですね。でも本当の一流はリーダーのときもフォロワーのときも手は抜きません。

うちはトップダウンで物事が決まっていると思われがちですが、90 パーセンはボトムアッ

プです。 

カリキュラム改革の「学び方改革プロジェクトチーム」というのがあって、30 代から 40

代の 17人のミドルエイジがカリキュラムを動かしています。いいフォロワーになったなと

思います。いつでも彼らがいいリーダーとしてこの学校を検証していくんだなと。この継承

力はやっぱり私立の強みですよね。 

 

（スライド 17） 

 

 

次に②の「組織運営の効率化」に関しては、分掌の再編を 2 か月やりました。大体、分掌

の再編に 1 年 2 年かかるのは利益主義だからですよね。でも、負担を軽減するためにやる

ので 2 か月で終わりました。副部長の 30代に全部やらせました。つまり、彼らは自分の分

掌のことはわかるけども、他の分掌のことはわかりません。分掌再編は全ての分掌の業務を

頭の中に入れなければできない。委員会も、17 あった委員会のうち、この「衛生委員会」

と「いじめ防止対策委員会」の 2 つを除いて全部やめました。多いから廃止するんですよ

ね、意味のないものを。調査書委員会とか落とし物委員会って一体何の意味があるんでしょ

う。 
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校務運営委員会からは学年主任を外しました。役割が違うからです。分掌のトップはマネ

ジメントだけど、学年主任は生徒支援なんで、方向性が違う。学年主任は今、生徒支援協議

で力を発揮してもらっています。これも毎週やっていたのを月 1 回に変えました。会議が

変わったということが、実は働き方改革の肝です。これはどこでもやれるので、結構、あち

こちで喋っていて、これをやってくれた学校が結構あって、会議は感覚的にものを言う場所

ではなくて、論理的に結論を出す場ですよね。感覚的に会議をやるのは教員だけですよね。

終わっているのに最後になってかっこつけて「はい、質問」とかがあったりする。「何、そ

の質問って？」。 

効率化の視点で職員会議を説明します。これを移行するのに議題をこう分けたんです。

「伝達・報告事項」と「共有」「合意」に、事項に分けました（スライド 18）。「伝達・報告

事項」は資料の提示のみにとどめて、読み上げもしません。読み上げほど時間のロスはない。

googleに上がっているので読んどいてくれというだけです。ただ、読んでわかるように、資

料の精度を上げる。「共有事項」は分掌の原案は尊重されるのですが、一応、共有を図るべ

き必要があるものが共有事項です。まあ、あまりないです。 

「合意事項」は各分掌が新しく出すもの、あるいは変えるもの、つまり対立、ハレーショ

ンがある程度予想できるの。これについてはしっかり議論して合意形成をした上で進んで

いこうと。 

 

（スライド 18） 

 

 

そして、職員会議の出席者のルールです（スライド 19）が、職員会議までに必ず資料に

目を通し、会議内容を把握して会議に臨む、としました。全体で合意・共有する必要がある

提案については考えをまとめてから会議に臨む。つまり、対案とか修正案を出すならば、論

拠をもってしっかりものを言えと。2年間で対案、修正案を出した人は 1人もいない。いか

に感覚的なものっていうか、分掌の提案自体はしっかりしているってこともあると思うん
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ですが、この 2 年間で会議が 15分を超えたことは 1 度もありません。4月から職員会議を

1 回もやっていません。共有と合意事項がなければ会議は流すので、2022 年と 2023 年で会

議をやったのは 7回だけです。 

当然、分掌の原案は尊重されるので、管理職の決裁はありません。提案者だけが前に座り、

管理職も平場にいます。 

会議で大切なことは、みなで意思決定をして、意思決定したことをみんなで実行していく

ということだと思うんですね。 

自分の考えとは少し違うかもしれないけど、会議で決まったことは皆と共同しながら進

めていく。管理職を批判するための会議とか、対立を生むための会議とか、そういった土壌

は今の横浜創英にはありません。 

 

（スライド 19） 

 

 

次に③の「働き方改革の持続」の面から言うと、現状の課題を全て出す作業をした上で、

最大の課題は完全週休 2 日制が確立していないということでした。公立との差異を出す場

合に土曜日の授業を止められないんです。でも、土曜日が半ドンである限り、私たちは 1日

半しか休めない。これを変えるために土曜日を 1 日勤務にしました。生徒は半ドンだけど

土曜日は 1 日勤務なので、午後の部活は勤務に入れたということです。今うちの勤務は月

曜日から土曜まで 1 日勤務で 7 時間半、4 時半終わり。シフト制です。火曜日と金曜日が全

員出勤で、あとは希望に沿って月日、水日、木日、土日が休みの人、週末に部活が入る人は

大抵、月曜日を所定休日にして休むので、 教員も休むけども生徒も当然休むっていう形に

なりますよね。このシフトを組んだ時に不安の吐露は結構ありました。本当に 4 分の 1 に



                                      
2024/08/03 

 

 
102 

 

  

なって仕事が回るんですか。「回ります！」。教員の仕事なんてそんなもんなんです。 

ただ、どういう変化が生まれたかというと、平日、自分がいない分、人に支えてもらって

いるので、「じゃあ私も同じように人を支えよう」という、そういう雰囲気が強くなってい

ます。「連携が取れるんですか」と言うけど、常にGoogle や Slack でやってるし、学年ので

かいホワイトボードがあって、そこに生徒のことをイニシャルで書いて連携を進めていま

す。 

 

③教師はそれぞれの秀でたところを活かしあおう 

 

（スライド 20） 

 

 

もう 2年前になりますが、卒業式が終わって工藤さんと 1時間か 2時間話している時に、 

彼はこう言ったんです。「本間さん、自分の強みとか好きなことと仕事が繋がるってことは

ないんだろうけど、でもそれが繋がったらこんな幸せなことはないよね。横浜創英の教員は

そういう環境に置きたい」と。これからの教員は、自分の強みとか好きなことを活かした仕

事をすればいいと思うんです。授業力に秀でた人、探究活動に秀でた人、部活を生き甲斐に

感じている人、常識に強い人、トラブル対応に強い人、それぞれの強みをそれぞれが認めて

あげる職場でありたい。これを、全てのことを完璧にオールマイティーにやることを求める

と教員はやってられません。 

味の素さんとサイボウズさんとが働き方改革でいろんなやり取りをして、味の素の方が

こう言っていて、「平日の労働者の労働区分っていうのは朝、昼、夜の 3区分しかない、だ

から苦しいんだ」と。「もし本当に 4時半に帰る風土ができたら、夕方っていう新たな区分

ができて、そこでいろんなことに時間を使えるでしょ」と。横浜創英は 16時半になると職

員は半分はいないんです。うちのルールは「お先に失礼します」と言わないことです。そっ

と出ていきなさい。管理職の後ろに、誰が連休で休むなんていうのも一切ない。私も本当、
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誰がいて誰がいないのかよく分かりません。 

なんでこういう風土に変わっていったかというと、私立の教員なので労基法なんですね。

地方公務員法でも公務員特例法でもありません。例えば労基法上の時間外労働が月 45時間

を超えた場合は、労基法では罰則規定なんです。4 時半勤務終了で、6時半までいると 2時

間オーバーです。月の平日の労働日数って 21 日なんで、毎日 2 時間残っていると 42 時間

なんですよ。45時間に近づくので、最初に決めた退勤のゴールは 6時半でした。 

勤怠管理の仕組みを導入したこともおおきいです。自分で自分の労働時間を把握できる

ので。しかも、45 時間の時間外労働が近づいてくるとアラームが鳴るっていう、とてもい

やらしい優れもんです。45 時間を超えた教員は 2年 3 か月で 1 人もいません。多分超える

ことは今後もないと思います。 

最後に、学校ってそもそも時間の管理がしっかりしている場所です。朝のホームルームか

ら帰りのホームルームまで時間通りに動いている。でも、それって 15時までなんです。放

課後になると、明日やれることは明日に回せばいいのに、明日やれることでも今日やっちゃ

おうってなっている。放課後になるとみんな特急電車に乗り込む。その特急電車は 17時に

終点に着かなきゃいけないのに、19 時になっても 20時になっても着くことができない。そ

ろそろ特急電車から降りませんか。私たちは各駅停車に乗っていれば、のどかな景色を見る

ことができるし、疲れたら降りてホームのベンチで休んで、次の各駅停車に乗り換えること

をすればいいと思うんです。働き方改革の大前提はここだと思っていて、教員が学校以外の

居場所をつくるということだと思うんです。ライフワークバランスという言葉は、まだ仕事

に重きを置きすぎています。仕事の充実感、人生の余暇の充実感、それが両方とも備わって

いて、それが互いに影響を与え合っていくライフワークミックスに転換をしない限りは、学

校が好きな人がいっぱいいるので、なかなか収まっていかない。 

大人は 3度、自分の生き方を変えます。1 回目は自分の自立のために。2 回目は自分の子

ども、あるいは社会の子どもたちのために。そして、最後が、私も 64歳になりますが、ま

さに今の自分がそうで、人生の最終章に向けた自分自身の可能性を探すために、です。もう

私は、ジャンプをするような可能性を追い求めることはできないと思うんです。でも、背伸

びぐらいの可能性はいつも追っていきたいと思います。だから、この背伸びの可能性を追い

求めたことによって、今日、こういう場でお話をすることもできるし、皆さんともお会いで

きるんだなと思っています。とても話しやすい、温かい場をつくってくださってありがとう

ございます。 
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セッション４ 授業実践＆報告  D  探究  

 

 

 

 

 

 

福岡県立ありあけ新世高等学校 主幹教諭 

  

前川 修一先生 

 

全員が「探究」する学校をめざして 

～定時制から世界を変える！～ 

 

 

 

はじめに  

１ チェックイン 

２ 福岡県立ありあけ新世高校とは ①～⑦ 

３ １年生 探究の種をまく    ①～③ 

４ ２年生 中間発表に向けて   ①～③ 

５ ３年生  中間発表に向けて   ①～③ 

６ ４年生「総探」最終発表 

７ 総探は何のために 

８ チェックアウト 
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全員が「探究」する学校をめざして 

～定時制から世界を変える！～ 

 

福岡県立ありあけ新世高等学校 主幹教諭 

前川 修一 

 

 

はじめに 

 

福岡県立ありあけ新世高校の前川と申します。よろしくお願いいたします。このセッショ

ンの目的と目標は、どうしたら全員が参加できる探究の学びの場ができるかということと、

それから学び合える授業や学校を共につくるためにはどうしたらいいかということを、定

時制の事例を 1 つの例として考えていただければと思います。  

この時間と言っても 70 分しかありませんので、到達目標としては、自分の言葉で語る探

究発表の面白さ、これを先生方に体験していただきたい。それから、生徒のモチベーション

の喚起と維持向上についての方策を挙げる、 それから、外部リソースを効果的に使うため

にはどうしたらいいかということ、そして探究における深い学びへの誘い方を構想してい

ただければと思います。  

 

（スライド 1）  
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自己紹介です。私は、実は私立学校に 24年間務めておりました。2019 年から公立高校

に行きまして、福岡県立ありあけ新世高校の定時制課程にて 5年間務めました。そして 1 年

目になんと閉課程が県から発表されて、最後の学年を 1 年生から 4 年生まで担任をした、 

こういうことです。今年 4 月から全日制の方に変わって、内容はやや違うんですけども、全

日制の総合学科の方で主幹教員をしていて、探究の設計等に関わっています。 

 

（スライド 2） 

 

 

著作は、『KP 法実践』とかいろいろありますが、一番は歴史教育関連です。それから、石

井英真先生のご本の『真正の学び、授業の深み』にも書かせていただいております。今年は

4 月に『シリーズ学びとビーング』の 4 巻目、この中の「学び続ける教師のあり方とは」と

いうところで書いています。初めてこれまでの 5 年間の取り組み、特に定時制の生徒たち

と向き合ったことを文章にしておりますので、 もしよろしければどこかで読んでいただけ

ればと思います。そして、今年の 12月に『歴史教育「再」入門』の続編として『歴史教育

「新」入門』が出る予定です。これらは日本史探究、世界史探究を視野に入れて授業を構想

してみましょうという本です。 
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（スライド 3） 

 

（スライド 4） 

 

 

１ チェックイン 

 

それでは、テーブルに白い紙があります。これを 4 つ折りにしていただいて、右上に今の

気持ちを簡単に書いてください。2番目は今朝、何を食べてきたか。食べてなければ無いと

いうことですね。3番目で、定時制高校といえばどんなイメージでしょうか。こんな生徒が

いるんじゃないかとか、学校のイメージはこんな感じなのじゃないかと言うことを書いて

ください。そして 4 番目は、探究活動にみんなが参加するための仕掛けを先生方の学校で
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やった実践、あるいは成功した実践について書いていただけると結構です。時間がないので、

1～2 分ずつでお願いいたします。 

（スライド 5） 

 

 

はい、では今からグループで共有をしていただきます。それでは班の中で私に 1 番近い

方、手を挙げていただいてよろしいでしょうか。では、その方から時計回り、できれば 1分

間ほどで書いたものを他の 3 名あるいは 4 名の先生方に見せながら、意見を共有していた

だきたいと思います。では、よろしくお願いします。 

 

＜会場 グループワーク＞ 

各テーブルを回って定時制高校のイメージについてこんなのが目につきました。例えば、

学力が低い子が集まっているとか、多様すぎる生徒がいる。それから不登校。今の傾向は、

どちらかというと不登校が多いです。昔はやんちゃで手がつけられない子が親から言われ

て行く学校であったり、経済的に困窮していて、働かないといけないっていう子が来ていま

した。ところが、今は精神疾患であるとか、ちょっと心の中に病を持っているとか、いろん

な理由で発達障害であるとか、それから LGBTQの当事者もいました。他には、20歳ぐら

いになる子なんですけれども、他の学校に行っていて、すごいいじめを受けて入り直してき

た子もいました。あるいは、他の高校で法に触れることをしてしまい退学に追いこまれ、心

機一転高校に再入学してきた子もいました。そういう背景にさまざまなバックグラウンド

をもつ子たちがたくさん集まって、本当に多様すぎるクラスの担任をさせていただきまし

た。 
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２ 福岡県立ありあけ新世高校とは 

 

（スライド 6） 

 

 

本校は 21 年前にできた比較的新しい学校で、校訓は「自律・自彊・飛躍」です。でも、

私が最も気に入っているのは校是で、「新世生よ 人生のプロデューサーたれ！」です。これ

が正面玄関のすぐ脇に碑となっていて、毎日登校する生徒に語りかけています。ですから、

自分の人生は自分でプロデュースできる、そういう生徒を育てたいと思って教育活動をや

ってきました。 

 

① 令和 5年の教育目標 

 

「全員が探究する学校づくり」がテーマですが、令和 5 年度の教育目標としては、①「生

活習慣」を確立すること、学校が居場所になってもらいたいから ②「人権感覚」を養って

もらいたい、③「基礎的な学力」は取り戻してもらいたい、④「主体的に物事を判断」でき

る場をつくるということと「キャリア教育の推進」、そして閉課程ですから、⑤君たちは最

後の卒業生として胸を張って社会に出ていってもらいたいということ。これら 5 つを目標

に掲げておりました。 

 

 

 

 

 

 



                                      
2024/08/03 

 

 
110 

 

  

（スライド 7） 

 

 

②スイッチオン AST！ 

 

生徒の特徴なんですが、年齢、入学の目的、学力は多様です。多くの場合というか、ほと

んどの子が不登校を経験しています。中学校にはほとんど行ってない。それから、小学校の

高学年からもう全然、行ってないという生徒もおります。性質として共通するのは、「自ら

に限界をつくりがち」、「自己肯定感、有用感が低い」、「特別な支援を必要とする」ことなど

です。だからこそ、育てたい生徒像としては「全てに主体性を発揮する生徒」、「他者との協

働ができる生徒」、「社会に積極的に関わる生徒」。これを育てたかったわけです。 

私の前の教務主任が 60 代半ばの再任用の先生でしたけれども、「スイッチオン！ AST 

(Ariake SHINSEI TEIJI)」という、「ありあけ新世定時よ、スイッチを入れよう」というス

ローガンをつくりました。そして、とにかく ICT とアナログのハイブリッドで、学びの個

別化、協働化、プロジェクト化をいっぺんに進めていく。これをやってきました。 

これは友人でもある熊本大学の苫野一徳さんが（教育哲学者）『教育の力』という著書の

中で言ってることでもありますので、彼に電話を 1 本かけました。「使わせてもらってもい

いか？」と（笑）もちろん彼は快諾してくれました。今、個別最適な学びということが言わ

れていますが、同じ意味としての「学びの個別化」です。それから、協働は対話的にやると

いうことですね。そして、プロジェクトを 1 つかぶせるということを一緒に進めていこう

というのが頭にあったわけです。 

それからもう 1 つは、劇作家・演出家の平田オリザさんに 熊本のアクティブ・ラーニン

グ型授業研究会に来ていただいて、STEAM 教育や学びのモチベーションということと、伝

えたいという気持ちを持たせる教育をしてもらいたいという話をしていただきました。こ
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れが私には非常に響いたんですね。伝える技術を教えることも大事です。大事ですけれども、

伝えたいという気持ちを生徒たちが自然に抱く教育をしてほしい。ここを重点的にやって

きたところであります。 

 

（スライド 8） 

 

 

（スライド 9） 
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③ 学びの個別化 

 

学びの個別化についてですが、生徒たちは本当に小中学校に行っていませんので、 個別

化せざるを得ないんです。ですから、リメディアルという意味では、個別に、丁寧に個別に

やりました。スライドには数学を教えている教務主任の先生の姿が出ていますけれども、中

学校の教科書を使って問題を解かせたり、それからタブレットによる個人学習ということ

もやってきました。  

 

（スライド 10） 

 

それから定時制の子たちは昼間に働いていますので、なかなか学校に来る時間がござい

ません。それで、ちょうどコロナの時期だったものですから、オンラインを活用しました。

ただ、1 コマが 45 分しかないので、リフレクション・フォームを使ってのリフレクション

ができません。だから、授業が終わった日の夜の 12時ぐらいまでに 、5問ぐらいのリフレ

クションクイズをつくっておいて、それを「家で解いてきなさい」というようなことをやっ

ておりました。オンデマンド型の授業も合わせて行っていたというところです。  

 

④ 学びの協同化 

 

学びの協同化については、アクティブ・ラーニング型授業を推進していきました。スライ

ド 11 は私の日本史授業ですが、「開化因循興廃鏡」という絵を使っています。これは文明開

化の時に外国からいろんな品物が入ってきて、日本の品物が駆逐、価値が崩されるわけです。

その時の喧嘩を描いた絵ですが、答えを伏せておいて、何と何が戦っているのかをグループ

で調べさせます。スライド 11 はそういうことをやっている 1 コマです。 
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（スライド 11） 

 

それから、Quizlet というアプリがありますが、テスト前なんかに語句を一問一答のクイ

ズでみんなで共有しました。定着させるために、あえてグループ化してグループで、タイム

トライアルで競わせるということです。これはとても盛り上がります。Quizlet のライブと

いうのは、3 人とか 4 人とかのグループで協力し合わないと点数が出てきませんので、 言

わば対話をするためのギプスみたいなものですね。もう協力せざるを得ない。で、「声かけ

合ってね！」っていう声かけをしていきます。 

 

（スライド 12） 
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⑤ 哲学カフェ 

 

それから、哲学カフェ。これは筑波大学人文社会学系の准教授の五十嵐沙千子さんを招き、

大学院生が触媒となって対話のきっかけをつくるというイベントも、ほぼ毎年やりました。    

（スライド 13，14）。  

 

（スライド 13） 

 

先生方もびっくりされていましたけど、場面緘黙症に近い子がいたんですね。一番最後に

全員の前で立って、全員に向かって自分の意見を言ったんですよ。「あの子がしゃべった！」

と、もうこれはですね、ほんとに感激でした。ですから、対話の場をうまくつくって、そこ

に問いをかぶせていくと、生徒たちは自分たちの心を開いて言葉にするっていうことなん

です。次第に緊張がほぐれて、顔色がだんだん変わっていきます。場が温まっていきます。

そして、問いに対する答えを自分事として考えてく。そういう訓練になりました。 
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（スライド 14） 

 

2021 年度の 2 年生の時には、コロナ禍のためオンラインで開催することにしました。「友

達とは何か？」というテーマでやりました。  

 最初に動画をつくっておきます。先生方だけで「友達とは何か？」を語っていただく 5分

ぐらいの動画です。それから、生徒会の代表たちが語っている「友達とは何か？」の動画。

これを全体の場でみんなに比較してもらう。そうすると、同じ友達でも 世代間によって捉

え方が違ってくるわけですね。コロナ禍でしたので、その後は各ブースに分かれて、4 人ぐ

らいの小グループでメインファシリテーターとオンラインで繋ぎながら、意見とか質問を

投影していくということをやりました。 

まずは、友達、知り合い、仲間の違いを分けていきます。「知り合い」はただ知っている

人。「仲間」は頼ってよくて、共通の目的があって、何かを一緒にやっている人。「友達」と

いうのは、その中間じゃないか、みたいなところでうまく収斂するかと思ったんですが、そ

こで外部識者の五十嵐さんが「じゃあ『戦友』という言葉がありますね。皆さんこれは友達

でしょうか？」と一言あったので、場の雰囲気がガラッと変わりました。それまで非常に穏

やかに、なんていうかな、温かく議論が終わるのかと思ったら、みんなすごく真剣に考え始

めた。そういうことを 1年生、2年生とやっていったわけです。 

 

⑥ 学びのプロジェクト化 

 

学びのプロジェクト化の第１歩としては、「総合的な探究の時間」を活用して、マシュマ

ロ・パスタタワーをチームで工夫して、一番の高さを競うということをやりました（スライ

ド 15）。材料はマシュマロとパスタだけですので、個別の知識と対話の両方を必要とします。

数学的なことを考える子は、いろいろと考えながら土台をつくってやっていきます。こうい

うことをやってきました。 
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（スライド 15） 

 

 

 

それから、臨床美術という、あまり聞き慣れないかもしれませんが、臨床美術士という方

がいらっしゃいまして、これはパステル画なんですけれども、文化祭の時にみんなで宇宙の

パステル画を描いて、それを対話的に鑑賞するというプロジェクトです（スライド 16）。最

後に、できた作品をホワイトボードに貼ってみんなで鑑賞しました。こういうことを丁寧に

丁寧にやっていったわけです。写真の子は ADHDの特性を持っていますが、集中して創作

しておりました。 

 

（スライド 16） 
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そして次に、「ともしび祭」（スライド 17）というのは文化祭ですが、これも学年を縦割

りにして、みんなで協力して何かやってみようということで、生徒が企画したさまざまなパ

フォーマンスをちょっとやってみました。 

私たち教員も負けていられませんので、職員研修も対話的にやらなければいけない。私た

ちがやることは生徒たちに再帰するということで、私たちのマインドセットをもう 1 回学

び直しましょうということでやりました。 

そして、やはりこの学びのプロジェクト化の 1 番大きなものは、「総合的な探究の時間」

の、特に中間発表です。 

 

（スライド 17） 

 

 

⑦「総合的な探究の時間」を設計する 

 

そこで、「総探」の設計ということに入るんですが、これは皆さんへの問いです。 

人間関係の構築が苦手な生徒たちです。入学式はコロナ禍で実施できなかったので、 合

格者発表の時に多目的ホールでガイダンスをします。その時の、生徒たちは、もう本当に、

「アマラとカマラ」みたいな目つきなんです。まったく周囲の人間に対して、警戒心むき出

しなんですね。それで、私が家庭訪問をするわけです。入学の前に全部の家庭を回って、家

庭訪問をする。「なんか聞きたいことある？」「先生、僕は人間関係がちゃんとできるかどう

か不安です。サッカークラブでの人間関係のことがあって、それで僕は中学校に行けなくな

りました。だからほんとに不安です」「大丈夫、大丈夫。みんなそういう人が集まってくる

んだから大丈夫だよ」って言ったけど、その子が入学者登校日に来た時には、廊下の真ん中

から 1 歩も動けないんです。教室に入れない。足が硬直してどうしても動けなかった。そう

いう子たちでした。 
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それから、人と話すのはものすごく怖い。受験の時に僕は見ていたのですが、試験時間が

終わるとバッと廊下に行って、壁に向かってじっと座っていました。この子も ADHD でし

た。自己肯定感や自己有用感が低い子たちばかりです。そんな子たちがどのようにして探究

の発表ができるようになったのでしょうか。ちょっとグループで考えてみてください。要素

としては、教室に入れない、人と話すのが苦手、特に思考するのが苦手、興味関心が湧かな

いという生徒たちです。先生方のアイデアを聞かせていただきたいと思います。よろしくお

願いします。はい。では 2 分でお願いします。 

＜会場 2分間のグループワーク＞ 

 

３ 1年生 探究の種をまく  

 

① タブレットに話しかける 

 

2 分経ちました。今日は時間があまりないので、この辺で切らせていただきます。答えの

1 つになるかと思うのですが、それはですね、タブレットに話しかけるということです。1

番最初の 1 年生の生活体験発表会は、全国の定時制高校の弁論大会になります。そのクラ

ス予選をしなきゃいけない。だけど、教室に入れなかった子たちがいっぱいいる。もう「先

生、僕できん！」って言った子もいる。その時は、 まだ 1人 1 台のタブレットになる前で

したけれども、学校に 2、3 台しかなかったタブレットに対してマイクを使って話す。それ

をプロジェクターに投影する。教室に入れない子は隣の教室で見てもらう。どうしても発表

できないっていう子は「じゃあ他の人の発表を見ててね」。そこから始めました。で、「目は

絶対合わないから大丈夫だよ」って言いました。この子たちはそれまでの半生にさまざまな

物語を抱えて入学してきているので、この子たちに言葉がないわけではありません。中学校

や小学校で自分がどんなにきつかったのかということを切々と、ほとんどの子がその話、そ

の話題でした。だからみんな共感したんです。どれほど言葉に詰まり、引っかかりながら話

す生徒がいたとしても、誰もなじらない。最後まで真剣に聞く。その雰囲気ができ上がって

いったので、精神障害のある子でしたけれども、「先生、僕も発表する」って言ったんです。

これは嬉しかったですね。だから今でも思い出しますよ。もうボロボロ泣きながら言葉にな

らない。1 人で 20 分ぐらい喋ったかな。だけど、それでも肩を撫でながら最後まで言うこ

とができた。皆がたくさんの拍手をしてくれた。それがこのクラスの出発点だったんです。 
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（スライド 18） 

 

 

② LGBTQと人権学習 

 

それから、人権学習を始めました。LGBTQ の当事者がいました。生物学的には男性とし

て生まれ、でも、女性として生きる。それが受け入れられない親、母親からいわば勘当され

ました。おばあさんの家からこの学校に通っていました。「2 年経ったら出ていけ」と言わ

れていました。最終的には籍も変えました。自分で戸籍をつくりました。裁判所にも行きま

した。その子がいるので、みんながカミングアウトしないまでも、ある程度の気遣いができ

るようにと思って、私は最初の人権の話の時に奈良県の当事者の方にオンラインで出ても

らったんです。これも静かに対話するというところから始めました。それから、西山正三さ

んが宮崎東高校の定時制で、これはマインドマップですけれども、定時制の探究活動のメソ

ッドを大体つくっておられましたので、これを参考にしました。それから、立命館宇治の酒

井淳平さんの「なぜ学ぶのか」という有名なリクルートのキャリアガイダンスでも紹介され

ましたけれども、このワールドカフェを体験したりして、キャリア教育を進めていきました。 
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③ 1年生の「総探」中間発表 

 

（スライド 19） 

 

 

「うまくできるかな」と思ったんですが、1 年生の 3 学期に、KP 法（紙芝居プレゼンテ

ーション法）を使って、総探の中間発表をやってみましょうとなりました。そして、できた

んですよ、これが。話せないと思ってた子たちができたんです。そして、ホワイトボード・

黒板にも自由に貼りながら。その貼り方もほんとに自由でした。美容について語った子。そ

れから、大学に入りたいと思っているけど、お金がないから、そのお金をどうやって工面し

たらいいかっていうことを探究した子。ファッションについてとか、さまざまなことを発表

してくれたので、私は「これはできる」と思ったんです。で、2年生の時は、もう探究に挑

戦させようとなりました。 
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４ ２年生 中間発表に向けて 

 

①スライドづくりの練習 

 

スライド発表は 1人 1 台 Chrome book が配布されましたので、Google スライドを使い、

まず最初にやったのは「私の好きな食べ物」というテーマで発表させました。練習をさせた

んです。そしたら、彼らはいろんなものを持ってくるんです。「写真を貼ると面白いよね」

「それについて自分が思ったことを言えばいいんだよ」って。パソコンが苦手な人はスマホ

でいい。定時制ではスマホでも連動できるようにしていましたので、だから「スマホで打ち

込んでいいからスライドをまずつくりなさい」と言ったら、これは、おにぎりが好きって言

った子ですけど、スティックおにぎりみたいなのがあります。「面白いね、そういうのがあ

るんだ」というやりとりをして、お寿司とかモンブランとかですね、あんことか、いろんな

ものを発表してくれたんです。 

 

（スライド 20） 

 

 

② ２年生の「総探」中間発表 

 

それで、私はもうスライドは絶対にできると確信しましたので、最終的に 3 月の中間発

表の時に探究課題でやりました。Google Meet を利用してハイブリッド型の探究発表会を
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やり（スライド 21）、外部審査員を 8 名呼びました。東大の栗田佳代子先生、筑波大の五十

嵐沙千子先生、北陸大の杉森公一先生、産業能率大の皆川雅樹先生、当時は盛岡第一高校に

いらっしゃった梨子田喬先生、津屋崎ブランチで町づくりのプロとしても有名な山口覚先

生、それから福岡中小企業経営者協会の福岡県でハブをしていらっしゃる古賀正博さん。そ

して定時制を代表して宮崎東高校の西山正三先生に入っていただきました。 

（スライド 21） 

 

 

（スライド 22） 
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皆さんには、どんな子が来ているのかということを事前情報として送っておきます。ただ

し、どの子がどうだっていうことは言いません。「こういう子たちが集まっています。だか

ら声かけは、ちょっと配慮してください」と。わかってらっしゃいますからね、先生方は。

そして本当にいい講評をしていただいたんです。それがやっぱり自信になるわけです。発表

会の司会と運営は 3年生が担当しました。この時の発表は 2年生のクラスでしたけれども。

生徒会長になる子が、アンガーマネジメントについて「表に出て、こうやって差し棒をさし

てやりたい」というから、「それいいよ、それでやってください」と言いました。それから、

表に出ることが嫌な子は、「このタブレットを操作して発表しなさい」ということを言って

おりました。 

この子のテーマは「猫は液体か」ですね。これはイグノーベル賞の論文があるんですが、

自分のところの猫の写真を撮ってきて、液体の定義を自分で調べました。液体の定義は「容

器に合わせて変幻自在に体の形を変えて収まる体積も変わっていない」です。ということは、

猫は液体の定義と同じだと。だから、猫ってのは液体じゃないかっていう、面白いことを言

ってくれた。 

次に、スライド 23 です。この子は「綺麗事にはどんなものがあるか？」というテーマで

発表しました。これをクラスメイトにアンケート取ったんです。そうしたら、「努力は報わ

れる」とか、「いつまでも友達だよ」とか、「泣きたい時に泣けばいい」とかが、嘘っぱちと

いうか、嘘っぽいというわけです。でも彼女が考えたのは、そこから先です。動画が残って

ればよかったんですが、残念ですがこの時の動画がないのでここで紹介できません。言葉の

背後にストーリーがあるかもしれないと知った時、わかった時、想像した時に、もう綺麗事

を薄っぺらいとは言えなくなるんじゃないかと彼女は考えました。文章とか言葉を考える

ときに必ず意識していること。それは、聞く、見る相手に自分の気持ちや状況が正確に伝わ

るかどうかなんだと。言葉の背後にあるものが伝わるのかということです。そこから「私の

好きな時間は瞑想です」って言うんです。そういうテーマで発表して、この時に優勝しまし

た。彼女は当時も介護の仕事をしていました。病院に朝から行って夕方まで働いて、お母さ

んも介護のお仕事をしていましたから、そこから送ってもらって学校に通ってきていまし

た。この時のスライドがいつできたかというと、当日の昼です。ほとんどの子が見入って動

きませんでした。 
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（スライド 23） 

 

 

最初、「東大の先生が発表会に来るよ、東大の先生が審査するよ」、って言ったら、みんな

びっくりして「これは期末考査どころじゃない」とかって言っていたんです。でも 2～3枚

をつくったところで全員止まっちゃう。それを私は Google スライドに全部紐付けをして、

自分で見られるようにしていました。そして黙って何も言わなかった。前の日の夜の 11時

ぐらいから、ゴソゴソ、ゴソゴソ動き始めました。大体できたのが朝 4時ですよ。みんな大

体ほとんどできました。もう定時制の皆さんはみんな、遅くまで起きていることが仕事みた

いに思ってますから。ところが、この子は朝 7時に私に電話をかけてきました。「先生、全

部スライドを消していいですか」と。「は？ ちょっと待って」と言うと、「いえ、当日だけ

ど、どうしても気に食わないんです。自分の言おうとしていたこととはなんか違う」と。で、

当日の昼の病院の更衣室でこれを完成させたんですね。そしたら、優勝しました。  

それから次のこの子は ADHD ですけれども、釣りが好きな子です。海洋汚染とマイクロ

プラスチックをテーマにしました。自分が釣りをした時に、 ルアーってプラスチックだよ

なっていうことから疑問を持っていろいろと調べてきました。そこに 8 人の先生方から審

査、講評を受けたということですね。 
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③ OECD 学校会議や過程重視探究発表会に参加 

 

（スライド 24） 

 

 

この探究の種をまいて、ある程度自信ができたので、その審査員の 1人の方がOECD学

校会議につないでくださって、 パリの OECD 本部にいる田熊美保さんという方から私に

連絡があって、定時制の生徒さんにぜひ出てもらい、世界中の発展途上国の生徒たちや、今、

心にいろんなことを抱えている子とか、戦争中で爆弾や砲撃から逃げ惑っているところの

生徒とか、こういう人たちと言語の壁を越えてディスカッションさせたい。通訳は東京学芸

大学のチームが入りますから、先生のところの生徒さん、どうですかって言われました。校

長に相談して、校長は、「そんなことできるのか？」と言いました。それで、私は「やらせ

てみたいんですよね」と。それで、やってみました。できました。外国の生徒たちとの対話

が。もう、びっくりしました。なんかね、嬉しそうに話しているんですよ。で、それを翻訳

をするからタイムラグが出てくるんだけれども、その間もね、とっても楽しそうに参加して

います。 

それから、これは宮崎東高校が、全国の定時制高校の探究を発表し合いましょうという

「過程重視探究発表会」をオンラインで主催してくれました。青森県の大間高校とか宮崎東

高校とか、いろんなところが出てくれた。自分たちの個別発表と、皆がどういうことをやっ

ているかっていうことを 一生懸命オンラインを通じて話してくれました。同じような境遇

にいますから、他校の生徒同士の話でも、よく共感できるんですね。仕事が終わって、いろ

いろときつい中を学校に通っているっていうところは共感できるわけですよね。 
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５ ３年生 中間発表に向けて 

① 「総探」中間発表 

 

そして、3年生の総探の中間発表です。ここではスライドを使いましたけれども、この子

はちょっと LDの要素をもつ子でしたけれども、授業形式の発表をし始めました。「男性から

見てメイクって何のためにするの？」と、会場に行った男性に聞くんですね。それをパーっ

とこの辺に書いて「女子の気持ちって実はこうなんよ」みたいな授業を始めました。びっく

りしましたね。この時は 11 名に審査員を増やしました。なぜか？ 11 名の生徒だからで

す。11 名の生徒に 11 名の審査員を掛け合わせようと思いました。そして、5分ずつでブレ

イクセッションにして、これを回していく。で、生徒が回すと、またちょっと機材トラブル

とかありますから、 生徒の部屋に先生方に入っていただいて、1 人ひとりに言葉をかけて

いただく。そういう方式を取ってみたんです。 

この時のテーマは「沼～自分を理解するヒント～」とか、「お金の価値のつき方」とか、

「ピアスについて」とかいろいろ出たんですが、どれもちゃんと自分事になってきているん

ですよ。  

 

（スライド 25） 
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（スライド 26） 

 

（スライド 27） 

 

 

②総探の目的 何のためにやるのか 

 

最初にこの目的を話しました。 

「（1）3年間学んできた総探の中間発表を通して、みんなが 4 年間を通しての探究課題へ

の取り組みを深める」 

「（2）知っていることや自己の経験を発見し、調べたことを深め、伝え、表現する過程で、

みんなが自らの潜在能力に気づく 」のです。 
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私はどちらかというと（2）ですね、（2）に非常に目的を置きました。 

そして目標としては、 

「（1）調べたことや、思いを整理して、言葉にすることができる」 

「（2）ICTを利用して、表現することができる」 

「（3）学びの楽しさを実感し、アクティブラーナーへのスタートを切ることができる」 

この 3 つです。この 3 つが、総探が終わった時に身についている力として考え、それを

生徒にもずっと言ってきました。 

そして、審査の観点はこの 5つです。①主題（適切なテーマであるか）、②伝達（内容が

視聴者に伝わっているか、③視覚（視覚的効果の工夫があるか）、④内容（テーマに沿った

内容で納得がいくものか）、⑤表現（身振りや声の大小など、表現に工夫があるか）。 

発表では「ここを見ます」と明らかにして、「表現の中に笑いを取り入れてもよかばい」

っていう話をしました。そして同じ個人票を配って、生徒たちにも相互評価をしてもらいま

した。 

そして対話形式での講評の時間を持ちました。非常にこう、生徒に笑みがこぼれています。

つまり、自己肯定感を爆上げしていくわけです。もう、発表するとか人前で喋るとかという

ところへの心の垣根をどんどん無くしていく、低くしていく。そうなったかなと思います。 

 

次は朝永振一郎先生の言葉ですが、これも生徒に言っていました。 

「不思議だと思うこと、これが科学の芽です」 

「よく観察して確かめ、そして考えること。これが科学の茎です」 

「そうして最後に謎が解ける。これが科学の花です」 

よき学びの旅を、頑張ってください。というようなことを、ずっと言い続けるわけです。 

 

③全員に賞状と審査員のコメント 

 

評価をどうするか。これは学習指導要領の解説の中にあるところですが、 生徒の成長を

多面的に捉えるために、多様な評価方法や評価者による評価を適切に組み合わせることが

重要であると書いてある。私は、賞状を全員に出しました。それは何かって言うと、順位は

1、2、3位までですが、あとは会場共感賞とか独創的なんとか賞とか、ベストアイデア賞と

か、全員に賞を出した。   

そして、審査員にはその時点でコメントを打ち込んでいただくんです。それが自動的にス

プレッドシートに出るように、ICT の支援員さんに頼んでつくってもらっていました。なの

で、それをこの賞状の裏に書いて出してもらうようにしたんですね。だから、1人ひとり内

容が全部違うわけです。めちゃくちゃ面白かったです。「トーク上手いですね」とか、書い

てあるんです。とても魅力的なプレゼントでした。「起承転結が分かりやすくていい」とい

うものも書いてある。これは生徒たちにとっては「宝」ですよね。これを終業式の日に授与
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したということです。そして、このことを、その時にライターさんに来ていただいていて、

ベネッセの雑誌『VIEW next』に載せていただく。これをまた生徒たちに配る。そうすると

また、「全国の先生たちが読んでくれてるよ」っていう話ができるということですね。 

 

（スライド 28） 

 

 

６ ４年生「総探」最終発表 

 

4 年生の総探の最終発表は、この時だけは 11 月に行っております。元『キャリアガイダ

ンス』編集長でベネッセ教育総研主席研究員の山下真司さんと東大の栗田佳代子先生のお 2

人には、実際に本校まで来ていただきました。こんなタイトルでやりました。スライド 29

をご覧ください。 
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（スライド 29） 

 

（スライド 30） 

 

 

では、ここで生徒の実際の発表を見ていただきたいと思います。さっきの介護の仕事をし

ながら、通ってきている子どもです。2 年生の時に職場である病院の更衣室でスライドをつ

くった子ですね。最終発表で、どう発表したかということをご覧いただきます。 

 

（以下動画から原稿化） 
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タイトルは「私の好きな時間 3」です。これまでの探究発表は、1年次は「1人暮らしに

ついて」、 2 年次と 3 年次は今回と同様「私の好きな時間」について発表してきました。

続いて、私の進路構想です。進学で目指しているところは、龍谷大学文学部歴史学科です。

ただいま受験勉強の真っ最中です。志望理由は、幕末の舞台である京都の地で幕末について

学びたい、研究したいからというものです。  

 それでは本題に入っていきます。私にはタイトル通り好きな時間があります。それは瞑想

する時間です。瞑想にはたくさんの意味や解釈がありますが、ここでは何かに心を集中させ

たり、目を閉じて深く静かに思いを巡らせたりするという意味で話していきます。 

瞑想すると言っても、どうでもいいようなことばかりを考えています。先ほども言った通

り、私は受験勉強をしているのですが、その時に瞑想していたことが 1 つあります。現代

文とかは特にそうなのですが、参考書を開くとさまざまな人の知識と考え方が載っていて、

それらに 1つひとつゆっくり目を通していくと、「確かに」「なるほど」と驚いたり、「いや

何を言ってるか全くわからない」と悩まされたり。あるいは、偶然か必然か、「私もこの人

と同じ考え方をしていた」なんてこともあります。しかし、「そうではないんじゃないか」

と、「私はこれとは違う考えを持っている」と、そんなことを思うこともあるのです。例え

ば、ロゴスとパトスという言葉を知っておられますか。ロゴスは理性的、論理的なもの、パ

トスは感情的なものと捉えてください。仕事で言うなら、仕事に感情を持ち込み、サボった

り他人と喧嘩したりする人などはパトス寄りで、感情を持ち込まず、人間関係も適度に良好

で真面目にこなす人などはロゴス寄りだと思うといいかもしれません。それで、この 2 つ

は私の持つ参考書には反対語として書かれてありました。つまり、一般的にはパトスの反対

はロゴスであるということ。 
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しかし、私はそうとは思いません。仕事で自分の感情を持ち込むというのがパトスである

のは理解できます。しかし、ロゴスというものには違和感があります。仕事において人間関

係も良好で真面目にこなしているのは、一見理性的ではありますが、根本は違うと思います。

なぜなら、仕事においていい人間関係を意識的に築くという行為は、裏を返せば自分の立場

や地位を守ろうとする、安心を得ようとする行為とも言えます。真面目にこなすというのも、

ひっくり返せば「成果を出したい」「認められたい」、あるいは「早く終わらせたい」などと

いった感情が潜んでいるかもしれません。さらに元の元をたどれば、そもそも仕事をしてい

る時点で「この仕事がしたい」、あるいは「お金を稼ぎたい」という欲、感情があるわけで

す。こういったように、ロゴスにはパトスが潜んでいるのです。行動する理由の元をたどれ

ば、このように理性的な人間などいないのだという極論も言えてしまうわけです。こうした

いから、こうしなければならない。感情というパトスがあるから、理性というロゴスがある。

だから、私が思うパトスとロゴスの関係はこういうことになるのです。 

ということで、これ以上語ると長くなるので、この話はここで終わりにします。私がこの

話を通して言いたかったのは、一般的な答えとは違う別の答えを私が持っていた。それは言

い換えれば、私が疑問を持ったということです。この 1 点のみを押さえていただければ、

ロゴスとパトスについては忘れてもらってもいいです。疑問を持ったということですが、皆

さん気づきませんか。 
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私が疑問を持てたのは、事前に自分なりの答えを持っていたからだということ。1番初め

に一般的な答え、考えや知識を押しつけられていたら、きっと答えは出ていなかったし、そ

もそも疑問にすら思っていなかったということ。特定の答え、知識が至上のものであるなん

て、ひどくバカバカしい。しかし、そんなことはきっと日常生活に数えきれぬほど溢れ返っ

ている。それほどまでに。1番最初に植え付けられた知識、常識に自分で疑問を持つのは困

難です。知識は人を賢くもするし、愚かにもします。「常識を疑え」とはよく言いますが、

私はなかなかできることではないと思います。だから私はどうでもいいようなことばかり

瞑想するのかもしれません。 

 

 

 

 

そういえば前回、私は自分が瞑想する理由について述べました。「理想の自分であるため」

なんて、すごく曖昧に答えていた覚えがあります。答えはいくつもあるなんて、ある種の逃

げのような回答を出していました。そして今回も「常識に疑問を持つため」なんていう答え

が出ました。前回よりは少し具体的でいいなと思える理由です。しかし、やはり曖昧である。

何か根本的なものがない。物足りない。満足がいかない。ならば、納得いくまでやはり瞑想

するしかない。答えはいつ出るかわからないけれど、私はあんまり気長に待てないものだか

ら。ということで、再び瞑想してきました。 

瞑想する理由について、それでは皆さん、私の思考に頑張ってついてきてください。「自

分が自分であるため？」「悩んだ時間が糧になるから？」「他の意見に惑わされないよう

に？」。こういったのは、どうしても抽象的で不明瞭、今までとは変わらない答えです。な

らば、「自分がいざという時、判断を迷わないために？」なるべく具体的に出してみたけれ



                                      
2024/08/03 

 

 
134 

 

  

ど、なんて考えれば随分おかしいと思います。「迷わないために迷うのか？ 考えるのか？ 

瞑想するのか？」。あれこれ考えていると頭が爆発しそうになる。そもそも明確な答えなど

あるのか。いや、ない。ないのだろう。ないというのが正解なのだろう。考えれば自然と、

そんな答えに行きつきます。だったら最初から何も考えなくていいじゃないか。 どれだけ

考え、もがいたところで無駄なのだから、答えがないんだから、はなからこんな瞑想などし

なければいい。いいや、それは、それだけは嫌だな、なんて思いました。思ってしまったん

です。この瞬間、私は替えのきかない答えを見つけました。  

 

 

 

それはそれは、なんと単純で明確で、すんなりと納得がいくもの。ただ、瞑想する時間が

好きだという、ただ本当にそれだけ。いつも私は、ぼーっと雲を眺めながら、頭をあれこれ

と働かせながら、突き詰めれば答えがないと言われるそれを自力で見出そうとする時間、見

出した瞬間がたまらなく好きなんです。まさに私の好きな時間。好きだから瞑想する。これ

が理由により、結論。そして、知っておられる方は知っているであろうエトスです。気にな

る方は調べてみてください。 

参考文献は、序文に出てきたパトスとロゴスの関係について 2 つは反対語であると記載

されていた参考書、 Z 会編集の『現代文キーワード読解改訂版』です。受験用に買いまし

たが、たくさんの面白い考え方が載っているのでおすすめです。では、私の発表はこれで終

わりです。ありがとうございました。 

（動画原稿化終わり） 

 

そんな感じです。龍谷大学には結局、不合格でしたが、最終的には京都のある私立大学に

合格して進学することができました。生徒会長も久留米大学に合格しましたので、定時制か

ら大学に行ったのはこれで 3人目、長い歴史の中で 3人目です。  

 もうほとんど時間がなくなってまいりました。本当は全員の動画があるんです。もっと稚

拙なんだけれども、自分の言葉で語った子たちの発表があります。 

もう本当に言葉にならない。どうやってスライドをつくっていいかわからない。そういう

生徒がいました。私は、「あなたは唐揚げ屋さんでずっとバイトしてきたでしょ。唐揚げ屋
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さんでバイトしてることを探究発表したらいいんじゃない」「そんなのが探究発表になるん

ですか？」「いや、なりますよ。まず温度は何度で揚げてる？ それによって、衣の付け方

も違うんでしょ？」「それは確かに違いますね」「じゃあ、あなたが 1番美味しく唐揚げを揚

げる技術について、どういうふうに唐揚げを揚げていくのか、全部分析をして、言葉にして

発表してごらん」って言ったら、できたんですよね。だから、やっぱりこの子たちが半分社

会に出ているっていうことは、とても大きなことだと思いました。 

そして、卓球部の部活動の帰りにしゃぶしゃぶ屋さんにご飯を食べに行った時に、もうと

にかくまだ頼むのかっていうぐらい、ぐわーっと、皿なんかわーっとあって、もうめちゃく

ちゃに食べていくんですよ。だけど、もう大体終わったかなっていう時になると、誰も声を

かけないのに全部皿が綺麗に並べられて、テーブルの上が拭かれて元よりもきれいになる。

それを見た時びっくりしました。僕はほんとに心を打たれました。だけど、彼らはそういう

ことを大げさに思ってない。彼らは普通だと思っている。それは、仕事で鍛えられてるから

ですよね。そういうところに、なんか私はものすごく彼らのすごさを感じるわけです。 

 

７ 総探は何のために？ 

 

それでは、「総探は何のために？」ということで、これは「知識・技能」「思考力・判断力・

表現力」「学びに向かう力・人間性」を育てるためです。ずっと何回も言われてきました。

だけど、やっぱりヤクルトの「生きて働く乳酸菌」じゃないけど、生きて働く知識・技能じ

ゃないと意味がないだろうと思います。それから、未知の状況にも対応できる思考力・判断

力・表現力。そして学びを人生や社会に活かそうとする学びに向かう力・人間性の涵養です

よね。それが学力の三要素の意味なのではないかと思います。 

スライド 31はアンブローズのモチベーションのモデルですけれども、モチベーションに

は 3つのことがある。まず「期待」ですね。ちょっと手を伸ばせば届くんじゃないかという

期待。そして、学びとか今やっている作業が自分にとってどういう「価値」があるのかとい

うこと。そして、1番大事なのはやっぱり「環境」です。人がモチベーションを強化できる

ような、みんなが受け入れる、そういう学びの場をつくっていくということだろうと思うん

です。授業者にできることは、生徒にとって高い価値を考えてあげること、そして生徒の期

待を高める工夫をすること、そして協力的な環境をつくり出すことだろうと思います。  

もっと言うならば、「待つこと」です。これは大変なことですよ。もう教員の仕事の中で、

もっとも疲れる、もっとも心臓をやられる。 あの東大の先生をはじめ、いっぱい審査員を

呼んで、「本当にできるのか？」と校長から言われた時に、私は「信じたいと思います」と

言いながら、足は震えていました。できないかもしれない、逃げるかもしれない、半分ぐら

い来ないかもしれないと思いながらも、でもあの子たちのことだから絶対できると。もう待

って待って待って、待つことに耐えながらもひたすら待つ。これが教師の仕事だろうと思い

ます。 
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（スライド 31） 

 

 

８ チェックアウト 

 

最後、チェックアウトという時間になってしまいましたが、さっきの紙を裏返していただ

いて、この 4 つについてちょっと考えていただければありがたいと思います（スライド 32）。 

 

（スライド 32） 

 

①定時制の探究のここが 1 番ストンと来た。②生徒の発表で良かったところ、引き込ま
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れたとこがあるかどうか。本当は時間があれば他の発表もいっぱいお見せしたかったんで

すね。「サッカーと人生」なんかとても面白かったんですよ…。③定時制高校をどれくらい

今の段階で知っているか。そして、つまるところ、④「探究」とは何でしょうか？ この 4

つについてお書きください。お願いいたします。 

＜会場 リフレクションワーク＞ 

 

先生方、本当にリフレクションをありがとうございます。時間が来てしまいましたので、

ちょっと中断するとこもあるかもしれませんが、こちらをご覧ください。 

学び直しから始めました。僕は探究のもちろん専門家でもないし、ただ学校づくりをした

い。学校づくりをするための 1 つの手段として「探究」を使いました。学び直しから始め

て、個別と共同が主体性を生み出し、そして生徒自ら、いろんなプロジェクトを運営できる

ようになった。私たちはその活動の全てを支える学校でありたいと思って考えてきました。

答えのない問いの連続を生きる未来の大人たち、自分の人生を自分でプロデュースできる

能力と資質を、全ての教育活動で推進してきたつもりです。定時制の 4年間が、かけがえの

ない時間と場所であるために、3月で閉課程したとはいえ、この学び舎は卒業生の心の中に

今も生きていると信じています。 

今、彼らはさまざまなところで活躍しているんです。ダンプの運転手になってる子がすご

く会社の中で可愛がられています。会社の中でグループワークがあったんですって。そうい

う時に「学校でやっとったけんが、どげんことでも答えられたよ、先生」って言ってくれた

のは、ものすごく嬉しかった。大学に進学した子も、「なんかついていけんこととかある？」

って訊くと、「全然ない」って。前の方から 3番目ぐらいの席にいつも座って聞いてるって。

「そうね！よかったね!!」って言うと、「うん」と。 

前任の教務主任は、私が担任をひきうける際、中学校からの内申書を見せてくれませんで

した。「先生、これは生徒たちが卒業した後に見てください」と。で、この間、整理してい

たら出てきました。ほとんど 1 でした。中学校に行けていませんからね。その子が今こうい

う探究発表ができるようになって、大学生にもなっているというお話です。 

閉課程になってしまったんですけれども、こういう話をこういう外の場で話す機会をつ

くっていただいた産業能率大学さんに感謝したいと思います。皆さん、ありがとうございま

した。これでセッション 4 を終了とさせていただきます。 
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